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収益向上に貢献する CAT新型油圧ショベル登場

BUILT FOR IT.
TM

312FGC 油圧ショベル
エンジン
名称
エンジン定格出力（ネット）

Cat®C3.4B
52kW(70hp)

走行
走行速度（高速）
最大けん引力

5.5km/h
109.9kN

質量
運転質量 12,500kg

オフロード法2014年
基準適合

国土交通省指定
低騒音型建設機械
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平成28年 年頭所感
一般社団法人　日本建設機械レンタル協会　　

会長（代表理事）　角 口 賀 敏

平成28年 年頭所感
一般社団法人　日本建設機械レンタル協会

　　　　　　 九州支部長　中 野 　 登

　平成28年の新春を迎え、謹んで新年のご挨

拶を申し上げます。

　平素は、本会の事業活動に対し格別のご支

援・ご協力を賜り、改めて厚くお礼申し上げ

ます。

　さて、昨年を振り返りますと、我が国の経

済は、緩やかに持ち直してきたものの、４－

６期、７－９期と２四半期連続して実質ＧＮ

Ｐ成長率がマイナスとなり、景気の「足踏

み」状態が続いた年であったと考えておりま

す。このような中、政府におきましては、経

済政策「アベノミクス」の第２ステージとし

て、国内総生産（ＧＤＰ）600兆円の達成や

希望出生率１.８の実現など「新三本の矢」を

掲げ、その実現を目指すこととされましたが、

これらの取組により、日本経済の再生が図ら

れることを期待いたしております。

　また、当業界に直接関連する建設投資につ

きましては、近年、建設投資額が持ち直して

いる状況の中、平成27年度の見通しは、前年

度比5.5％減の約48兆4,600億円であり、とり

わけ、土木の公共事業投資は前年度比14.2％

減の15兆6,500億円というデータが、去る10

月に国土交通省から公表されたところです。

このため、多くの地域で事業量が減少してい

ることから、景気対策を含めて安定的かつ持

続的な公共事業予算の確保が望まれます。

　私どもの業界は、社会資本整備や災害復旧

等における直接の担い手である建設企業を

ユーザーとし、現在、その使用する建設機械

の６割以上を供給するに至っております。加

えて、災害時の復旧・復興には、協会会員が

保有する建設機械器具や備品が欠かせないこ

とから、当協会としては、社会貢献の一環と

して、国や地域自治体との連携を確保しつつ、

これらの活動に積極的に協力し、求められる

社会的責任と役割を果たしてまいりたいと考

えております。

　このような状況の中で、当業界は、「良質

で安全な機械器具の提供」や「サービスの高

付加価値化」等に努めるとともに、“信頼され

る業界” に向けた取組が求められていると考

えております。

　このため、⑴ 連合会的組織運営の改善とガ

バナンスの向上への取組、⑵ 建設機械レンタ

ル業に関する統計資料の収集及び公表への取

組、⑶ 協会の自主規制としての業者登録制度

及び同登録制度に密接に関連する、新たな資

格制度の創設の検討等の課題対応に当たって

まいる所存であります。

　これらの課題に取り組んでいくことにより、

建設機械レンタル業が“信頼される業界”と

言っていただけるようになることを目指して

まいりますので、皆様方のご理解・ご協力を

お願いする次第です。

　最後になりましたが、新しい年が皆様方に

とりまして素晴らしい一年になりますことを

ご祈念申し上げます。

　明けましておめでとうございます。

　平成28年の新年を迎え、謹んでお慶び申し

上げます。

　平素は、当協会九州支部の運営にご理解ま

たご協力を賜り、心からお礼申し上げます。

　今の日本国経済は、世界的企業戦略、グ

ローバル社会での経済の流れの中の一部と

なっています。

　前年度、決定したTPP（環太平洋戦略的経

済連携協定）問題やCOP21（地域温暖化対

策）、ドル高、原油安、中国を中心とした新

興国経済の減速など今後の世界経済の流れが

読めない時代となりました。

　国内では、第二次安倍政権におけるアベノ

ミクス成長戦略などにより一部の産業は潤っ

ています。東日本大震災後の復旧から復興、

並びに東京を中心とした2020年に向けての

オリンピック開催地の景気対策は順調に推移

していますが、過去における地方景気の流れ

は滞り気味で、アベノミクス効果は今ひとつ

実感のない年であったと感じております。

　九州においては、大型の災害復旧工事、道

路建設プロジェクトも一段落し、明るい日差

しの見えない今年度となるのではないかと危

惧しております。

　また、機械の高騰、中古機械価格の下落、

人材確保の困難さ、世代交代などの問題で一

層厳しさが漂う中、広域、メーカー系、同業

者が共に生き残っていくため知恵と努力を結

集することや情報の共有、共生ができる土壌

作りに取り組んでいきます。

　その為には、行政とのパイプ役、地域災害

協定の推進、地域社会への貢献等で業界の地

位向上を図ると共に、本部との情報交換を緊

密に行い、地域になくてはならない企業、業

界となるような仕組みに精力的に取組み、よ

り強い組織作りを目指してまいります。

　また、新たな（一社）日本建設機械レンタ

ル協会のもと、機械導入システム、社員教育、

資金調達方式などを構築し、伝達できる組織

になるよう努力していきます。

　今年度は九州支部にとって大きな節目の年

でもあり、全会員また賛助会員が参加でき、

感動を共に分かち合えるような行事を作る年

にしたいと考えております。九州での協会発

足から50年の節目、先輩たちの築き上げた功

績や歴史を次の時代に渡せるような年となる

よう考えております。

　協会員、賛助会員の皆様のご協力とご理解

を賜りますようお願いし、新年のご挨拶とさ

せていただきます。

　今年もよろしくお願い致します。
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仮6 仮7

　（一社）日本建設機械レンタル協会九州支部並び

に九州建設機械器具リ－ス業協会の第49回定期

総会は５月20日（木）午後２時より「八仙閣（福

岡市博多区博多東）」において開催され、加治理

事（㈱カネイチ）の司会により開始された。

　先ず事務局から総会成立報告の後、西川副支部

長（㈱ワイズヨシハラ）から開会の辞が述べられ

た。次に中野支部長より総会参加御礼に続いて挨

拶があり、

　【中野支部長挨拶要旨】

　｢協会創立後、半世紀が過ぎ、来年は50周年の

記念総会を迎えることとなります。　

　我々の協会も名称変更など、再構築の時期を迎

えており、会員の皆様方にも今までとは違った方

向性がお耳に届いているかと思います。これらを

踏まえ、九州支部においても協会運営については、

ブレがないようしっかりと１年間努力していきた

いと考えております。

　さて、今年の日本経済は、アベノミクス政策や

2020年の東京オリンピックなどにより、回復基

調にありますが、九州地区のレンタル業界として

は、公共工事の一巡などにより、相当厳しいもの

となりそうです。従ってこの難局をどのような施

策が有効かなど、会員、賛助会等の皆様との協力

のもと的確な情報提供や報告などが重要な要素と

なりそうです。

　業界全体の方向性としては、認知された採算性

のある業界を目指しており、全国の整備局との協

定実現に続き、自衛隊との協定策定を図っていく

方向にあります。これらにより、地域から認めら

れる業界となるよう努力していく所存であります

ので、会員皆様のご協力の程、よろしくお願い申

し上げます。

　また、今後は４次規制の機械を導入していくこ

とにより、より一層、業界の機械化向上に努力し、

利益が出せる業界並びに会員となるようメ－カ－

共々ご協力をお願い致します。」と挨拶された。

　次いで、事務局から協会本部、中国、四国、沖

縄各協会長からの祝電披露を行った。

　議案審議に先立ち、永島理事（熊本中央リ－ス

㈱）を議長に選出し、議長から議事録署名人とし

て太田理事（㈱九州建産）井上理事（㈱井上建機

リ－ス）の二名を指名し、承認された。

　議案審議に入り、第１号議案「平成26年度事

業報告」、第２号議案「平成26年度収支決算報

告」を事務局より説明の後、監査報告がなされ、

実績関係の報告事項が承認された。続いて第３号

議案「平成27年度事業計画案」、第４号議案「平

成27年度収支予算案」を審議承認した。次いで

第5号議案として「役員の補充変更」の審議に入

り、原案の通り承認された。引き続き第６号議案

として「会則の一部改正」（名称変更）が審議さ

れ、原案通り承認された。

　総会審議が終了したので永島議長の退席に続き、

閉会の辞を峰平副支部長（㈱森谷リ－ス）が述べ、

総会審議事項を滞りなく終了した。

　次に、永い間役員を務められ（規程：２期４年

以上）、今回退任されることとなった宮内理事

（宮内機械㈲）に対し、感謝状並びに記念品が贈

られた。

　引き続いて、例年通り「永年勤続表彰」が行わ

れ、20年以上勤務該当者16名、10年以上勤務該

当者18名に対し中野支部長から感謝状並びに記

念品が贈呈された。

第49回 定期総会

仮8

　新役員並びに新会員紹介では、新役員として村

上数哉氏（コマツレンタル㈱）、坂本 実氏（第一

機械産業㈱）の２名が紹介され、それぞれ就任の

挨拶が行われた。

　引き続き、新会員３社（東京機材工業㈱、㈱直

方建機、㈱レデモ）を紹介し、代表して東京機材

工業㈱　加藤九州支店長より入会挨拶が行われた。

　次いで、賛助会役員（会長：廣田氏（ユアサ商

事㈱）副会長：福永氏（デンヨ－㈱）石田氏（酒

井重工㈱））の紹介及び挨拶が行われた。今回は、

新商品の紹介は希望会社がなく行われなかった。

　以上を以て第49回総会審議並びに付属行事が

すべて終了し、記念講演行事に移った。

　なお、本年の記念講演は「噺家の人材育成術」

と題して、第４代　三遊亭歌奴師匠より講演がな

された後、【落語　大岡越前 名さばき】を拝聴し

た。

　以上で第49回定期総会の一連の行事をすべて

終了し、約20分の休憩を挟んで、大ホ－ルにお

いて総会参加者による懇親会が盛大に催された。

　中野支部長の開宴挨拶の後、賛助会廣田会長の

乾杯の音頭により始められ、談笑、名刺交換など、

大いに親睦を深めた
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第5号議案として「役員の補充変更」の審議に入

り、原案の通り承認された。引き続き第６号議案

として「会則の一部改正」（名称変更）が審議さ

れ、原案通り承認された。

　総会審議が終了したので永島議長の退席に続き、

閉会の辞を峰平副支部長（㈱森谷リ－ス）が述べ、

総会審議事項を滞りなく終了した。

　次に、永い間役員を務められ（規程：２期４年

以上）、今回退任されることとなった宮内理事

（宮内機械㈲）に対し、感謝状並びに記念品が贈

られた。

　引き続いて、例年通り「永年勤続表彰」が行わ

れ、20年以上勤務該当者16名、10年以上勤務該

当者18名に対し中野支部長から感謝状並びに記

念品が贈呈された。

第49回 定期総会

仮8

　新役員並びに新会員紹介では、新役員として村

上数哉氏（コマツレンタル㈱）、坂本 実氏（第一

機械産業㈱）の２名が紹介され、それぞれ就任の

挨拶が行われた。

　引き続き、新会員３社（東京機材工業㈱、㈱直

方建機、㈱レデモ）を紹介し、代表して東京機材

工業㈱　加藤九州支店長より入会挨拶が行われた。

　次いで、賛助会役員（会長：廣田氏（ユアサ商

事㈱）副会長：福永氏（デンヨ－㈱）石田氏（酒

井重工㈱））の紹介及び挨拶が行われた。今回は、

新商品の紹介は希望会社がなく行われなかった。

　以上を以て第49回総会審議並びに付属行事が

すべて終了し、記念講演行事に移った。

　なお、本年の記念講演は「噺家の人材育成術」

と題して、第４代　三遊亭歌奴師匠より講演がな

された後、【落語　大岡越前 名さばき】を拝聴し

た。

　以上で第49回定期総会の一連の行事をすべて

終了し、約20分の休憩を挟んで、大ホ－ルにお

いて総会参加者による懇親会が盛大に催された。

　中野支部長の開宴挨拶の後、賛助会廣田会長の

乾杯の音頭により始められ、談笑、名刺交換など、

大いに親睦を深めた
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　（一社）日本建設機械レンタル協会九州支部並び

に九州建設機械器具リ－ス業協会の第49回定期

総会は５月20日（木）午後２時より「八仙閣（福

岡市博多区博多東）」において開催され、加治理

事（㈱カネイチ）の司会により開始された。

　先ず事務局から総会成立報告の後、西川副支部

長（㈱ワイズヨシハラ）から開会の辞が述べられ

た。次に中野支部長より総会参加御礼に続いて挨

拶があり、

　【中野支部長挨拶要旨】

　｢協会創立後、半世紀が過ぎ、来年は50周年の

記念総会を迎えることとなります。　

　我々の協会も名称変更など、再構築の時期を迎

えており、会員の皆様方にも今までとは違った方

向性がお耳に届いているかと思います。これらを

踏まえ、九州支部においても協会運営については、

ブレがないようしっかりと１年間努力していきた

いと考えております。

　さて、今年の日本経済は、アベノミクス政策や

2020年の東京オリンピックなどにより、回復基

調にありますが、九州地区のレンタル業界として

は、公共工事の一巡などにより、相当厳しいもの

となりそうです。従ってこの難局をどのような施

策が有効かなど、会員、賛助会等の皆様との協力

のもと的確な情報提供や報告などが重要な要素と

なりそうです。

　業界全体の方向性としては、認知された採算性

のある業界を目指しており、全国の整備局との協
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ので、会員皆様のご協力の程、よろしくお願い申
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平成28年 新年賀詞交歓会
　平成28年 新年賀詞交歓会は1月21日（木）18：00～　八仙閣において開催さ

れた。

　今回から九州支部主催の賀詞交歓会として催されたこともあり、過去最大の

108名のご参加を頂き、盛大に行われた。

　冒頭、中野九州支部長が新年の挨拶に立たれ、次のように話された。

「明けましておめでとうございます。平成2回目の猿年、猿年というのは良いこ

と、悪いことさまざまな事がある年であります。

　国内では、第2次アベノミクスで、経済成長、所得上昇などある一方で、世界

を見ると、原油安、中国を中心とした途上国の経済不安に加え、最近では、汚職

問題や東日本震災関連がらみの問題など、歯車のかみ合わない本年のスタ－トと

なりました。

　協会本部の賀詞交歓会に参加した折に垣間見た東京では、ビルの解体工事が頻

繁に行われており、膨大なレンタル機械が稼働している様を見ました。解体後の

ビル建設を考えると、九州の機械稼働状況とは雲泥の差があると感じました。

　協会本部主催の賀詞交歓会席上では、震災時の建機レンタル対応について来賓

の二階総務会長より感謝の意が示されたほか、我々業界は6～ 7割の機械対応力

を保持しており、元気のある業界であり今後の繁栄を大変期待しているとの言葉

があった。これら言葉をバネにもっと儲かる業界にしていきたいと角口会長が述

べられた。

　また、今年（平成28年）は九州建設機械器具リ－ス業協会創立50周年を迎え

ることとなりますので、何か記念事業をやりたいと思っています。

　本年も会員並びに賛助会員の皆様の協力の程、よろしくお願い申し上げます。」

と挨拶された。

　引続き賛助部会長廣田氏の乾杯音頭により賀詞交歓会が開宴し、会員相互並び

に賛助会員などとの名刺交換が会場各所で行われ、盛大かつ和気藹々のうちに

２時間に及ぶ賀詞交歓会は終了した。

　最後に、中締めとして西川副会長が挨拶され、「今年は世の中の先行き不透明

感で、非常に厳しい状況と思われる。また、猿年は【見ざる聞かざる言わざる】

と言われるところであるが、我々は反対に世の中をもっと見よう、お客の意見を

もっと聞こう、業界に対し良くするようもっと言おう、の精神で切磋琢磨するこ

とによりこの難局を何とか乗り越えていこうではないか。」と述べられると共

に、会員の皆様の更なる繁栄と参加された方々の幸多く実りある実績を期待し、

三本締を以て賀詞交歓会を終了した。
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に、会員の皆様の更なる繁栄と参加された方々の幸多く実りある実績を期待し、

三本締を以て賀詞交歓会を終了した。
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れた。

　今回から九州支部主催の賀詞交歓会として催されたこともあり、過去最大の

108名のご参加を頂き、盛大に行われた。

　冒頭、中野九州支部長が新年の挨拶に立たれ、次のように話された。
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　引続き賛助部会長廣田氏の乾杯音頭により賀詞交歓会が開宴し、会員相互並び
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　最後に、中締めとして西川副会長が挨拶され、「今年は世の中の先行き不透明
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1．平成26年度　第５回県支部役員会
　平成27年２月24日（火）15：00～　協会事務所会議
室において、第５回福岡県支部役員会を開催した。
太田支部長の挨拶に引続き、報告事項として
①平成26年度事業状況報告
②会員動向（２月末会員数　36社）
③盗難報告（４月～２月末）盗難件数　10件発生）
④平成27年新春賀詞交歓会（1/21開催）収支報告
　（収入808千円・支出844千円・損益 36千円）
⑤口蹄疫等防疫訓練……①1/21　インフルエンザ防疫
対策会議（九州建産参加）　②2/17　口蹄疫防災訓
練（九州建産参加）

次いで審議事項として
①福岡県支部　収支予想（1月末時点）……300千円程
　黒字
②総会議案関係……イ．事業報告　ロ．事業計画（案）
　ハ．収支予算（案）
③監査日程……４月中旬予定　13：00～　協会事務所
④次回役員会……５月26日（火）11：00～　福岡ガー
　デンパレス
⑤定期総会……５月26日（火）12：00～　福岡ガーデ
　ンパレス

2．平成27年度　第１回県支部役員会
　５月26日（火）11：00～　福岡ガーデンパレスにお
いて第１回福岡県支部役員会を開催した。太田支部長
の挨拶に引続き、報告事項として

①総会議案書最終決定（決算確定のため）
②県支部会員動向……期末会員数　36社
③盗難報告（３月～２件発生）……平成26年度累計　
　12件
④賛助会への入会……㈱生産技術パートナーズ　　　
　（5/20付）

次いで審議事項として
①総会運営事項……イ．司会：事務局　ロ．開会の　
辞：中園理事　ハ．議長：太田支部長　ニ．議事録
署名人：天本理事・西川理事　ホ．閉会の辞：井上
理事と決定した。

②次回役員会日程……７月９日（木）16：00～　協会
　事務所にて開催
その他事項
①新任役員挨拶……村上数哉氏（コマツレンタル㈱…
　井上理事栄転のため）

3．第49回　県支部定期総会
　平成27年５月26日（火）12：00～　福岡ガーデンパ
レスにおいて第49回福岡県支部定期総会を開催した。
　事務局からの総会開催成立報告の後、中園理事（㈱
ショージ）の開会の辞に引続き、太田支部長（㈱九州
建産）より挨拶があり、「会員減少による会費減など
のため、県の事業として特にやっていなかったことに
対する反省を踏まえ、平成26年度は、代表者会議の実
施と若手主体の講習会を実施しました。今後も、こ
れらの事業を拡大し、協会をより良いものにするた

め努力して行きますので、ご協力の程、よろしくお
願いします。」と述べられた。

　総会議長には支部長自ら就任することを宣言し、満
場一致にて議長に選出された。
　議長就任挨拶の後、議事録署名人２名（天本・西川
両理事）の指名を行った。その後、議案審議に入り、
第１号議案（事業報告）から順次審議を行い、第４号
議案までそれぞれ原案通り承認された。次いで、第５
号議案（役員の変更に関する件）に入り、井上理事
（コマツレンタル㈱）の後任として村上理事を選任
し、承認された。
　すべての議案審議が終了したので、井上理事（㈱井
上建機リース）が閉会の辞を述べ、第49回福岡県支部
定期総会を終了した。なお、総会終了後、会場を移し
て、昼食会を催した。
　
4．平成27年度 可搬形発電機整備技術者講習会
　平成27年６月10日（水）～12日（金）に開催された可
発講習会に福岡県支部から以下の福岡県会員が参加
し、①新規講習並びに試験、②更新講習を受講した。
①新規講習受講
　日立建機日本㈱　11名、㈱ニシケン　４名、㈱レン
　タルシステム西日本　３名、㈱リョーキ　２名、㈱
　ワイズヨシハラ　１名、長浜産業㈱　１名、㈱井上

　建機リース　１名　　計23名
②更新講習受講
　㈱ニシケン　10名、 日立建機日本㈱　６名、㈱
ショージ　４名、㈱リョ－キ　４名、コマツレンタ
ル㈱　２名、新日本建販㈱　２名、㈱レックス　２
名、㈱ワイズヨシハラ　１名、長浜産業㈱　１名、
㈱井上建機リース　１名、双葉リース㈱　１名

　計34名

5．平成27年度 第２回県支部役員会
　平成27年７月９日（木）15：00～　協会事務所にて
第２回県支部役員会を開催した。太田支部長の挨拶に
引続き、報告事項として
①会員動向（６月末）……正会員36社、賛助会員35社
　（５月に１社入会）
②盗難報告（４～６月）……１件発生
③広報委員会報告（7/7）……主要記事並びに原稿担
　当を決定
④可発講習会（6/10～6/12）……前述４参照
次いで審議事項として
①建機整備技能士（学科）事前講習について
　日　程／7月22日（水）9：30～　
　場　所／ア－クロイヤルホテル福岡天神
　講習費／10,000円
　講　師／ヤンマ－建機㈱　北里利夫部長を予定（後
　　　　　日変更）
　受講者／福岡県支部からの受講予定者は２名

②県支部事業活動検討
　イ．代表者懇談会……８月21日（金）18：00～　頤
　　　和園
　ロ．営業担当講習会……日程未定（２月ごろに実施
　　　予定）太田支部長に一任

③次回役員会日程……10月22日（木）15：00～　協会
　事務所
その他事項
①㈱ニシケン役員交代について……渡邉常務？　太田
　支部長に一任

6．県支部　代表者懇談会
　平成27年８月21日（金）18：00～　頤和園において
代表者懇談会を開催した。福岡県支部会員同士のより
良い向上を目指した忌憚ない意見交換会で、23名が参
加した。（参加会費は１人4,000円　不足分は県支部負担）

7．平成27年度 第３回県支部役員会
　平成27年10月22日（木）15：00～　協会事務所にて
第３回県支部役員会を開催した。太田支部長の挨拶に
引続き、報告事項として
①会員動向（９月末）……正会員36社、賛助会員35社
　（５月に１社入会）
②盗難報告（７～10月）……４件発生（4月以降累計
　５件発生）

③県支部上期収支報告……特別積立金取崩による県支
　部への配分180万円があり、損益ベ－スで1,780千円
　の黒字
④可発講習会新規合格者……県支部受講者23名全員合格
⑤鳥インフルエンザ防疫演習参加……㈱九州建産から
　１名参加
⑥任意団体（九州建設機械器具リース業協会）一本化
　について
　イ．任意団体（同上）は休眠団体とする
　ロ．余剰金寄付については当面一本化は行わない
　ハ．九州各県は法人外組織として各々独立して行動
　　してよい（会費・行事・議題・会員など各々別途

　　に独立組織であるため）
　ニ．九州各県は任意団体と関係がない組織や団体と
　　して、名称変更が必要（東京方式…協議会　　大
　　阪方式…別法人（協同組合））
⑦経済センサス調査……平成28年２月頃実施
次いで審議事項として
①新規会員入会……ナシ（28年度に賛助会より異動入
　会の予定あり）
②若手講習会日程検討……平成28年２月実施予定
③口蹄疫実施防疫訓練……11月11日（水）10：00～　
　八女市にて実施　㈱ワイズヨシハラ、㈱コマツレン
　タルより各１名参加予定
④役員の変更に関する件……㈱ニシケン　渡邉常務を
　理事に選出
⑤次回役員会日程……12月10日（後日12月17日（木）に
　変更）16：30～　協会事務所
その他事項
①九州役員会への提案……各県名称統一化に関する案
　
8．平成27年度 第４回県支部役員会
　平成27年12月17日（木）16：30～　協会事務所にて
第４回県支部役員会を開催した。太田支部長の挨拶に
引続き、報告事項として
①会員動向（12月末）……正会員36社、賛助会員35社
　（５月に１社入会）
②盗難報告（４～11月）……４月～11月累計　６件発生
③口蹄疫防災演習報告
④管理者教育講習会県支部参加者……16名参加（申込
　17名　１名欠席）
次いで審議事項として
①若手社員講習会日程検討……２月中旬
②第50回定期総会日程検討……５月中旬
③次回役員会……３月上旬

事務局　伊 藤 公 明福岡県支部支部だより
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室において、第５回福岡県支部役員会を開催した。
太田支部長の挨拶に引続き、報告事項として
①平成26年度事業状況報告
②会員動向（２月末会員数　36社）
③盗難報告（４月～２月末）盗難件数　10件発生）
④平成27年新春賀詞交歓会（1/21開催）収支報告
　（収入808千円・支出844千円・損益 36千円）
⑤口蹄疫等防疫訓練……①1/21　インフルエンザ防疫
対策会議（九州建産参加）　②2/17　口蹄疫防災訓
練（九州建産参加）

次いで審議事項として
①福岡県支部　収支予想（1月末時点）……300千円程
　黒字
②総会議案関係……イ．事業報告　ロ．事業計画（案）
　ハ．収支予算（案）
③監査日程……４月中旬予定　13：00～　協会事務所
④次回役員会……５月26日（火）11：00～　福岡ガー
　デンパレス
⑤定期総会……５月26日（火）12：00～　福岡ガーデ
　ンパレス

2．平成27年度　第１回県支部役員会
　５月26日（火）11：00～　福岡ガーデンパレスにお
いて第１回福岡県支部役員会を開催した。太田支部長
の挨拶に引続き、報告事項として

①総会議案書最終決定（決算確定のため）
②県支部会員動向……期末会員数　36社
③盗難報告（３月～２件発生）……平成26年度累計　
　12件
④賛助会への入会……㈱生産技術パートナーズ　　　
　（5/20付）

次いで審議事項として
①総会運営事項……イ．司会：事務局　ロ．開会の　
辞：中園理事　ハ．議長：太田支部長　ニ．議事録
署名人：天本理事・西川理事　ホ．閉会の辞：井上
理事と決定した。
②次回役員会日程……７月９日（木）16：00～　協会
　事務所にて開催
その他事項
①新任役員挨拶……村上数哉氏（コマツレンタル㈱…
　井上理事栄転のため）

3．第49回　県支部定期総会
　平成27年５月26日（火）12：00～　福岡ガーデンパ
レスにおいて第49回福岡県支部定期総会を開催した。
　事務局からの総会開催成立報告の後、中園理事（㈱
ショージ）の開会の辞に引続き、太田支部長（㈱九州
建産）より挨拶があり、「会員減少による会費減など
のため、県の事業として特にやっていなかったことに
対する反省を踏まえ、平成26年度は、代表者会議の実
施と若手主体の講習会を実施しました。今後も、こ
れらの事業を拡大し、協会をより良いものにするた

め努力して行きますので、ご協力の程、よろしくお
願いします。」と述べられた。

　総会議長には支部長自ら就任することを宣言し、満
場一致にて議長に選出された。
　議長就任挨拶の後、議事録署名人２名（天本・西川
両理事）の指名を行った。その後、議案審議に入り、
第１号議案（事業報告）から順次審議を行い、第４号
議案までそれぞれ原案通り承認された。次いで、第５
号議案（役員の変更に関する件）に入り、井上理事
（コマツレンタル㈱）の後任として村上理事を選任
し、承認された。
　すべての議案審議が終了したので、井上理事（㈱井
上建機リース）が閉会の辞を述べ、第49回福岡県支部
定期総会を終了した。なお、総会終了後、会場を移し
て、昼食会を催した。
　
4．平成27年度 可搬形発電機整備技術者講習会
　平成27年６月10日（水）～12日（金）に開催された可
発講習会に福岡県支部から以下の福岡県会員が参加
し、①新規講習並びに試験、②更新講習を受講した。
①新規講習受講
　日立建機日本㈱　11名、㈱ニシケン　４名、㈱レン
　タルシステム西日本　３名、㈱リョーキ　２名、㈱
　ワイズヨシハラ　１名、長浜産業㈱　１名、㈱井上

　建機リース　１名　　計23名
②更新講習受講
　㈱ニシケン　10名、 日立建機日本㈱　６名、㈱
ショージ　４名、㈱リョ－キ　４名、コマツレンタ
ル㈱　２名、新日本建販㈱　２名、㈱レックス　２
名、㈱ワイズヨシハラ　１名、長浜産業㈱　１名、
㈱井上建機リース　１名、双葉リース㈱　１名

　計34名

5．平成27年度 第２回県支部役員会
　平成27年７月９日（木）15：00～　協会事務所にて
第２回県支部役員会を開催した。太田支部長の挨拶に
引続き、報告事項として
①会員動向（６月末）……正会員36社、賛助会員35社
　（５月に１社入会）
②盗難報告（４～６月）……１件発生
③広報委員会報告（7/7）……主要記事並びに原稿担
　当を決定
④可発講習会（6/10～6/12）……前述４参照
次いで審議事項として
①建機整備技能士（学科）事前講習について
　日　程／7月22日（水）9：30～　
　場　所／ア－クロイヤルホテル福岡天神
　講習費／10,000円
　講　師／ヤンマ－建機㈱　北里利夫部長を予定（後
　　　　　日変更）
　受講者／福岡県支部からの受講予定者は２名

②県支部事業活動検討
　イ．代表者懇談会……８月21日（金）18：00～　頤
　　　和園
　ロ．営業担当講習会……日程未定（２月ごろに実施
　　　予定）太田支部長に一任

③次回役員会日程……10月22日（木）15：00～　協会
　事務所
その他事項
①㈱ニシケン役員交代について……渡邉常務？　太田
　支部長に一任

6．県支部　代表者懇談会
　平成27年８月21日（金）18：00～　頤和園において
代表者懇談会を開催した。福岡県支部会員同士のより
良い向上を目指した忌憚ない意見交換会で、23名が参
加した。（参加会費は１人4,000円　不足分は県支部負担）

7．平成27年度 第３回県支部役員会
　平成27年10月22日（木）15：00～　協会事務所にて
第３回県支部役員会を開催した。太田支部長の挨拶に
引続き、報告事項として
①会員動向（９月末）……正会員36社、賛助会員35社
　（５月に１社入会）
②盗難報告（７～10月）……４件発生（4月以降累計
　５件発生）

③県支部上期収支報告……特別積立金取崩による県支
　部への配分180万円があり、損益ベ－スで1,780千円
　の黒字
④可発講習会新規合格者……県支部受講者23名全員合格
⑤鳥インフルエンザ防疫演習参加……㈱九州建産から
　１名参加
⑥任意団体（九州建設機械器具リース業協会）一本化
　について
　イ．任意団体（同上）は休眠団体とする
　ロ．余剰金寄付については当面一本化は行わない
　ハ．九州各県は法人外組織として各々独立して行動
　　してよい（会費・行事・議題・会員など各々別途

　　に独立組織であるため）
　ニ．九州各県は任意団体と関係がない組織や団体と
　　して、名称変更が必要（東京方式…協議会　　大
　　阪方式…別法人（協同組合））
⑦経済センサス調査……平成28年２月頃実施
次いで審議事項として
①新規会員入会……ナシ（28年度に賛助会より異動入
　会の予定あり）
②若手講習会日程検討……平成28年２月実施予定
③口蹄疫実施防疫訓練……11月11日（水）10：00～　
　八女市にて実施　㈱ワイズヨシハラ、㈱コマツレン
　タルより各１名参加予定
④役員の変更に関する件……㈱ニシケン　渡邉常務を
　理事に選出
⑤次回役員会日程……12月10日（後日12月17日（木）に
　変更）16：30～　協会事務所
その他事項
①九州役員会への提案……各県名称統一化に関する案
　
8．平成27年度 第４回県支部役員会
　平成27年12月17日（木）16：30～　協会事務所にて
第４回県支部役員会を開催した。太田支部長の挨拶に
引続き、報告事項として
①会員動向（12月末）……正会員36社、賛助会員35社
　（５月に１社入会）
②盗難報告（４～11月）……４月～11月累計　６件発生
③口蹄疫防災演習報告
④管理者教育講習会県支部参加者……16名参加（申込
　17名　１名欠席）
次いで審議事項として
①若手社員講習会日程検討……２月中旬
②第50回定期総会日程検討……５月中旬
③次回役員会……３月上旬

事務局　伊 藤 公 明福岡県支部支部だより

平成28年 新年賀詞交歓会
　平成28年 新年賀詞交歓会は1月21日（木）18：00～　八仙閣において開催さ

れた。

　今回から九州支部主催の賀詞交歓会として催されたこともあり、過去最大の

108名のご参加を頂き、盛大に行われた。

　冒頭、中野九州支部長が新年の挨拶に立たれ、次のように話された。

「明けましておめでとうございます。平成2回目の猿年、猿年というのは良いこ

と、悪いことさまざまな事がある年であります。

　国内では、第2次アベノミクスで、経済成長、所得上昇などある一方で、世界

を見ると、原油安、中国を中心とした途上国の経済不安に加え、最近では、汚職

問題や東日本震災関連がらみの問題など、歯車のかみ合わない本年のスタ－トと

なりました。

　協会本部の賀詞交歓会に参加した折に垣間見た東京では、ビルの解体工事が頻

繁に行われており、膨大なレンタル機械が稼働している様を見ました。解体後の

ビル建設を考えると、九州の機械稼働状況とは雲泥の差があると感じました。

　協会本部主催の賀詞交歓会席上では、震災時の建機レンタル対応について来賓

の二階総務会長より感謝の意が示されたほか、我々業界は6～ 7割の機械対応力

を保持しており、元気のある業界であり今後の繁栄を大変期待しているとの言葉

があった。これら言葉をバネにもっと儲かる業界にしていきたいと角口会長が述

べられた。

　また、今年（平成28年）は九州建設機械器具リ－ス業協会創立50周年を迎え

ることとなりますので、何か記念事業をやりたいと思っています。

　本年も会員並びに賛助会員の皆様の協力の程、よろしくお願い申し上げます。」

と挨拶された。

　引続き賛助部会長廣田氏の乾杯音頭により賀詞交歓会が開宴し、会員相互並び

に賛助会員などとの名刺交換が会場各所で行われ、盛大かつ和気藹々のうちに

２時間に及ぶ賀詞交歓会は終了した。

　最後に、中締めとして西川副会長が挨拶され、「今年は世の中の先行き不透明

感で、非常に厳しい状況と思われる。また、猿年は【見ざる聞かざる言わざる】

と言われるところであるが、我々は反対に世の中をもっと見よう、お客の意見を

もっと聞こう、業界に対し良くするようもっと言おう、の精神で切磋琢磨するこ

とによりこの難局を何とか乗り越えていこうではないか。」と述べられると共

に、会員の皆様の更なる繁栄と参加された方々の幸多く実りある実績を期待し、

三本締を以て賀詞交歓会を終了した。
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1．平成26年度　第５回県支部役員会
　平成27年２月24日（火）15：00～　協会事務所会議
室において、第５回福岡県支部役員会を開催した。
太田支部長の挨拶に引続き、報告事項として
①平成26年度事業状況報告
②会員動向（２月末会員数　36社）
③盗難報告（４月～２月末）盗難件数　10件発生）
④平成27年新春賀詞交歓会（1/21開催）収支報告
　（収入808千円・支出844千円・損益 36千円）
⑤口蹄疫等防疫訓練……①1/21　インフルエンザ防疫
対策会議（九州建産参加）　②2/17　口蹄疫防災訓
練（九州建産参加）

次いで審議事項として
①福岡県支部　収支予想（1月末時点）……300千円程
　黒字
②総会議案関係……イ．事業報告　ロ．事業計画（案）
　ハ．収支予算（案）
③監査日程……４月中旬予定　13：00～　協会事務所
④次回役員会……５月26日（火）11：00～　福岡ガー
　デンパレス
⑤定期総会……５月26日（火）12：00～　福岡ガーデ
　ンパレス

2．平成27年度　第１回県支部役員会
　５月26日（火）11：00～　福岡ガーデンパレスにお
いて第１回福岡県支部役員会を開催した。太田支部長
の挨拶に引続き、報告事項として

①総会議案書最終決定（決算確定のため）
②県支部会員動向……期末会員数　36社
③盗難報告（３月～２件発生）……平成26年度累計　
　12件
④賛助会への入会……㈱生産技術パートナーズ　　　
　（5/20付）

次いで審議事項として
①総会運営事項……イ．司会：事務局　ロ．開会の　
辞：中園理事　ハ．議長：太田支部長　ニ．議事録
署名人：天本理事・西川理事　ホ．閉会の辞：井上
理事と決定した。
②次回役員会日程……７月９日（木）16：00～　協会
　事務所にて開催
その他事項
①新任役員挨拶……村上数哉氏（コマツレンタル㈱…
　井上理事栄転のため）

3．第49回　県支部定期総会
　平成27年５月26日（火）12：00～　福岡ガーデンパ
レスにおいて第49回福岡県支部定期総会を開催した。
　事務局からの総会開催成立報告の後、中園理事（㈱
ショージ）の開会の辞に引続き、太田支部長（㈱九州
建産）より挨拶があり、「会員減少による会費減など
のため、県の事業として特にやっていなかったことに
対する反省を踏まえ、平成26年度は、代表者会議の実
施と若手主体の講習会を実施しました。今後も、こ
れらの事業を拡大し、協会をより良いものにするた

め努力して行きますので、ご協力の程、よろしくお
願いします。」と述べられた。

　総会議長には支部長自ら就任することを宣言し、満
場一致にて議長に選出された。
　議長就任挨拶の後、議事録署名人２名（天本・西川
両理事）の指名を行った。その後、議案審議に入り、
第１号議案（事業報告）から順次審議を行い、第４号
議案までそれぞれ原案通り承認された。次いで、第５
号議案（役員の変更に関する件）に入り、井上理事
（コマツレンタル㈱）の後任として村上理事を選任
し、承認された。
　すべての議案審議が終了したので、井上理事（㈱井
上建機リース）が閉会の辞を述べ、第49回福岡県支部
定期総会を終了した。なお、総会終了後、会場を移し
て、昼食会を催した。
　
4．平成27年度 可搬形発電機整備技術者講習会
　平成27年６月10日（水）～12日（金）に開催された可
発講習会に福岡県支部から以下の福岡県会員が参加
し、①新規講習並びに試験、②更新講習を受講した。
①新規講習受講
　日立建機日本㈱　11名、㈱ニシケン　４名、㈱レン
　タルシステム西日本　３名、㈱リョーキ　２名、㈱
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㈱井上建機リース　１名、双葉リース㈱　１名

　計34名

5．平成27年度 第２回県支部役員会
　平成27年７月９日（木）15：00～　協会事務所にて
第２回県支部役員会を開催した。太田支部長の挨拶に
引続き、報告事項として
①会員動向（６月末）……正会員36社、賛助会員35社
　（５月に１社入会）
②盗難報告（４～６月）……１件発生
③広報委員会報告（7/7）……主要記事並びに原稿担
　当を決定
④可発講習会（6/10～6/12）……前述４参照
次いで審議事項として
①建機整備技能士（学科）事前講習について
　日　程／7月22日（水）9：30～　
　場　所／ア－クロイヤルホテル福岡天神
　講習費／10,000円
　講　師／ヤンマ－建機㈱　北里利夫部長を予定（後
　　　　　日変更）
　受講者／福岡県支部からの受講予定者は２名

②県支部事業活動検討
　イ．代表者懇談会……８月21日（金）18：00～　頤
　　　和園
　ロ．営業担当講習会……日程未定（２月ごろに実施
　　　予定）太田支部長に一任

③次回役員会日程……10月22日（木）15：00～　協会
　事務所
その他事項
①㈱ニシケン役員交代について……渡邉常務？　太田
　支部長に一任

6．県支部　代表者懇談会
　平成27年８月21日（金）18：00～　頤和園において
代表者懇談会を開催した。福岡県支部会員同士のより
良い向上を目指した忌憚ない意見交換会で、23名が参
加した。（参加会費は１人4,000円　不足分は県支部負担）

7．平成27年度 第３回県支部役員会
　平成27年10月22日（木）15：00～　協会事務所にて
第３回県支部役員会を開催した。太田支部長の挨拶に
引続き、報告事項として
①会員動向（９月末）……正会員36社、賛助会員35社
　（５月に１社入会）
②盗難報告（７～10月）……４件発生（4月以降累計
　５件発生）

③県支部上期収支報告……特別積立金取崩による県支
　部への配分180万円があり、損益ベ－スで1,780千円
　の黒字
④可発講習会新規合格者……県支部受講者23名全員合格
⑤鳥インフルエンザ防疫演習参加……㈱九州建産から
　１名参加
⑥任意団体（九州建設機械器具リース業協会）一本化
　について
　イ．任意団体（同上）は休眠団体とする
　ロ．余剰金寄付については当面一本化は行わない
　ハ．九州各県は法人外組織として各々独立して行動
　　してよい（会費・行事・議題・会員など各々別途

　　に独立組織であるため）
　ニ．九州各県は任意団体と関係がない組織や団体と
　　して、名称変更が必要（東京方式…協議会　　大
　　阪方式…別法人（協同組合））
⑦経済センサス調査……平成28年２月頃実施
次いで審議事項として
①新規会員入会……ナシ（28年度に賛助会より異動入
　会の予定あり）
②若手講習会日程検討……平成28年２月実施予定
③口蹄疫実施防疫訓練……11月11日（水）10：00～　
　八女市にて実施　㈱ワイズヨシハラ、㈱コマツレン
　タルより各１名参加予定
④役員の変更に関する件……㈱ニシケン　渡邉常務を
　理事に選出
⑤次回役員会日程……12月10日（後日12月17日（木）に
　変更）16：30～　協会事務所
その他事項
①九州役員会への提案……各県名称統一化に関する案
　
8．平成27年度 第４回県支部役員会
　平成27年12月17日（木）16：30～　協会事務所にて
第４回県支部役員会を開催した。太田支部長の挨拶に
引続き、報告事項として
①会員動向（12月末）……正会員36社、賛助会員35社
　（５月に１社入会）
②盗難報告（４～11月）……４月～11月累計　６件発生
③口蹄疫防災演習報告
④管理者教育講習会県支部参加者……16名参加（申込
　17名　１名欠席）
次いで審議事項として
①若手社員講習会日程検討……２月中旬
②第50回定期総会日程検討……５月中旬
③次回役員会……３月上旬

事務局　伊 藤 公 明福岡県支部支部だより
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1．平成26年度　第５回県支部役員会
　平成27年２月24日（火）15：00～　協会事務所会議
室において、第５回福岡県支部役員会を開催した。
太田支部長の挨拶に引続き、報告事項として
①平成26年度事業状況報告
②会員動向（２月末会員数　36社）
③盗難報告（４月～２月末）盗難件数　10件発生）
④平成27年新春賀詞交歓会（1/21開催）収支報告
　（収入808千円・支出844千円・損益 36千円）
⑤口蹄疫等防疫訓練……①1/21　インフルエンザ防疫
対策会議（九州建産参加）　②2/17　口蹄疫防災訓
練（九州建産参加）

次いで審議事項として
①福岡県支部　収支予想（1月末時点）……300千円程
　黒字
②総会議案関係……イ．事業報告　ロ．事業計画（案）
　ハ．収支予算（案）
③監査日程……４月中旬予定　13：00～　協会事務所
④次回役員会……５月26日（火）11：00～　福岡ガー
　デンパレス
⑤定期総会……５月26日（火）12：00～　福岡ガーデ
　ンパレス

2．平成27年度　第１回県支部役員会
　５月26日（火）11：00～　福岡ガーデンパレスにお
いて第１回福岡県支部役員会を開催した。太田支部長
の挨拶に引続き、報告事項として

①総会議案書最終決定（決算確定のため）
②県支部会員動向……期末会員数　36社
③盗難報告（３月～２件発生）……平成26年度累計　
　12件
④賛助会への入会……㈱生産技術パートナーズ　　　
　（5/20付）

次いで審議事項として
①総会運営事項……イ．司会：事務局　ロ．開会の　
辞：中園理事　ハ．議長：太田支部長　ニ．議事録
署名人：天本理事・西川理事　ホ．閉会の辞：井上
理事と決定した。
②次回役員会日程……７月９日（木）16：00～　協会
　事務所にて開催
その他事項
①新任役員挨拶……村上数哉氏（コマツレンタル㈱…
　井上理事栄転のため）

3．第49回　県支部定期総会
　平成27年５月26日（火）12：00～　福岡ガーデンパ
レスにおいて第49回福岡県支部定期総会を開催した。
　事務局からの総会開催成立報告の後、中園理事（㈱
ショージ）の開会の辞に引続き、太田支部長（㈱九州
建産）より挨拶があり、「会員減少による会費減など
のため、県の事業として特にやっていなかったことに
対する反省を踏まえ、平成26年度は、代表者会議の実
施と若手主体の講習会を実施しました。今後も、こ
れらの事業を拡大し、協会をより良いものにするた

め努力して行きますので、ご協力の程、よろしくお
願いします。」と述べられた。

　総会議長には支部長自ら就任することを宣言し、満
場一致にて議長に選出された。
　議長就任挨拶の後、議事録署名人２名（天本・西川
両理事）の指名を行った。その後、議案審議に入り、
第１号議案（事業報告）から順次審議を行い、第４号
議案までそれぞれ原案通り承認された。次いで、第５
号議案（役員の変更に関する件）に入り、井上理事
（コマツレンタル㈱）の後任として村上理事を選任
し、承認された。
　すべての議案審議が終了したので、井上理事（㈱井
上建機リース）が閉会の辞を述べ、第49回福岡県支部
定期総会を終了した。なお、総会終了後、会場を移し
て、昼食会を催した。
　
4．平成27年度 可搬形発電機整備技術者講習会
　平成27年６月10日（水）～12日（金）に開催された可
発講習会に福岡県支部から以下の福岡県会員が参加
し、①新規講習並びに試験、②更新講習を受講した。
①新規講習受講
　日立建機日本㈱　11名、㈱ニシケン　４名、㈱レン
　タルシステム西日本　３名、㈱リョーキ　２名、㈱
　ワイズヨシハラ　１名、長浜産業㈱　１名、㈱井上

　建機リース　１名　　計23名
②更新講習受講
　㈱ニシケン　10名、 日立建機日本㈱　６名、㈱
ショージ　４名、㈱リョ－キ　４名、コマツレンタ
ル㈱　２名、新日本建販㈱　２名、㈱レックス　２
名、㈱ワイズヨシハラ　１名、長浜産業㈱　１名、
㈱井上建機リース　１名、双葉リース㈱　１名

　計34名

5．平成27年度 第２回県支部役員会
　平成27年７月９日（木）15：00～　協会事務所にて
第２回県支部役員会を開催した。太田支部長の挨拶に
引続き、報告事項として
①会員動向（６月末）……正会員36社、賛助会員35社
　（５月に１社入会）
②盗難報告（４～６月）……１件発生
③広報委員会報告（7/7）……主要記事並びに原稿担
　当を決定
④可発講習会（6/10～6/12）……前述４参照
次いで審議事項として
①建機整備技能士（学科）事前講習について
　日　程／7月22日（水）9：30～　
　場　所／ア－クロイヤルホテル福岡天神
　講習費／10,000円
　講　師／ヤンマ－建機㈱　北里利夫部長を予定（後
　　　　　日変更）
　受講者／福岡県支部からの受講予定者は２名

②県支部事業活動検討
　イ．代表者懇談会……８月21日（金）18：00～　頤
　　　和園
　ロ．営業担当講習会……日程未定（２月ごろに実施
　　　予定）太田支部長に一任

③次回役員会日程……10月22日（木）15：00～　協会
　事務所
その他事項
①㈱ニシケン役員交代について……渡邉常務？　太田
　支部長に一任

6．県支部　代表者懇談会
　平成27年８月21日（金）18：00～　頤和園において
代表者懇談会を開催した。福岡県支部会員同士のより
良い向上を目指した忌憚ない意見交換会で、23名が参
加した。（参加会費は１人4,000円　不足分は県支部負担）

7．平成27年度 第３回県支部役員会
　平成27年10月22日（木）15：00～　協会事務所にて
第３回県支部役員会を開催した。太田支部長の挨拶に
引続き、報告事項として
①会員動向（９月末）……正会員36社、賛助会員35社
　（５月に１社入会）
②盗難報告（７～10月）……４件発生（4月以降累計
　５件発生）

③県支部上期収支報告……特別積立金取崩による県支
　部への配分180万円があり、損益ベ－スで1,780千円
　の黒字
④可発講習会新規合格者……県支部受講者23名全員合格
⑤鳥インフルエンザ防疫演習参加……㈱九州建産から
　１名参加
⑥任意団体（九州建設機械器具リース業協会）一本化
　について
　イ．任意団体（同上）は休眠団体とする
　ロ．余剰金寄付については当面一本化は行わない
　ハ．九州各県は法人外組織として各々独立して行動
　　してよい（会費・行事・議題・会員など各々別途

　　に独立組織であるため）
　ニ．九州各県は任意団体と関係がない組織や団体と
　　して、名称変更が必要（東京方式…協議会　　大
　　阪方式…別法人（協同組合））
⑦経済センサス調査……平成28年２月頃実施
次いで審議事項として
①新規会員入会……ナシ（28年度に賛助会より異動入
　会の予定あり）
②若手講習会日程検討……平成28年２月実施予定
③口蹄疫実施防疫訓練……11月11日（水）10：00～　
　八女市にて実施　㈱ワイズヨシハラ、㈱コマツレン
　タルより各１名参加予定
④役員の変更に関する件……㈱ニシケン　渡邉常務を
　理事に選出
⑤次回役員会日程……12月10日（後日12月17日（木）に
　変更）16：30～　協会事務所
その他事項
①九州役員会への提案……各県名称統一化に関する案
　
8．平成27年度 第４回県支部役員会
　平成27年12月17日（木）16：30～　協会事務所にて
第４回県支部役員会を開催した。太田支部長の挨拶に
引続き、報告事項として
①会員動向（12月末）……正会員36社、賛助会員35社
　（５月に１社入会）
②盗難報告（４～11月）……４月～11月累計　６件発生
③口蹄疫防災演習報告
④管理者教育講習会県支部参加者……16名参加（申込
　17名　１名欠席）
次いで審議事項として
①若手社員講習会日程検討……２月中旬
②第50回定期総会日程検討……５月中旬
③次回役員会……３月上旬
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1．平成26年度　第５回県支部役員会
　平成27年２月24日（火）15：00～　協会事務所会議
室において、第５回福岡県支部役員会を開催した。
太田支部長の挨拶に引続き、報告事項として
①平成26年度事業状況報告
②会員動向（２月末会員数　36社）
③盗難報告（４月～２月末）盗難件数　10件発生）
④平成27年新春賀詞交歓会（1/21開催）収支報告
　（収入808千円・支出844千円・損益 36千円）
⑤口蹄疫等防疫訓練……①1/21　インフルエンザ防疫
対策会議（九州建産参加）　②2/17　口蹄疫防災訓
練（九州建産参加）

次いで審議事項として
①福岡県支部　収支予想（1月末時点）……300千円程
　黒字
②総会議案関係……イ．事業報告　ロ．事業計画（案）
　ハ．収支予算（案）
③監査日程……４月中旬予定　13：00～　協会事務所
④次回役員会……５月26日（火）11：00～　福岡ガー
　デンパレス
⑤定期総会……５月26日（火）12：00～　福岡ガーデ
　ンパレス

2．平成27年度　第１回県支部役員会
　５月26日（火）11：00～　福岡ガーデンパレスにお
いて第１回福岡県支部役員会を開催した。太田支部長
の挨拶に引続き、報告事項として

①総会議案書最終決定（決算確定のため）
②県支部会員動向……期末会員数　36社
③盗難報告（３月～２件発生）……平成26年度累計　
　12件
④賛助会への入会……㈱生産技術パートナーズ　　　
　（5/20付）

次いで審議事項として
①総会運営事項……イ．司会：事務局　ロ．開会の　
辞：中園理事　ハ．議長：太田支部長　ニ．議事録
署名人：天本理事・西川理事　ホ．閉会の辞：井上
理事と決定した。

②次回役員会日程……７月９日（木）16：00～　協会
　事務所にて開催
その他事項
①新任役員挨拶……村上数哉氏（コマツレンタル㈱…
　井上理事栄転のため）

3．第49回　県支部定期総会
　平成27年５月26日（火）12：00～　福岡ガーデンパ
レスにおいて第49回福岡県支部定期総会を開催した。
　事務局からの総会開催成立報告の後、中園理事（㈱
ショージ）の開会の辞に引続き、太田支部長（㈱九州
建産）より挨拶があり、「会員減少による会費減など
のため、県の事業として特にやっていなかったことに
対する反省を踏まえ、平成26年度は、代表者会議の実
施と若手主体の講習会を実施しました。今後も、こ
れらの事業を拡大し、協会をより良いものにするた

め努力して行きますので、ご協力の程、よろしくお
願いします。」と述べられた。

　総会議長には支部長自ら就任することを宣言し、満
場一致にて議長に選出された。
　議長就任挨拶の後、議事録署名人２名（天本・西川
両理事）の指名を行った。その後、議案審議に入り、
第１号議案（事業報告）から順次審議を行い、第４号
議案までそれぞれ原案通り承認された。次いで、第５
号議案（役員の変更に関する件）に入り、井上理事
（コマツレンタル㈱）の後任として村上理事を選任
し、承認された。
　すべての議案審議が終了したので、井上理事（㈱井
上建機リース）が閉会の辞を述べ、第49回福岡県支部
定期総会を終了した。なお、総会終了後、会場を移し
て、昼食会を催した。
　
4．平成27年度 可搬形発電機整備技術者講習会
　平成27年６月10日（水）～12日（金）に開催された可
発講習会に福岡県支部から以下の福岡県会員が参加
し、①新規講習並びに試験、②更新講習を受講した。
①新規講習受講
　日立建機日本㈱　11名、㈱ニシケン　４名、㈱レン
　タルシステム西日本　３名、㈱リョーキ　２名、㈱
　ワイズヨシハラ　１名、長浜産業㈱　１名、㈱井上

　建機リース　１名　　計23名
②更新講習受講
　㈱ニシケン　10名、 日立建機日本㈱　６名、㈱
ショージ　４名、㈱リョ－キ　４名、コマツレンタ
ル㈱　２名、新日本建販㈱　２名、㈱レックス　２
名、㈱ワイズヨシハラ　１名、長浜産業㈱　１名、
㈱井上建機リース　１名、双葉リース㈱　１名

　計34名

5．平成27年度 第２回県支部役員会
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　長崎県支部では、本年度も恒例のボウリング大会を
開催致しました、また「管理者講習」ではレンタルビ
ジネスの戦略について勉強会を開催致しました、会員
間の繋がりをより強いものとしレンタルビジネスに関
してのより知識を深め活動を進めてまいりました。

◆定時総会・定例会
　下記の日程にて定期総会・定例会を開催致しました。
【平成27年度　定例会】
　第１回定例会　平成27年５月18日（月）
　　長崎バスターミナルホテル２階第３会議室
　　　□第５回九州役員会報告
　　　□年間スケジュールについて（勉強会等）
　　　□その他
　第２回定例会　平成27年９月17日（木）
　　時津ヤスダオーシャンホテル
　　　□第１回・第２回九州役員会報告
　　　□ボウリング大会結果報告
　　　□勉強会について　□その他（忘年会について）

【平成27年度　第34回定期総会】
　第34回定期総会　平成27年５月18日（月）
　　長崎バスターミナルホテル２階第３会議室

◆メーカーとの懇親会・忘年会・
　ゴルフコンペ
　下記の日程にてメーカーとの懇親会・忘年会・ゴル
フコンペを開催致しました。懇親会・忘年会では多数
の方にお集まり頂き和やかな雰囲気のもと会員間およ
びメーカーと会員の親睦を深めることが出来ました。
【平成26年度】
　平成26年12月２日（火）　
　　　　メーカーとの懇談会・忘年会

（大村　やきとり鳥千代）
　平成26年12月３日（水）　
　　　　ゴルフコンペ　参加者17名

（大村湾カントリー倶楽部）
　　　　優勝：関　恵喜（グローバル建機株式会社）

◆レクリエーション・管理者講習・
　KLS事業（長崎県支部）
　下記の日程にて、ボウリング大会及び、管理者の知
識向上を図るために管理者講習を開催致しました。ボ
ウリング大会では今年も多くの方に御参加いただきま
した、大会は大変盛り上がり会員同士の親睦がより深
めることが出来ました。また、管理者講習では講師の
響支店長（㈱レンタルのニッケン）・大空総括部長
（㈱レンタルのニッケン）により【レンタル単価の値
戻しについて（パート２）】と題して開催されまし
た。長崎支部会員10社中21名の方が参加し、テーマ
が実際に直面する問題でもあったため活発な意見交
換が行われました。参加された方のアンケートでも
大変好評で継続して勉強会を開催してほしいという
声が多数あり、レンタルビジネスの戦略について改
めて考える良い機会となったとともにさらに深い知
識を得られる勉強会となりました。

【平成27年度】
　平成27年７月19日（日）　
　　第７回ボウリング大会（長崎ラッキーボウル）
　　　参加チーム　９社19チーム
　　　参加人数　　68名
　　結果
　　　団体の部優勝：㈲三幸リース
　　　　　　　　　　（ツツミンミンゼミ　チーム）
　　　個人の部優勝：苑田克彦（東建リース㈱）

　平成27年度11月25日（水）　
　　管理者講習「長崎KLS会」
　　（長崎建設総合会館　５階　第１会議室）
　　　□レンタル単価の値戻しについて（パート２）
　　　　①レンタル原価についての再確認
　　　　②レンタルビジネスの戦略について
　　　　③グループ討議
　　　　　（講　　師：株式会社レンタルのニッケン
　　　　　　九州支店支店長　響　太郎 様）
　　　　　（補助講師：株式会社レンタルのニッケン
　　　　　　九州支店総括部長　大空太郎 様）
　　　□懇親会（鍋幸）

◆広報活動
　平成27年11月７日（土）長崎大学中部講堂前広場に
おける長崎県土木部が主催する「DOVOCフェア２０
１５」に本年度も協力いたしました。小学生４・５・
６年生～中学生を対象とした土木おもしろ体験の一部
として、建設機械の操縦体験コーナーを行い協会の
PRになるとともに、参加した子供たちの土木建設業
界への興味や関心を育むことが出来たと思われま
す。

広報委員　臼 木 琢 哉長崎県支部支部だより

■定期総会・第 1回定例会

■第２回定例会

■ボウリング大会

■DOVOCフェア２０１５

■管理者講習
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　平成27年４月17日（金）、大分県交通会館会議室にお
いて、大分県支部支部会・役員会を開催し、平成27年
度の通常総会について話し合いました。
　平成27年５月26日（火）、大分オアシスタワーホテル
にて、平成27年度大分県支部通常総会を開催しまし
た。総会開催前に、恒例となっております親睦ゴルフ
コンペを行いました。会員の皆様の日頃の行いを表す
ような晴天に恵まれ、23名が楽しくプレーする事が出
来ました。その後通常総会を開催し、総会資料内容
について協議してもらいすべて承認されました。今
回は日立建機株式会社、開発・生産統括本部部長 尾
上 裕様より｢建設機械の排ガス規制について」の講演
が行われました。総会の終了後にはコンペ表彰式を
かねた懇親会が開かれ、賛助会の方々も多数ご出席
頂き、大いに賑わいました。私は敢闘賞の名誉を賜
りました。

　平成27年６月５日（木）、財前支部長が日本赤十字社
大分県支部を訪問し、「東日本大震災の募金」として
寄付をしました。この様な活動は、社会的責任とでも
いいましょうか、とても大切なことだと思います。

　平成27年７月29日（水）、大分県交通会館事務局にお
いて支部役員会を開催しました。

　平成27年８月６日（木）、国東重販㈱本社にて、特定
家畜伝染病防疫対策チーム（B-SAT）の視察・研修
が行われました。今回は２回目となりますので、皆さ
んもかなり馴れてきている様子でした。高圧洗浄機・
発電機・投光機等の建設機械を実践に近い形で使用
し、いざという時に時間を取られないよう取り扱い
をB-SATチームに指導しました。

　平成27年８月17日（月）、大分県交通会館事務局にお
いて、支部役員会及び支部会を開催しました。今年度
の年末までの行事日程等を決めました。
　平成27年９月５日（土）、大分市タワーボウルにて親
睦ボーリング大会が行われました。
　恒例の始球式に財前支部長が登場し、素晴らしい
フォームで球を投げておりました。（今回は６ピン倒
れました！）　15チーム60名が参加し、社の名誉をか
けた熱戦が繰り広げられました。終了後は親睦会・表
彰式が豊の国健康ランドで行われ、今年の優勝は「ナ
カノチーム」、個人優勝はなんと「ナカノチーム西本
陽子」様が表彰されました。若い方が活躍する姿
は、とても気持ちの良いものでした。

　平成27年10月14日（水）、大分県庁会議室において、
大分県鳥インフルエンザ防疫訓練打合せ会議が行われ
ました。
　平成27年10月30日（火）、大分県鳥インフルエンザ対
策防疫訓練が、宇佐市農林水産研究指導センター敷地
内にて行われました。今回は自衛隊の方も参加され、
より実践的な訓練となりました。

　平成27年11月26日（木）、大分県支部支部会・忘年ゴ
ルフコンペが行われました。今年はかなり怪しい天気
でしたが、なんとか雨は降らずに済みました。その
後、支部会・講演会が大分オアシスタワーホテルで行
われました。講演会では大分県土木建築部建設政策
課、甲斐崎一成主幹より、「土木建築行政を取り巻く

現状と今後の取組について」講話を戴きました。具
体的に当該業者に関する内容について、詳しく説明
してもらいました。
　最後の忘年会はチャリティー大会で大いに盛り上が
りました。ゴルフコンペ優勝はいすゞ自動車九州株式
会社、薬師寺　剛様でした。「メンバーにも恵まれ、
楽しくプレー出来ました。』との事でした。今年最後
の行事を飾る良い忘年会になりました。

広報委員　財 前 　 薫大分県支部支部だより
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【定期総会】
　平成27年４月24日（金）ＡＮＡクラウンプラザホテ
ル熊本ニュースカイにて定期総会を開催。
　平成26年度の決算報告及び活動報告を行い、平成27
年度の予算・活動計画の審議の結果、全会一致で可決
承認されました。なお総会前後にてリース親和会ゴル
フコンペと懇親会も実施され大変盛り上がりました。
コンペは熊本中央リース㈱の永島社長でした。

【講習会】
　７月５日（日）ヤンマー建機㈱様ご協力のもと、建
設機械整備技能検定試験事前講習会が行われました。

【ボウリング大会】
　パスカワールド宇土店にて、協会のボウリング大会
を行いました。
　多彩な顔ぶれで応援を含め、130名以上の方々が来
られ開催されました。参加30チーム、プレーヤ117名
による熱投が始まり、社長から社員、奥さん、子供さ
んの参加とまた、好評の会社賞を会社のＰＲを兼ね
て、くじ引き大会も実施し盛り上がりました。
　ボウリングの結果は、昨年の覇者　三和リース㈱Ａ
チームの優勝で、２位㈱アセットＡチーム、３位は手
抜きを知らない賛助会混合チームでした。個人賞は男
性が三和リース㈱の上さん、女性は熊本中央リース㈱
の岩本さんでした。皆様お疲れ様でした。

【研修親睦旅行】
　10月21日～23日　２泊３日にて
台湾（台北）へ研修旅行が行われ
ました。
　正会員７名、賛助会員２名の９
名で出発しました。台風24号の接
近で心配されましたが、熱帯低気
圧にかわり無事日程を消化しまし
た。観光とおいしい食べ物で、親

睦を深めることができました。

【忘年会・親和ゴルフコンぺ】
　平成27年11月27日（金）料亭 菊本に於いて忘年会を
開催しました。
　午前中は良い天気の中、参加者15名にてゴルフコン
ぺが行われました。忘年会では、部会長の㈱名九建設
機械 萩原社長のあいさつを頂き、賛助会員　前田部
長（㈱クボタ建機ジャパン）の乾杯で35名参加の懇親
会が行われ、ゴルフコンペの表彰や協会の各委員の報
告がありました。親和会コンペは、賛助会員　保険
ショップ九州の古庄様が優勝されました。

≪新会員紹介≫

株式会社　レ・デ・モ
代表取締役　谷川啓介 様
建設機械及び車輛のレンタル・販売・修理を
行っています。
「あレデモ、こレデモ、どレデモ」お客様の御
要望に対応できるよう努めております。

広報委員　青 木 浩 二熊本県支部支部だより
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仮00 仮00

　レンタル氷河期から「春」到来！って事を日々考え
過ごす、鹿児島広報担当の宮内です。久々の「広報」
担当なので、「後方」より「前方」を見てご報告した
いと思います（笑）「支部長の笑いのセンスを一部引
用しましたので、クレーム責任は支部長が受け付けま
す（笑）」

鹿児島支部の27年度活動
４月16日　総会
４月16日　トーナメントＡＧＯツアービギニング
７月８日　定例会
７月18日　建設機械整備技能検定 学科事前講習
７月25日　建設機械整備技能検定 実技事前講習
８月６日　暑気払い
10月25日　スポーツ大会･ボウリング、レンタル杯
11月５日～７日　研修旅行
12月３日　トーナメントＡＧＯツアーファイナル
12月３日　忘年会

　を、実施しております。

1 4月16日　総会並びにＡＧＯ会ゴルフコンペを開催
○ＡＧＯ会

　桜舞い散る春の頃、プロゴルファー顔負けの出立ち
で集まった皆さん。豪快なショットと鮮やかな珍プ
レーでキャディーさんの目をくぎ付けにしました。

■優勝　㈲伊集院機工　社長　有村様

○第33回総会

　47名の参加で会は厳粛に執り行われました。今年は
アクティオさん、建設新聞さんにオブザーバー参加を
して頂きました。冒頭支部長より「建設業の良きパー
トナー、良きアドバイザーとして、今一度レンタル業
の役割・使命を確認しよう！」と挨拶がありました。

2 7月8日　鹿児島市内にて定例会の実施
　秋の工場視察旅行に向け賛助会員さんにプレゼンし
ていただく。結果は暑気払いにて報告

3 7月18日
　技能検定事前講習開催　学科　参加者　14名
　 7月25日
　技能検定事前講習開催　実技１級　参加６名
　　　　　　　　　　　　実技２級　参加14名
　鹿児島支部でも建設機械整備技能士の資格普及を図
るため、ものづくりマイスター派遣による事前講習を
行っております。今年で３回目を迎えますが、会員以
外の受講生も増えて参りました。同時に技能検定員に
も賛助会員のお力添えを頂いております。

　　　　　22名受講中　合格者　１級　２名
　　　　　　　　　　　　　　　２級　７名

4 8月6日　暑気払いの開催
　今回は30名でクールダウン。鹿児島のレンタル業の
未来を熱く語り合ったのでした。

5 10月25日　第3回　鹿児島レンタル杯
　 親善ボウリング大会　in　霧島
栄えある個人戦優勝に輝いたのは
　　■太田機工㈱　社長　上山様
　　「Ｖ２達成！！」
　　「努力に勝る才能なし！何事も努力無しでは
　　　成果は成し得ない」と実感致しました。
　　●団体戦優勝　太田機工㈱　Ｂチーム
　　●団体戦２位　ヤンマー建機㈱チーム
　　●団体戦３位　㈱カネイチチーム

各社従業員合わせて54名参加！
毎年恒例の豪華メーカー賞！
賛助会員さん　ありがとうございます。

　
6 11月5日～7日　広島、高松
　 メーカー工場視察　研修旅行実施
○やまびこ工場

　小型機械から産業機械までバラエティに富んだ商品
群と詳細な会社説明、心温まる歓迎に感謝。
　その夜の懇親会では、ご多忙中にも関わらず、やま
びこの樋口社長様もご参加頂き、会を盛り上げて頂き
ました。これぞ広島お好み焼き！この味は一生忘れま
せん。
○コベルコ工場

　広い工場を見学いたしますと、至る所でスタッフの
挨拶を受けまして、高校球児さながらの爽やかな挨拶
にも気分はリフレッシュされました。理念のユーザー
現場主義もまずは社内の現場主義無くしてはあり得な
いと改めて思いました。
○タダノ工場

　モアイ修復プロジェクトに参加するなど、まさに世
界のタダノを肌身で感じました。圧巻は550ｔクレー
ン！工場にもクレーンにも高所作業車まで世界ナン
バーワン！タダノカフェ「航海日誌」を塾読させてい
ただきます。

（研修報告：建機ジャーナリスト、Ｋ・亮一）

7 12月3日　忘年会＆トーナメントＡＧＯツアー
　 ファイナル
　　来年の展望を語ろう！と言うことで
　　望年会を賑々しく開催予定。
　来年こそ運を付けたいという方は是非！鹿児島支部
（鹿児島部会）にご入会され強運を掴もうではありま
せんか！
　尚、当日のＡＧＯツアーでは、支部長による空振り

後の「誘い笑い」のアドバイスがあります（笑）
以上　支部活動報告でした。広報委員　宮 内 宏 智鹿児島県支部支部だより
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❖後藤支部長挨拶

❖上は、主催者として挨拶する河野俊嗣宮崎県知事

❖右はもっとも被害の大きかった
　川南町にある『畜魂慰霊碑』

❖審議風景

4月28日

6月 1 日

6月18日

7月 8 日

7月14日

7月16日

7月22日

7月23日

7月23日

8月18日
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宮崎県分会第31回定期総会

宮崎県延岡土木事務所　防災対策会議

情報交換会【高千穂地区】
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【定期総会】
　九州支部宮崎県分会では、平成27年４月28日に第31
回定期総会を開催いたしました。
（１）平成26年度決算及び事業活動（九州・県）報告
（２）平成27年度予算及び事業計画
（３）宮崎県「土木の日」実行委員会加入について
（４）その他
　また、総会に前後して親睦ゴルフコンペと懇親会も
実施しました。

　 平成27年度事業計画

　（１）会員間相互の情報交換・コミュニケーション
　　　の活発化
　　　■代表者会議・情報交換会・管理責任者会議の
　　　　開催
　　　　※今年度は開催する地区の単位を細分化し、
　　　　　各店・営業所の責任者及び営業担当者が原
　　　　　則全員出席のうえ、情報交換と親睦を行う。
　（２）レンタル取引正常化への取組み
　　　■適正な競争のもとに、企業として存続可能な
　　　　取引の再構築に取組む。
　　　■その他

【活動状況】

【口蹄疫終息５周年】
　宮崎県では、2015年８月27日で口蹄疫終息から５年
を迎え、家畜防疫の重要性を再認識するとともに、本
県畜産の再生・復興から新たな成長への取組みをあら
ためて考える契機とすることを目的に式典を開催しま
した。
　レンタル協会宮崎県分会は、宮崎県と防疫対策協定
を締結している団体として（協定締結時は九州リース
業協会宮崎県支部）この式典に出席しました。
　開式の案内のあと、「口蹄疫の発生～終息～再生復
興～新生」に至る動きをＤＶＤで視聴し、出席者全員
で殺処分家畜の慰霊のために黙祷を捧げました。

広報委員　伊 豆 隆 夫宮崎県支部支部だより
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（３）宮崎県「土木の日」実行委員会加入について
（４）その他
　また、総会に前後して親睦ゴルフコンペと懇親会も
実施しました。

　 平成27年度事業計画

　（１）会員間相互の情報交換・コミュニケーション
　　　の活発化
　　　■代表者会議・情報交換会・管理責任者会議の
　　　　開催
　　　　※今年度は開催する地区の単位を細分化し、
　　　　　各店・営業所の責任者及び営業担当者が原
　　　　　則全員出席のうえ、情報交換と親睦を行う。
　（２）レンタル取引正常化への取組み
　　　■適正な競争のもとに、企業として存続可能な
　　　　取引の再構築に取組む。
　　　■その他

【活動状況】

【口蹄疫終息５周年】
　宮崎県では、2015年８月27日で口蹄疫終息から５年
を迎え、家畜防疫の重要性を再認識するとともに、本
県畜産の再生・復興から新たな成長への取組みをあら
ためて考える契機とすることを目的に式典を開催しま
した。
　レンタル協会宮崎県分会は、宮崎県と防疫対策協定
を締結している団体として（協定締結時は九州リース
業協会宮崎県支部）この式典に出席しました。
　開式の案内のあと、「口蹄疫の発生～終息～再生復
興～新生」に至る動きをＤＶＤで視聴し、出席者全員
で殺処分家畜の慰霊のために黙祷を捧げました。

広報委員　伊 豆 隆 夫宮崎県支部支部だより
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　賛助部会の活動報告をいたします。

■ 1月21日　福岡県支部賀詞交歓会参加
　　八仙閣にて開催された賀詞交歓会に参加いたしました。

■ 5月20日　第101回賛助部会総会開催
　　八仙閣において､賛助部会総会を開催いたしました。24社27名参加。

　　活動報告・決算報告、役員改選、活動予定・予算案等討議しました｡

　　　　　　第49回定期総会参加

■ 6月19日　広報委員会参加
　　会報43号について討議｡

　今年も、会員様の役に立つような活動を心掛けていきたいと思います｡

広報委員　廣 田 竜 生賛助部会賛助会だより
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協 会 か ら の お 知 ら せ

協 会 か ら の お 知 ら せ

仮26

1. 平成26年度　第5回役員会開催
　平成26年度第５回役員会は３月26日（木）14：00
～別府市　ホテル白菊において開催され、以下の報
告、審議がなされた。

★報告事項として
①本部常任理事会報告（3/18）
　イ. 平成26年度 事業報告（協会本部）
　ロ. スーパーオークション実施報告（出品数102件
　　 落札数17件）
②本部流通委員会報告
　イ. 流通アンケート集計　　
　ロ. 企業登録制度の検討　　
　ハ. ブロック制・地区本部制・地方部会制の検討
　ニ. 流通問題意見交換　　　　
　ホ. スーパーオークション出品依頼
　へ. 油脂類協同購入の検討
③平成26年度末会員（九州支部）
　会員数 90社　賛助会会員数 34社
④盗難報告　平成26年度（2月末現在）…累計15件
⑤各県支部現状報告……添付資料参照
⑥レンタル九州（42号）……950冊印刷
　配布数893冊
⑦平成27年度店舗数（予算用）……84社（大手会
　員６社を除く）店舗数 352店舗
　九州地区大手会員店舗数 112店舗
★審議事項として
①三役会検討事項の承認（別途項目分を除く）
　イ. 事務局職員（２名）継続雇用承認……事務引
　　継期間１カ月を追加
　ロ. 副支部長担当業務提案
②平成26年度　収支予想（２月末決算時点）
③平成27年度　予算案承認……本部提出予算として
　使用（九州支部予算）
④平成27年度　事業計画案承認……オークション・
　自衛隊との協定加味
⑤その他総会関係資料承認……①事業報告　②役員
　変更　③会則改定（名称変更）
⑥永年勤続表彰者承認……20年勤続以上16名、10
　年勤続以上18名

⑦総会時記念講演者候補承認……三遊亭歌奴氏

2. 平成27年度 第１回三役会開催（総務合同）
　第１回三役会は平成27年４月21日（火）16：30～
八仙閣にて開催され、以下の事項が検討された。
①確定決算について　　
②決算資料監査提出について　　
③総会運営について　

3. 平成26年度決算監査実施
　平成26年度決算監査は平成27年４月22日（水）
13：30～　協会事務局にて行われ決算書、帳簿、
添付書類、預金通帳、現金残高など監査の結果、正
確に処理されていると認められ、総会に諮問される
こととなった。

4. 平成27年度　第１回役員会開催
　平成27年度第１回役員会は５月20日（水）午前
11：00～　八仙閣にて開催され、午後からの総会
を控え次の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①総会議案書内容報告…第１号～第６号議案を報告
　し、総会へ諮問決定
②盗難報告（４月のみ）……１件発生
③大型台風に対する防災対策……九州整備局からの
　資料
④本部と公正取引委員会との見解報告……災害協定
　時における価格目安について
⑤大手広域会社の本部一括徴収会費配分について
　…前年同額を配分
★審議事項として

①総会運営事項……総会進行のための役割担当につ
　いて
②新規入会承認……㈱生産技術パートナーズ（賛助
　会へ入会）
③九州整備局との緊急連絡先調査及び提出……５月
　末までに整備局へ提出
以上について審議され、それぞれ承認決定された。
★その他事項として
①次期役員会日程及び開催場所……７月16日（木）　
佐賀県担当だが変更の可能性あり

5. 口永良部島火山噴火災害応急対策機械器具等
　 協力要請について
　５月30日（土）10：00　九州整備局防災課より口
永良部島噴火（５月29日　9：59噴火）による応急
対策支援機械等の協力要請があった場合の対応機械
器具について提出要請があり、鹿児島県支部へ機械
等の明細提出を依頼し、15：00に鹿児島県支部よ
り整備局に提出した。
機械等の主なものは以下の通り
　①発電機（200KVA・100KVA）②簡易トイレ　
　③テント　④投光機　⑤ハウス　⑥トラック
　⑦貯水タンクほか

6. 平成27年度　可搬形発電機整備技術者講習会
　 開催
　６月10日（水）～12日（金）の３日間、福岡市中央
区福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験
及び更新講習会が行われた。

　㈱デンヨーの石川講師など４氏による新規講習は
早朝から夕方まで長時間にわたり行われた。
 また、11日には新規講習者の試験が行われた。12
日の更新講習には日本車輌製造㈱の植講師が担当。
今年の新規講習者は59名（非会員６名含む）、更新
講習者は58名（非会員８名含む）。なお、新規合格
者発表は８月５日（水）に各社宛通知。更新者につい
ては６月12日（金）講習終了後、新資格証を交付した。
なお、８月５日に発表された新規合格者は九州会員
53名全員が合格した。

7. 平成27年度　広報委員会開催
　平成27年７月7日（火）15：30～　会報「レンタ
ル九州」43号編集に関する委員会が新広報委員のも
と協会事務所会議室に於いて開催された。（広報委
員 １名欠席）
　表紙、メイン記事、各県支部便り並びにカメラ散
歩、おすすめスポット、オピニオン、随筆などの担
当支部及び担当委員を決定した。
　原稿締切りは11月27日（金）、発行は２月上旬を
予定。

8. 平成27年度　第2回役員会開催
　平成27年７月16日（木）14：00～　ベストウェス
タンプレミアホテル長崎において第２回役員会を開
催した。議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部総会（5/26）
②協会本部常任理事会（7/9）
　イ. 各支部と任意団体との一本化について
　　 ……一本化目標平成27年度末
　ロ. 登録制度の検討について
　ハ. 各支部事務局の現状と課題について
　　 ……会計処理・WEB会議・メールアドレス
　ニ. 各委員会報告……流通・教育研修・総務（実
　　 態調査・自衛隊との協力・団体保険）
③会員動向　４月に１社退会（㈱ユース）　6月末
　会員数 89社・賛助会 35社
④盗難報告（６月末現在）……１件発生
⑤可発講習会……既述６参照
⑥広報委員会……既述７参照
⑦整備技能士学科講習……７月22日（水）アークホテ
　ル福岡にて開催
⑧第49回総会関係収支報告
⑨災害支援関係連絡網……九州整備局防災課へ５月
　末に提出

★審議事項として
①特別積立金取崩及び交付について
　……１社 50,000円交付承認
②任意団体一本化について……7/9協会本部案につ
　いて８月４日に臨時役員会開催する

③管理者教育講習会日程……三役会にて日程検討
④大手広域会社懇談会日程……三役会にて日程検討
⑤協会副会長北野氏の祝賀会参加……２名参加を承
　認
★その他事項として
①会員会社のメールアドレス本部への提出について
　……事務局取りまとめ本部へ提出
②日経リサーチアンケート調査提出について
　……支部長より協力要請した

9. 平成27年度 整備技能士（学科）事前講習会
　７月22日（水）9：30～　アークホテルロイヤル
福岡において整備技能士受験のための事前講習会
（学科）を開催し、福岡レンタル㈲など九州北部の
会員６名が受講した。
　講師はヤンマー建機㈱の片山栄治氏・水落勝美氏
の２名が担当し、過去に出題された問題を中心に解
説、解答形式で行われた。試験日は８月30日（日）に
全国で行われる。

10. 第2回　三役会（総務合同）開催
　８月４日（火）10：00～　八仙閣において開催。
以下の事項が検討された。
①管理者教育講習会日程
②大手広域懇談会日程　　
③任意法人（九州リース協）の資金残について
④大手会費の協会本部からの配分

11. 第1回　臨時役員会開催
　８月４日（火）13：30～　八仙閣において開催。
協会本部常任理事会（7/9）において議題として取
り上げられた【任意法人の一本化】
並びに余剰金の寄付金処理、事務局の取扱い等につ
いて協会本部への質問事項をまとめるために開催し、
以下の項目について審議した。
①各県支部より意見集約……一本化には反対しない
　が寄付金処理は問題（休眠組織へ）
②50周年記念事業資金の確保について……4～5百
　万円は確保しておきたい
③事務局の統一について……協会本部の意見を尊重

　する（規則・給与規程・事務所契約）
④検討委員会立ち上げについて……今後検討する
⑤次回は協会本部のしかるべき役員の出席を得て意
　見を取り交わす

12. 第2回　臨時役員会開催
　９月９日（水）12：00～　八仙閣において開催
　協会本部より角口会長・西村専務理事出席。前回
の臨時役員会において取りまとめた質問事項を各県
支部長より質問した。

主な議題としては以下の通り
①協会本部角口会長・西村専務理事挨拶
②一本化についての趣旨・経過・沿革について専務
　理事より報告
③各県支部長からの質問
　その結果、以下のことが明確とは言えないが推測
　された。
　①協会法人内（本部組織内）と協会法人外（本部
　　組織に包含されない組織）の明確化
　　……九州支部の一部として活動する組織のみ一
　　　　本化（各県の任意団体は含まれない）

　②即統一することが困難な事情がある場合は当面
　　休眠状態とすることで了解する
　③余剰金は当面休眠法人で確保することを了解す
　　る（協会本部への繰入は延期する）
　④各県の組織については協議会（東京方式）とす
　　るか各県を束ねる別組織（大阪方式）とするか
　　検討してほしい（各県建設機械レンタル協会と
　　しないことが望ましい）
　⑤事務局等の統一化については現状では困難なた
　　め当面各支部の規則を踏襲してよい
　⑥休眠組織の収支・余剰金はなるべく少なくして
　　ほしい（ゼロに近いことが望ましい）

13. 第3回　三役会（総務合同）開催
　10月９日（金）13：00～　八仙閣（銀香梅）にお
いて開催。次回の役員会の議題に関して以下の事項
が検討された。
①大手広域会社との懇談会日程・場所・会費
②可発講習会試験合格者一覧
③管理者教育講習会日程・場所・会費・懇親会
④平成28年 賀詞交歓会日程・場所・会費
⑤第50回　定期総会日程・場所・会費・記念講演候
　補
⑥レンタル料のカード決済について

14. 大手広域会社との懇談会開催
　10月9日（金）16：30～　ハイアットリージェン
シー福岡において開催。中野支部長の挨拶の後、以
下の議題について懇談した。
①協会本部の動向について
　イ. 業界ビジョン方向性　
　ロ. 自衛隊との合意書　
　ハ. 支部一本化について
②一本化に対する東京支部の対応について
③レンタル料のカード決済について
④各会社の営業状況報告ほか
　イ. 全般的に状況は厳しい（単価減・稼働減）
　ロ. ４次規制機械の単価維持に努力
　ハ. 民間投資回復に期待　
　ニ. 情報化機械・高所作業車の稼働に期待

　ホ. 情報交換会議への大手会社出席願（各県支部）
　へ. 大手共々助合う精神で努力

15. 平成27年度　第3回役員会開催
　10月29日（木）14：00～　熊本市　料亭　白菊に
おいて第３回役員会を開催した。議題として以下の
事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部常任理事会（10/28）……支部長欠席の
　ため次回報告となった。
②会員動向（9月末）……89社
③盗難報告（27年度累計）……６件発生
④大手広域懇談会報告……既述14参照
⑤平成27年度 上期収支報告……収入 12,284千円
　支出 10,485千円　損益 1,799千円
⑥可発技能士試験合格者報告……既述６参照
⑦団体総合保険加入促進
⑧平成28年 経済センサス調査協力依頼
★審議事項として
①役員変更承認……渡邉博行氏（㈱ニシケン）理事
　に就任
②レンタル料カード決済について……個々の会員に
　て検討（大手は数社採用している）
③管理者教育講習会について
　イ. 日程：11月26日　
　ロ. 場所：熊本　
　ハ. 会費2,000円　
　ニ. 懇親会3,000円
④平成28年 賀詞交歓会……１月21日（木）18：00～
　八仙閣（福岡）

⑤第50回九州支部総会……５月18日（水）15：00～
　八仙閣（福岡）
　イ. 役員会　13：00～　
　ロ. 懇親会　18：00～　
　ハ. 記念講演：ナシ
★その他事項として
①各県の任意団体名称変更について……今後検討する
②大型車両の通行適正化について……今後検討する

16. 管理者教育講習会
　11月26日（木）14：00～　熊本市国際交流会館に
おいて管理者教育講習会を開催し、会員の経営者及
び幹部社員45名が熱心に受講した。
①講師：寅　太郎氏（建機レンタル協会常任理事・
　㈱レンタルのニッケン常務執行役員）
②講義内容：イ. レンタル業の現況について
　　　　　　ロ. 営業管理とコンプライアンス
③会　費：１名2,000円
④懇親会：１名3,000円（不足分は協会九州支部
　　　　　負担）　場所：城見櫓 17：30～

17. 協会本部WEB会議（流通委員会）
　12月11日（金）13：30～　協会本部主催の流通委
員会会議（WEB会議）が行われ、今回、峰平副支
部長が対応して、以下の事項が検討された。
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①登録制度の取組みについて
②レンタカー貸渡代行基本契約
③油脂類の協同購入について
④スーパーオークションについて
⑤国土交通省（稲垣所長）の提言に対する意見交換

18. 第4回　役員会開催
　12月21日（月）14：00～　鹿児島レクストンホテ
ルにおいて第４回役員会を開催し、議題として以下
の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①協会本部常任理事会（10/28）
　イ. オークション継続……平成28年以降も継続す
　　 る
　ロ. 支部・任意団体との統一……任意団体の財産
　　 処分は自由
　ハ. 支部規程……総務委員会にて協議していく
　ニ. 各委員会報告……流通・教育・総務の各委員
　　 会から報告
　ホ. 支部事務局業務……オークション手数料収入
　　 は事務代行収入へ
②流通委員会（12/11）……前述 17参照
③会員動向……正会員 89社　賛助会員 35社
④盗難報告（４～11月）……10件発生
⑤管理者教育講習会収支……収入259千円
　支出404千円　損益▲145千円
⑥会報広告収入（11月末現在）……600千円
⑦会費未納会社（11月末現在）……４社

★審議事項として
①賀詞交歓会運用・段取り（1/21）
　イ. 進行次第……挨拶・乾杯・中締め
　ロ. 参加会費……1人目 5,000円　2人目以降 8,000
　　 円
　ハ. 宿泊・旅費……協会補助ナシ
②第４回三役会……１月21日（木）15：00～　協会
　事務所
③第５回三役会……３月11日（金）12：00～　八仙
　閣（銀香梅）

④平成28年度予算事前提出
　イ. 役員会承認前に三役会にて決定し本部へ提出
　　 する
　ロ. 次回役員会（３月下旬）にて予算承認を得る
⑤次回役員会……３月24日（木）14：00～　宮崎県
　担当
★その他事項として
①協会本部臨時役員会開催……神奈川支部吸収合併
②九州協会50周年事業について……各役員から意見
　を聞いた

19. 第4回　三役会開催
　１月21日（木）15：00～　協会事務所において開
催。本日開催される賀詞交歓会並びに次回の役員会
の議題に関して以下の事項が検討された。
①平成27年度 収支予想
②事務局職員人事について
③任意団体一本化対策案
④賀詞交歓会運営次第
⑤次回三役会
⑥次回役員会
⑦任期満了に伴う役員候補
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1. 平成26年度　第5回役員会開催
　平成26年度第５回役員会は３月26日（木）14：00
～別府市　ホテル白菊において開催され、以下の報
告、審議がなされた。

★報告事項として
①本部常任理事会報告（3/18）
　イ. 平成26年度 事業報告（協会本部）
　ロ. スーパーオークション実施報告（出品数102件
　　 落札数17件）
②本部流通委員会報告
　イ. 流通アンケート集計　　
　ロ. 企業登録制度の検討　　
　ハ. ブロック制・地区本部制・地方部会制の検討
　ニ. 流通問題意見交換　　　　
　ホ. スーパーオークション出品依頼
　へ. 油脂類協同購入の検討
③平成26年度末会員（九州支部）
　会員数 90社　賛助会会員数 34社
④盗難報告　平成26年度（2月末現在）…累計15件
⑤各県支部現状報告……添付資料参照
⑥レンタル九州（42号）……950冊印刷
　配布数893冊
⑦平成27年度店舗数（予算用）……84社（大手会
　員６社を除く）店舗数 352店舗
　九州地区大手会員店舗数 112店舗
★審議事項として
①三役会検討事項の承認（別途項目分を除く）
　イ. 事務局職員（２名）継続雇用承認……事務引
　　継期間１カ月を追加
　ロ. 副支部長担当業務提案
②平成26年度　収支予想（２月末決算時点）
③平成27年度　予算案承認……本部提出予算として
　使用（九州支部予算）
④平成27年度　事業計画案承認……オークション・
　自衛隊との協定加味
⑤その他総会関係資料承認……①事業報告　②役員
　変更　③会則改定（名称変更）
⑥永年勤続表彰者承認……20年勤続以上16名、10
　年勤続以上18名

⑦総会時記念講演者候補承認……三遊亭歌奴氏

2. 平成27年度 第１回三役会開催（総務合同）
　第１回三役会は平成27年４月21日（火）16：30～
八仙閣にて開催され、以下の事項が検討された。
①確定決算について　　
②決算資料監査提出について　　
③総会運営について　

3. 平成26年度決算監査実施
　平成26年度決算監査は平成27年４月22日（水）
13：30～　協会事務局にて行われ決算書、帳簿、
添付書類、預金通帳、現金残高など監査の結果、正
確に処理されていると認められ、総会に諮問される
こととなった。

4. 平成27年度　第１回役員会開催
　平成27年度第１回役員会は５月20日（水）午前
11：00～　八仙閣にて開催され、午後からの総会
を控え次の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①総会議案書内容報告…第１号～第６号議案を報告
　し、総会へ諮問決定
②盗難報告（４月のみ）……１件発生
③大型台風に対する防災対策……九州整備局からの
　資料
④本部と公正取引委員会との見解報告……災害協定
　時における価格目安について
⑤大手広域会社の本部一括徴収会費配分について
　…前年同額を配分
★審議事項として

①総会運営事項……総会進行のための役割担当につ
　いて
②新規入会承認……㈱生産技術パートナーズ（賛助
　会へ入会）
③九州整備局との緊急連絡先調査及び提出……５月
　末までに整備局へ提出
以上について審議され、それぞれ承認決定された。
★その他事項として
①次期役員会日程及び開催場所……７月16日（木）　
佐賀県担当だが変更の可能性あり

5. 口永良部島火山噴火災害応急対策機械器具等
　 協力要請について
　５月30日（土）10：00　九州整備局防災課より口
永良部島噴火（５月29日　9：59噴火）による応急
対策支援機械等の協力要請があった場合の対応機械
器具について提出要請があり、鹿児島県支部へ機械
等の明細提出を依頼し、15：00に鹿児島県支部よ
り整備局に提出した。
機械等の主なものは以下の通り
　①発電機（200KVA・100KVA）②簡易トイレ　
　③テント　④投光機　⑤ハウス　⑥トラック
　⑦貯水タンクほか

6. 平成27年度　可搬形発電機整備技術者講習会
　 開催
　６月10日（水）～12日（金）の３日間、福岡市中央
区福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験
及び更新講習会が行われた。

　㈱デンヨーの石川講師など４氏による新規講習は
早朝から夕方まで長時間にわたり行われた。
 また、11日には新規講習者の試験が行われた。12
日の更新講習には日本車輌製造㈱の植講師が担当。
今年の新規講習者は59名（非会員６名含む）、更新
講習者は58名（非会員８名含む）。なお、新規合格
者発表は８月５日（水）に各社宛通知。更新者につい
ては６月12日（金）講習終了後、新資格証を交付した。
なお、８月５日に発表された新規合格者は九州会員
53名全員が合格した。

7. 平成27年度　広報委員会開催
　平成27年７月7日（火）15：30～　会報「レンタ
ル九州」43号編集に関する委員会が新広報委員のも
と協会事務所会議室に於いて開催された。（広報委
員 １名欠席）
　表紙、メイン記事、各県支部便り並びにカメラ散
歩、おすすめスポット、オピニオン、随筆などの担
当支部及び担当委員を決定した。
　原稿締切りは11月27日（金）、発行は２月上旬を
予定。

8. 平成27年度　第2回役員会開催
　平成27年７月16日（木）14：00～　ベストウェス
タンプレミアホテル長崎において第２回役員会を開
催した。議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部総会（5/26）
②協会本部常任理事会（7/9）
　イ. 各支部と任意団体との一本化について
　　 ……一本化目標平成27年度末
　ロ. 登録制度の検討について
　ハ. 各支部事務局の現状と課題について
　　 ……会計処理・WEB会議・メールアドレス
　ニ. 各委員会報告……流通・教育研修・総務（実
　　 態調査・自衛隊との協力・団体保険）
③会員動向　４月に１社退会（㈱ユース）　6月末
　会員数 89社・賛助会 35社
④盗難報告（６月末現在）……１件発生
⑤可発講習会……既述６参照
⑥広報委員会……既述７参照
⑦整備技能士学科講習……７月22日（水）アークホテ
　ル福岡にて開催
⑧第49回総会関係収支報告
⑨災害支援関係連絡網……九州整備局防災課へ５月
　末に提出

★審議事項として
①特別積立金取崩及び交付について
　……１社 50,000円交付承認
②任意団体一本化について……7/9協会本部案につ
　いて８月４日に臨時役員会開催する

③管理者教育講習会日程……三役会にて日程検討
④大手広域会社懇談会日程……三役会にて日程検討
⑤協会副会長北野氏の祝賀会参加……２名参加を承
　認
★その他事項として
①会員会社のメールアドレス本部への提出について
　……事務局取りまとめ本部へ提出
②日経リサーチアンケート調査提出について
　……支部長より協力要請した

9. 平成27年度 整備技能士（学科）事前講習会
　７月22日（水）9：30～　アークホテルロイヤル
福岡において整備技能士受験のための事前講習会
（学科）を開催し、福岡レンタル㈲など九州北部の
会員６名が受講した。
　講師はヤンマー建機㈱の片山栄治氏・水落勝美氏
の２名が担当し、過去に出題された問題を中心に解
説、解答形式で行われた。試験日は８月30日（日）に
全国で行われる。

10. 第2回　三役会（総務合同）開催
　８月４日（火）10：00～　八仙閣において開催。
以下の事項が検討された。
①管理者教育講習会日程
②大手広域懇談会日程　　
③任意法人（九州リース協）の資金残について
④大手会費の協会本部からの配分

11. 第1回　臨時役員会開催
　８月４日（火）13：30～　八仙閣において開催。
協会本部常任理事会（7/9）において議題として取
り上げられた【任意法人の一本化】
並びに余剰金の寄付金処理、事務局の取扱い等につ
いて協会本部への質問事項をまとめるために開催し、
以下の項目について審議した。
①各県支部より意見集約……一本化には反対しない
　が寄付金処理は問題（休眠組織へ）
②50周年記念事業資金の確保について……4～5百
　万円は確保しておきたい
③事務局の統一について……協会本部の意見を尊重

　する（規則・給与規程・事務所契約）
④検討委員会立ち上げについて……今後検討する
⑤次回は協会本部のしかるべき役員の出席を得て意
　見を取り交わす

12. 第2回　臨時役員会開催
　９月９日（水）12：00～　八仙閣において開催
　協会本部より角口会長・西村専務理事出席。前回
の臨時役員会において取りまとめた質問事項を各県
支部長より質問した。

主な議題としては以下の通り
①協会本部角口会長・西村専務理事挨拶
②一本化についての趣旨・経過・沿革について専務
　理事より報告
③各県支部長からの質問
　その結果、以下のことが明確とは言えないが推測
　された。
　①協会法人内（本部組織内）と協会法人外（本部
　　組織に包含されない組織）の明確化
　　……九州支部の一部として活動する組織のみ一
　　　　本化（各県の任意団体は含まれない）

　②即統一することが困難な事情がある場合は当面
　　休眠状態とすることで了解する
　③余剰金は当面休眠法人で確保することを了解す
　　る（協会本部への繰入は延期する）
　④各県の組織については協議会（東京方式）とす
　　るか各県を束ねる別組織（大阪方式）とするか
　　検討してほしい（各県建設機械レンタル協会と
　　しないことが望ましい）
　⑤事務局等の統一化については現状では困難なた
　　め当面各支部の規則を踏襲してよい
　⑥休眠組織の収支・余剰金はなるべく少なくして
　　ほしい（ゼロに近いことが望ましい）

13. 第3回　三役会（総務合同）開催
　10月９日（金）13：00～　八仙閣（銀香梅）にお
いて開催。次回の役員会の議題に関して以下の事項
が検討された。
①大手広域会社との懇談会日程・場所・会費
②可発講習会試験合格者一覧
③管理者教育講習会日程・場所・会費・懇親会
④平成28年 賀詞交歓会日程・場所・会費
⑤第50回　定期総会日程・場所・会費・記念講演候
　補
⑥レンタル料のカード決済について

14. 大手広域会社との懇談会開催
　10月9日（金）16：30～　ハイアットリージェン
シー福岡において開催。中野支部長の挨拶の後、以
下の議題について懇談した。
①協会本部の動向について
　イ. 業界ビジョン方向性　
　ロ. 自衛隊との合意書　
　ハ. 支部一本化について
②一本化に対する東京支部の対応について
③レンタル料のカード決済について
④各会社の営業状況報告ほか
　イ. 全般的に状況は厳しい（単価減・稼働減）
　ロ. ４次規制機械の単価維持に努力
　ハ. 民間投資回復に期待　
　ニ. 情報化機械・高所作業車の稼働に期待

　ホ. 情報交換会議への大手会社出席願（各県支部）
　へ. 大手共々助合う精神で努力

15. 平成27年度　第3回役員会開催
　10月29日（木）14：00～　熊本市　料亭　白菊に
おいて第３回役員会を開催した。議題として以下の
事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部常任理事会（10/28）……支部長欠席の
　ため次回報告となった。
②会員動向（9月末）……89社
③盗難報告（27年度累計）……６件発生
④大手広域懇談会報告……既述14参照
⑤平成27年度 上期収支報告……収入 12,284千円
　支出 10,485千円　損益 1,799千円
⑥可発技能士試験合格者報告……既述６参照
⑦団体総合保険加入促進
⑧平成28年 経済センサス調査協力依頼
★審議事項として
①役員変更承認……渡邉博行氏（㈱ニシケン）理事
　に就任
②レンタル料カード決済について……個々の会員に
　て検討（大手は数社採用している）
③管理者教育講習会について
　イ. 日程：11月26日　
　ロ. 場所：熊本　
　ハ. 会費2,000円　
　ニ. 懇親会3,000円
④平成28年 賀詞交歓会……１月21日（木）18：00～
　八仙閣（福岡）

⑤第50回九州支部総会……５月18日（水）15：00～
　八仙閣（福岡）
　イ. 役員会　13：00～　
　ロ. 懇親会　18：00～　
　ハ. 記念講演：ナシ
★その他事項として
①各県の任意団体名称変更について……今後検討する
②大型車両の通行適正化について……今後検討する

16. 管理者教育講習会
　11月26日（木）14：00～　熊本市国際交流会館に
おいて管理者教育講習会を開催し、会員の経営者及
び幹部社員45名が熱心に受講した。
①講師：寅　太郎氏（建機レンタル協会常任理事・
　㈱レンタルのニッケン常務執行役員）
②講義内容：イ. レンタル業の現況について
　　　　　　ロ. 営業管理とコンプライアンス
③会　費：１名2,000円
④懇親会：１名3,000円（不足分は協会九州支部
　　　　　負担）　場所：城見櫓 17：30～

17. 協会本部WEB会議（流通委員会）
　12月11日（金）13：30～　協会本部主催の流通委
員会会議（WEB会議）が行われ、今回、峰平副支
部長が対応して、以下の事項が検討された。
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①登録制度の取組みについて
②レンタカー貸渡代行基本契約
③油脂類の協同購入について
④スーパーオークションについて
⑤国土交通省（稲垣所長）の提言に対する意見交換

18. 第4回　役員会開催
　12月21日（月）14：00～　鹿児島レクストンホテ
ルにおいて第４回役員会を開催し、議題として以下
の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①協会本部常任理事会（10/28）
　イ. オークション継続……平成28年以降も継続す
　　 る
　ロ. 支部・任意団体との統一……任意団体の財産
　　 処分は自由
　ハ. 支部規程……総務委員会にて協議していく
　ニ. 各委員会報告……流通・教育・総務の各委員
　　 会から報告
　ホ. 支部事務局業務……オークション手数料収入
　　 は事務代行収入へ
②流通委員会（12/11）……前述 17参照
③会員動向……正会員 89社　賛助会員 35社
④盗難報告（４～11月）……10件発生
⑤管理者教育講習会収支……収入259千円
　支出404千円　損益▲145千円
⑥会報広告収入（11月末現在）……600千円
⑦会費未納会社（11月末現在）……４社

★審議事項として
①賀詞交歓会運用・段取り（1/21）
　イ. 進行次第……挨拶・乾杯・中締め
　ロ. 参加会費……1人目 5,000円　2人目以降 8,000
　　 円
　ハ. 宿泊・旅費……協会補助ナシ
②第４回三役会……１月21日（木）15：00～　協会
　事務所
③第５回三役会……３月11日（金）12：00～　八仙
　閣（銀香梅）

④平成28年度予算事前提出
　イ. 役員会承認前に三役会にて決定し本部へ提出
　　 する
　ロ. 次回役員会（３月下旬）にて予算承認を得る
⑤次回役員会……３月24日（木）14：00～　宮崎県
　担当
★その他事項として
①協会本部臨時役員会開催……神奈川支部吸収合併
②九州協会50周年事業について……各役員から意見
　を聞いた

19. 第4回　三役会開催
　１月21日（木）15：00～　協会事務所において開
催。本日開催される賀詞交歓会並びに次回の役員会
の議題に関して以下の事項が検討された。
①平成27年度 収支予想
②事務局職員人事について
③任意団体一本化対策案
④賀詞交歓会運営次第
⑤次回三役会
⑥次回役員会
⑦任期満了に伴う役員候補
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1. 平成26年度　第5回役員会開催
　平成26年度第５回役員会は３月26日（木）14：00
～別府市　ホテル白菊において開催され、以下の報
告、審議がなされた。

★報告事項として
①本部常任理事会報告（3/18）
　イ. 平成26年度 事業報告（協会本部）
　ロ. スーパーオークション実施報告（出品数102件
　　 落札数17件）
②本部流通委員会報告
　イ. 流通アンケート集計　　
　ロ. 企業登録制度の検討　　
　ハ. ブロック制・地区本部制・地方部会制の検討
　ニ. 流通問題意見交換　　　　
　ホ. スーパーオークション出品依頼
　へ. 油脂類協同購入の検討
③平成26年度末会員（九州支部）
　会員数 90社　賛助会会員数 34社
④盗難報告　平成26年度（2月末現在）…累計15件
⑤各県支部現状報告……添付資料参照
⑥レンタル九州（42号）……950冊印刷
　配布数893冊
⑦平成27年度店舗数（予算用）……84社（大手会
　員６社を除く）店舗数 352店舗
　九州地区大手会員店舗数 112店舗
★審議事項として
①三役会検討事項の承認（別途項目分を除く）
　イ. 事務局職員（２名）継続雇用承認……事務引
　　継期間１カ月を追加
　ロ. 副支部長担当業務提案
②平成26年度　収支予想（２月末決算時点）
③平成27年度　予算案承認……本部提出予算として
　使用（九州支部予算）
④平成27年度　事業計画案承認……オークション・
　自衛隊との協定加味
⑤その他総会関係資料承認……①事業報告　②役員
　変更　③会則改定（名称変更）
⑥永年勤続表彰者承認……20年勤続以上16名、10
　年勤続以上18名

⑦総会時記念講演者候補承認……三遊亭歌奴氏

2. 平成27年度 第１回三役会開催（総務合同）
　第１回三役会は平成27年４月21日（火）16：30～
八仙閣にて開催され、以下の事項が検討された。
①確定決算について　　
②決算資料監査提出について　　
③総会運営について　

3. 平成26年度決算監査実施
　平成26年度決算監査は平成27年４月22日（水）
13：30～　協会事務局にて行われ決算書、帳簿、
添付書類、預金通帳、現金残高など監査の結果、正
確に処理されていると認められ、総会に諮問される
こととなった。

4. 平成27年度　第１回役員会開催
　平成27年度第１回役員会は５月20日（水）午前
11：00～　八仙閣にて開催され、午後からの総会
を控え次の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①総会議案書内容報告…第１号～第６号議案を報告
　し、総会へ諮問決定
②盗難報告（４月のみ）……１件発生
③大型台風に対する防災対策……九州整備局からの
　資料
④本部と公正取引委員会との見解報告……災害協定
　時における価格目安について
⑤大手広域会社の本部一括徴収会費配分について
　…前年同額を配分
★審議事項として

①総会運営事項……総会進行のための役割担当につ
　いて
②新規入会承認……㈱生産技術パートナーズ（賛助
　会へ入会）
③九州整備局との緊急連絡先調査及び提出……５月
　末までに整備局へ提出
以上について審議され、それぞれ承認決定された。
★その他事項として
①次期役員会日程及び開催場所……７月16日（木）　
佐賀県担当だが変更の可能性あり

5. 口永良部島火山噴火災害応急対策機械器具等
　 協力要請について
　５月30日（土）10：00　九州整備局防災課より口
永良部島噴火（５月29日　9：59噴火）による応急
対策支援機械等の協力要請があった場合の対応機械
器具について提出要請があり、鹿児島県支部へ機械
等の明細提出を依頼し、15：00に鹿児島県支部よ
り整備局に提出した。
機械等の主なものは以下の通り
　①発電機（200KVA・100KVA）②簡易トイレ　
　③テント　④投光機　⑤ハウス　⑥トラック
　⑦貯水タンクほか

6. 平成27年度　可搬形発電機整備技術者講習会
　 開催
　６月10日（水）～12日（金）の３日間、福岡市中央
区福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験
及び更新講習会が行われた。

　㈱デンヨーの石川講師など４氏による新規講習は
早朝から夕方まで長時間にわたり行われた。
 また、11日には新規講習者の試験が行われた。12
日の更新講習には日本車輌製造㈱の植講師が担当。
今年の新規講習者は59名（非会員６名含む）、更新
講習者は58名（非会員８名含む）。なお、新規合格
者発表は８月５日（水）に各社宛通知。更新者につい
ては６月12日（金）講習終了後、新資格証を交付した。
なお、８月５日に発表された新規合格者は九州会員
53名全員が合格した。

7. 平成27年度　広報委員会開催
　平成27年７月7日（火）15：30～　会報「レンタ
ル九州」43号編集に関する委員会が新広報委員のも
と協会事務所会議室に於いて開催された。（広報委
員 １名欠席）
　表紙、メイン記事、各県支部便り並びにカメラ散
歩、おすすめスポット、オピニオン、随筆などの担
当支部及び担当委員を決定した。
　原稿締切りは11月27日（金）、発行は２月上旬を
予定。

8. 平成27年度　第2回役員会開催
　平成27年７月16日（木）14：00～　ベストウェス
タンプレミアホテル長崎において第２回役員会を開
催した。議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部総会（5/26）
②協会本部常任理事会（7/9）
　イ. 各支部と任意団体との一本化について
　　 ……一本化目標平成27年度末
　ロ. 登録制度の検討について
　ハ. 各支部事務局の現状と課題について
　　 ……会計処理・WEB会議・メールアドレス
　ニ. 各委員会報告……流通・教育研修・総務（実
　　 態調査・自衛隊との協力・団体保険）
③会員動向　４月に１社退会（㈱ユース）　6月末
　会員数 89社・賛助会 35社
④盗難報告（６月末現在）……１件発生
⑤可発講習会……既述６参照
⑥広報委員会……既述７参照
⑦整備技能士学科講習……７月22日（水）アークホテ
　ル福岡にて開催
⑧第49回総会関係収支報告
⑨災害支援関係連絡網……九州整備局防災課へ５月
　末に提出

★審議事項として
①特別積立金取崩及び交付について
　……１社 50,000円交付承認
②任意団体一本化について……7/9協会本部案につ
　いて８月４日に臨時役員会開催する

③管理者教育講習会日程……三役会にて日程検討
④大手広域会社懇談会日程……三役会にて日程検討
⑤協会副会長北野氏の祝賀会参加……２名参加を承
　認
★その他事項として
①会員会社のメールアドレス本部への提出について
　……事務局取りまとめ本部へ提出
②日経リサーチアンケート調査提出について
　……支部長より協力要請した

9. 平成27年度 整備技能士（学科）事前講習会
　７月22日（水）9：30～　アークホテルロイヤル
福岡において整備技能士受験のための事前講習会
（学科）を開催し、福岡レンタル㈲など九州北部の
会員６名が受講した。
　講師はヤンマー建機㈱の片山栄治氏・水落勝美氏
の２名が担当し、過去に出題された問題を中心に解
説、解答形式で行われた。試験日は８月30日（日）に
全国で行われる。

10. 第2回　三役会（総務合同）開催
　８月４日（火）10：00～　八仙閣において開催。
以下の事項が検討された。
①管理者教育講習会日程
②大手広域懇談会日程　　
③任意法人（九州リース協）の資金残について
④大手会費の協会本部からの配分

11. 第1回　臨時役員会開催
　８月４日（火）13：30～　八仙閣において開催。
協会本部常任理事会（7/9）において議題として取
り上げられた【任意法人の一本化】
並びに余剰金の寄付金処理、事務局の取扱い等につ
いて協会本部への質問事項をまとめるために開催し、
以下の項目について審議した。
①各県支部より意見集約……一本化には反対しない
　が寄付金処理は問題（休眠組織へ）
②50周年記念事業資金の確保について……4～5百
　万円は確保しておきたい
③事務局の統一について……協会本部の意見を尊重

　する（規則・給与規程・事務所契約）
④検討委員会立ち上げについて……今後検討する
⑤次回は協会本部のしかるべき役員の出席を得て意
　見を取り交わす

12. 第2回　臨時役員会開催
　９月９日（水）12：00～　八仙閣において開催
　協会本部より角口会長・西村専務理事出席。前回
の臨時役員会において取りまとめた質問事項を各県
支部長より質問した。

主な議題としては以下の通り
①協会本部角口会長・西村専務理事挨拶
②一本化についての趣旨・経過・沿革について専務
　理事より報告
③各県支部長からの質問
　その結果、以下のことが明確とは言えないが推測
　された。
　①協会法人内（本部組織内）と協会法人外（本部
　　組織に包含されない組織）の明確化
　　……九州支部の一部として活動する組織のみ一
　　　　本化（各県の任意団体は含まれない）

　②即統一することが困難な事情がある場合は当面
　　休眠状態とすることで了解する
　③余剰金は当面休眠法人で確保することを了解す
　　る（協会本部への繰入は延期する）
　④各県の組織については協議会（東京方式）とす
　　るか各県を束ねる別組織（大阪方式）とするか
　　検討してほしい（各県建設機械レンタル協会と
　　しないことが望ましい）
　⑤事務局等の統一化については現状では困難なた
　　め当面各支部の規則を踏襲してよい
　⑥休眠組織の収支・余剰金はなるべく少なくして
　　ほしい（ゼロに近いことが望ましい）

13. 第3回　三役会（総務合同）開催
　10月９日（金）13：00～　八仙閣（銀香梅）にお
いて開催。次回の役員会の議題に関して以下の事項
が検討された。
①大手広域会社との懇談会日程・場所・会費
②可発講習会試験合格者一覧
③管理者教育講習会日程・場所・会費・懇親会
④平成28年 賀詞交歓会日程・場所・会費
⑤第50回　定期総会日程・場所・会費・記念講演候
　補
⑥レンタル料のカード決済について

14. 大手広域会社との懇談会開催
　10月9日（金）16：30～　ハイアットリージェン
シー福岡において開催。中野支部長の挨拶の後、以
下の議題について懇談した。
①協会本部の動向について
　イ. 業界ビジョン方向性　
　ロ. 自衛隊との合意書　
　ハ. 支部一本化について
②一本化に対する東京支部の対応について
③レンタル料のカード決済について
④各会社の営業状況報告ほか
　イ. 全般的に状況は厳しい（単価減・稼働減）
　ロ. ４次規制機械の単価維持に努力
　ハ. 民間投資回復に期待　
　ニ. 情報化機械・高所作業車の稼働に期待

　ホ. 情報交換会議への大手会社出席願（各県支部）
　へ. 大手共々助合う精神で努力

15. 平成27年度　第3回役員会開催
　10月29日（木）14：00～　熊本市　料亭　白菊に
おいて第３回役員会を開催した。議題として以下の
事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部常任理事会（10/28）……支部長欠席の
　ため次回報告となった。
②会員動向（9月末）……89社
③盗難報告（27年度累計）……６件発生
④大手広域懇談会報告……既述14参照
⑤平成27年度 上期収支報告……収入 12,284千円
　支出 10,485千円　損益 1,799千円
⑥可発技能士試験合格者報告……既述６参照
⑦団体総合保険加入促進
⑧平成28年 経済センサス調査協力依頼
★審議事項として
①役員変更承認……渡邉博行氏（㈱ニシケン）理事
　に就任
②レンタル料カード決済について……個々の会員に
　て検討（大手は数社採用している）
③管理者教育講習会について
　イ. 日程：11月26日　
　ロ. 場所：熊本　
　ハ. 会費2,000円　
　ニ. 懇親会3,000円
④平成28年 賀詞交歓会……１月21日（木）18：00～
　八仙閣（福岡）

⑤第50回九州支部総会……５月18日（水）15：00～
　八仙閣（福岡）
　イ. 役員会　13：00～　
　ロ. 懇親会　18：00～　
　ハ. 記念講演：ナシ
★その他事項として
①各県の任意団体名称変更について……今後検討する
②大型車両の通行適正化について……今後検討する

16. 管理者教育講習会
　11月26日（木）14：00～　熊本市国際交流会館に
おいて管理者教育講習会を開催し、会員の経営者及
び幹部社員45名が熱心に受講した。
①講師：寅　太郎氏（建機レンタル協会常任理事・
　㈱レンタルのニッケン常務執行役員）
②講義内容：イ. レンタル業の現況について
　　　　　　ロ. 営業管理とコンプライアンス
③会　費：１名2,000円
④懇親会：１名3,000円（不足分は協会九州支部
　　　　　負担）　場所：城見櫓 17：30～

17. 協会本部WEB会議（流通委員会）
　12月11日（金）13：30～　協会本部主催の流通委
員会会議（WEB会議）が行われ、今回、峰平副支
部長が対応して、以下の事項が検討された。
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①登録制度の取組みについて
②レンタカー貸渡代行基本契約
③油脂類の協同購入について
④スーパーオークションについて
⑤国土交通省（稲垣所長）の提言に対する意見交換

18. 第4回　役員会開催
　12月21日（月）14：00～　鹿児島レクストンホテ
ルにおいて第４回役員会を開催し、議題として以下
の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①協会本部常任理事会（10/28）
　イ. オークション継続……平成28年以降も継続す
　　 る
　ロ. 支部・任意団体との統一……任意団体の財産
　　 処分は自由
　ハ. 支部規程……総務委員会にて協議していく
　ニ. 各委員会報告……流通・教育・総務の各委員
　　 会から報告
　ホ. 支部事務局業務……オークション手数料収入
　　 は事務代行収入へ
②流通委員会（12/11）……前述 17参照
③会員動向……正会員 89社　賛助会員 35社
④盗難報告（４～11月）……10件発生
⑤管理者教育講習会収支……収入259千円
　支出404千円　損益▲145千円
⑥会報広告収入（11月末現在）……600千円
⑦会費未納会社（11月末現在）……４社

★審議事項として
①賀詞交歓会運用・段取り（1/21）
　イ. 進行次第……挨拶・乾杯・中締め
　ロ. 参加会費……1人目 5,000円　2人目以降 8,000
　　 円
　ハ. 宿泊・旅費……協会補助ナシ
②第４回三役会……１月21日（木）15：00～　協会
　事務所
③第５回三役会……３月11日（金）12：00～　八仙
　閣（銀香梅）

④平成28年度予算事前提出
　イ. 役員会承認前に三役会にて決定し本部へ提出
　　 する
　ロ. 次回役員会（３月下旬）にて予算承認を得る
⑤次回役員会……３月24日（木）14：00～　宮崎県
　担当
★その他事項として
①協会本部臨時役員会開催……神奈川支部吸収合併
②九州協会50周年事業について……各役員から意見
　を聞いた

19. 第4回　三役会開催
　１月21日（木）15：00～　協会事務所において開
催。本日開催される賀詞交歓会並びに次回の役員会
の議題に関して以下の事項が検討された。
①平成27年度 収支予想
②事務局職員人事について
③任意団体一本化対策案
④賀詞交歓会運営次第
⑤次回三役会
⑥次回役員会
⑦任期満了に伴う役員候補
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1. 平成26年度　第5回役員会開催
　平成26年度第５回役員会は３月26日（木）14：00
～別府市　ホテル白菊において開催され、以下の報
告、審議がなされた。

★報告事項として
①本部常任理事会報告（3/18）
　イ. 平成26年度 事業報告（協会本部）
　ロ. スーパーオークション実施報告（出品数102件
　　 落札数17件）
②本部流通委員会報告
　イ. 流通アンケート集計　　
　ロ. 企業登録制度の検討　　
　ハ. ブロック制・地区本部制・地方部会制の検討
　ニ. 流通問題意見交換　　　　
　ホ. スーパーオークション出品依頼
　へ. 油脂類協同購入の検討
③平成26年度末会員（九州支部）
　会員数 90社　賛助会会員数 34社
④盗難報告　平成26年度（2月末現在）…累計15件
⑤各県支部現状報告……添付資料参照
⑥レンタル九州（42号）……950冊印刷
　配布数893冊
⑦平成27年度店舗数（予算用）……84社（大手会
　員６社を除く）店舗数 352店舗
　九州地区大手会員店舗数 112店舗
★審議事項として
①三役会検討事項の承認（別途項目分を除く）
　イ. 事務局職員（２名）継続雇用承認……事務引
　　継期間１カ月を追加
　ロ. 副支部長担当業務提案
②平成26年度　収支予想（２月末決算時点）
③平成27年度　予算案承認……本部提出予算として
　使用（九州支部予算）
④平成27年度　事業計画案承認……オークション・
　自衛隊との協定加味
⑤その他総会関係資料承認……①事業報告　②役員
　変更　③会則改定（名称変更）
⑥永年勤続表彰者承認……20年勤続以上16名、10
　年勤続以上18名

⑦総会時記念講演者候補承認……三遊亭歌奴氏

2. 平成27年度 第１回三役会開催（総務合同）
　第１回三役会は平成27年４月21日（火）16：30～
八仙閣にて開催され、以下の事項が検討された。
①確定決算について　　
②決算資料監査提出について　　
③総会運営について　

3. 平成26年度決算監査実施
　平成26年度決算監査は平成27年４月22日（水）
13：30～　協会事務局にて行われ決算書、帳簿、
添付書類、預金通帳、現金残高など監査の結果、正
確に処理されていると認められ、総会に諮問される
こととなった。

4. 平成27年度　第１回役員会開催
　平成27年度第１回役員会は５月20日（水）午前
11：00～　八仙閣にて開催され、午後からの総会
を控え次の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①総会議案書内容報告…第１号～第６号議案を報告
　し、総会へ諮問決定
②盗難報告（４月のみ）……１件発生
③大型台風に対する防災対策……九州整備局からの
　資料
④本部と公正取引委員会との見解報告……災害協定
　時における価格目安について
⑤大手広域会社の本部一括徴収会費配分について
　…前年同額を配分
★審議事項として

①総会運営事項……総会進行のための役割担当につ
　いて
②新規入会承認……㈱生産技術パートナーズ（賛助
　会へ入会）
③九州整備局との緊急連絡先調査及び提出……５月
　末までに整備局へ提出
以上について審議され、それぞれ承認決定された。
★その他事項として
①次期役員会日程及び開催場所……７月16日（木）　
佐賀県担当だが変更の可能性あり

5. 口永良部島火山噴火災害応急対策機械器具等
　 協力要請について
　５月30日（土）10：00　九州整備局防災課より口
永良部島噴火（５月29日　9：59噴火）による応急
対策支援機械等の協力要請があった場合の対応機械
器具について提出要請があり、鹿児島県支部へ機械
等の明細提出を依頼し、15：00に鹿児島県支部よ
り整備局に提出した。
機械等の主なものは以下の通り
　①発電機（200KVA・100KVA）②簡易トイレ　
　③テント　④投光機　⑤ハウス　⑥トラック
　⑦貯水タンクほか

6. 平成27年度　可搬形発電機整備技術者講習会
　 開催
　６月10日（水）～12日（金）の３日間、福岡市中央
区福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験
及び更新講習会が行われた。

　㈱デンヨーの石川講師など４氏による新規講習は
早朝から夕方まで長時間にわたり行われた。
 また、11日には新規講習者の試験が行われた。12
日の更新講習には日本車輌製造㈱の植講師が担当。
今年の新規講習者は59名（非会員６名含む）、更新
講習者は58名（非会員８名含む）。なお、新規合格
者発表は８月５日（水）に各社宛通知。更新者につい
ては６月12日（金）講習終了後、新資格証を交付した。
なお、８月５日に発表された新規合格者は九州会員
53名全員が合格した。

7. 平成27年度　広報委員会開催
　平成27年７月7日（火）15：30～　会報「レンタ
ル九州」43号編集に関する委員会が新広報委員のも
と協会事務所会議室に於いて開催された。（広報委
員 １名欠席）
　表紙、メイン記事、各県支部便り並びにカメラ散
歩、おすすめスポット、オピニオン、随筆などの担
当支部及び担当委員を決定した。
　原稿締切りは11月27日（金）、発行は２月上旬を
予定。

8. 平成27年度　第2回役員会開催
　平成27年７月16日（木）14：00～　ベストウェス
タンプレミアホテル長崎において第２回役員会を開
催した。議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部総会（5/26）
②協会本部常任理事会（7/9）
　イ. 各支部と任意団体との一本化について
　　 ……一本化目標平成27年度末
　ロ. 登録制度の検討について
　ハ. 各支部事務局の現状と課題について
　　 ……会計処理・WEB会議・メールアドレス
　ニ. 各委員会報告……流通・教育研修・総務（実
　　 態調査・自衛隊との協力・団体保険）
③会員動向　４月に１社退会（㈱ユース）　6月末
　会員数 89社・賛助会 35社
④盗難報告（６月末現在）……１件発生
⑤可発講習会……既述６参照
⑥広報委員会……既述７参照
⑦整備技能士学科講習……７月22日（水）アークホテ
　ル福岡にて開催
⑧第49回総会関係収支報告
⑨災害支援関係連絡網……九州整備局防災課へ５月
　末に提出

★審議事項として
①特別積立金取崩及び交付について
　……１社 50,000円交付承認
②任意団体一本化について……7/9協会本部案につ
　いて８月４日に臨時役員会開催する

③管理者教育講習会日程……三役会にて日程検討
④大手広域会社懇談会日程……三役会にて日程検討
⑤協会副会長北野氏の祝賀会参加……２名参加を承
　認
★その他事項として
①会員会社のメールアドレス本部への提出について
　……事務局取りまとめ本部へ提出
②日経リサーチアンケート調査提出について
　……支部長より協力要請した

9. 平成27年度 整備技能士（学科）事前講習会
　７月22日（水）9：30～　アークホテルロイヤル
福岡において整備技能士受験のための事前講習会
（学科）を開催し、福岡レンタル㈲など九州北部の
会員６名が受講した。
　講師はヤンマー建機㈱の片山栄治氏・水落勝美氏
の２名が担当し、過去に出題された問題を中心に解
説、解答形式で行われた。試験日は８月30日（日）に
全国で行われる。

10. 第2回　三役会（総務合同）開催
　８月４日（火）10：00～　八仙閣において開催。
以下の事項が検討された。
①管理者教育講習会日程
②大手広域懇談会日程　　
③任意法人（九州リース協）の資金残について
④大手会費の協会本部からの配分

11. 第1回　臨時役員会開催
　８月４日（火）13：30～　八仙閣において開催。
協会本部常任理事会（7/9）において議題として取
り上げられた【任意法人の一本化】
並びに余剰金の寄付金処理、事務局の取扱い等につ
いて協会本部への質問事項をまとめるために開催し、
以下の項目について審議した。
①各県支部より意見集約……一本化には反対しない
　が寄付金処理は問題（休眠組織へ）
②50周年記念事業資金の確保について……4～5百
　万円は確保しておきたい
③事務局の統一について……協会本部の意見を尊重

　する（規則・給与規程・事務所契約）
④検討委員会立ち上げについて……今後検討する
⑤次回は協会本部のしかるべき役員の出席を得て意
　見を取り交わす

12. 第2回　臨時役員会開催
　９月９日（水）12：00～　八仙閣において開催
　協会本部より角口会長・西村専務理事出席。前回
の臨時役員会において取りまとめた質問事項を各県
支部長より質問した。

主な議題としては以下の通り
①協会本部角口会長・西村専務理事挨拶
②一本化についての趣旨・経過・沿革について専務
　理事より報告
③各県支部長からの質問
　その結果、以下のことが明確とは言えないが推測
　された。
　①協会法人内（本部組織内）と協会法人外（本部
　　組織に包含されない組織）の明確化
　　……九州支部の一部として活動する組織のみ一
　　　　本化（各県の任意団体は含まれない）

　②即統一することが困難な事情がある場合は当面
　　休眠状態とすることで了解する
　③余剰金は当面休眠法人で確保することを了解す
　　る（協会本部への繰入は延期する）
　④各県の組織については協議会（東京方式）とす
　　るか各県を束ねる別組織（大阪方式）とするか
　　検討してほしい（各県建設機械レンタル協会と
　　しないことが望ましい）
　⑤事務局等の統一化については現状では困難なた
　　め当面各支部の規則を踏襲してよい
　⑥休眠組織の収支・余剰金はなるべく少なくして
　　ほしい（ゼロに近いことが望ましい）

13. 第3回　三役会（総務合同）開催
　10月９日（金）13：00～　八仙閣（銀香梅）にお
いて開催。次回の役員会の議題に関して以下の事項
が検討された。
①大手広域会社との懇談会日程・場所・会費
②可発講習会試験合格者一覧
③管理者教育講習会日程・場所・会費・懇親会
④平成28年 賀詞交歓会日程・場所・会費
⑤第50回　定期総会日程・場所・会費・記念講演候
　補
⑥レンタル料のカード決済について

14. 大手広域会社との懇談会開催
　10月9日（金）16：30～　ハイアットリージェン
シー福岡において開催。中野支部長の挨拶の後、以
下の議題について懇談した。
①協会本部の動向について
　イ. 業界ビジョン方向性　
　ロ. 自衛隊との合意書　
　ハ. 支部一本化について
②一本化に対する東京支部の対応について
③レンタル料のカード決済について
④各会社の営業状況報告ほか
　イ. 全般的に状況は厳しい（単価減・稼働減）
　ロ. ４次規制機械の単価維持に努力
　ハ. 民間投資回復に期待　
　ニ. 情報化機械・高所作業車の稼働に期待

　ホ. 情報交換会議への大手会社出席願（各県支部）
　へ. 大手共々助合う精神で努力

15. 平成27年度　第3回役員会開催
　10月29日（木）14：00～　熊本市　料亭　白菊に
おいて第３回役員会を開催した。議題として以下の
事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部常任理事会（10/28）……支部長欠席の
　ため次回報告となった。
②会員動向（9月末）……89社
③盗難報告（27年度累計）……６件発生
④大手広域懇談会報告……既述14参照
⑤平成27年度 上期収支報告……収入 12,284千円
　支出 10,485千円　損益 1,799千円
⑥可発技能士試験合格者報告……既述６参照
⑦団体総合保険加入促進
⑧平成28年 経済センサス調査協力依頼
★審議事項として
①役員変更承認……渡邉博行氏（㈱ニシケン）理事
　に就任
②レンタル料カード決済について……個々の会員に
　て検討（大手は数社採用している）
③管理者教育講習会について
　イ. 日程：11月26日　
　ロ. 場所：熊本　
　ハ. 会費2,000円　
　ニ. 懇親会3,000円
④平成28年 賀詞交歓会……１月21日（木）18：00～
　八仙閣（福岡）

⑤第50回九州支部総会……５月18日（水）15：00～
　八仙閣（福岡）
　イ. 役員会　13：00～　
　ロ. 懇親会　18：00～　
　ハ. 記念講演：ナシ
★その他事項として
①各県の任意団体名称変更について……今後検討する
②大型車両の通行適正化について……今後検討する

16. 管理者教育講習会
　11月26日（木）14：00～　熊本市国際交流会館に
おいて管理者教育講習会を開催し、会員の経営者及
び幹部社員45名が熱心に受講した。
①講師：寅　太郎氏（建機レンタル協会常任理事・
　㈱レンタルのニッケン常務執行役員）
②講義内容：イ. レンタル業の現況について
　　　　　　ロ. 営業管理とコンプライアンス
③会　費：１名2,000円
④懇親会：１名3,000円（不足分は協会九州支部
　　　　　負担）　場所：城見櫓 17：30～

17. 協会本部WEB会議（流通委員会）
　12月11日（金）13：30～　協会本部主催の流通委
員会会議（WEB会議）が行われ、今回、峰平副支
部長が対応して、以下の事項が検討された。
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①登録制度の取組みについて
②レンタカー貸渡代行基本契約
③油脂類の協同購入について
④スーパーオークションについて
⑤国土交通省（稲垣所長）の提言に対する意見交換

18. 第4回　役員会開催
　12月21日（月）14：00～　鹿児島レクストンホテ
ルにおいて第４回役員会を開催し、議題として以下
の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①協会本部常任理事会（10/28）
　イ. オークション継続……平成28年以降も継続す
　　 る
　ロ. 支部・任意団体との統一……任意団体の財産
　　 処分は自由
　ハ. 支部規程……総務委員会にて協議していく
　ニ. 各委員会報告……流通・教育・総務の各委員
　　 会から報告
　ホ. 支部事務局業務……オークション手数料収入
　　 は事務代行収入へ
②流通委員会（12/11）……前述 17参照
③会員動向……正会員 89社　賛助会員 35社
④盗難報告（４～11月）……10件発生
⑤管理者教育講習会収支……収入259千円
　支出404千円　損益▲145千円
⑥会報広告収入（11月末現在）……600千円
⑦会費未納会社（11月末現在）……４社

★審議事項として
①賀詞交歓会運用・段取り（1/21）
　イ. 進行次第……挨拶・乾杯・中締め
　ロ. 参加会費……1人目 5,000円　2人目以降 8,000
　　 円
　ハ. 宿泊・旅費……協会補助ナシ
②第４回三役会……１月21日（木）15：00～　協会
　事務所
③第５回三役会……３月11日（金）12：00～　八仙
　閣（銀香梅）

④平成28年度予算事前提出
　イ. 役員会承認前に三役会にて決定し本部へ提出
　　 する
　ロ. 次回役員会（３月下旬）にて予算承認を得る
⑤次回役員会……３月24日（木）14：00～　宮崎県
　担当
★その他事項として
①協会本部臨時役員会開催……神奈川支部吸収合併
②九州協会50周年事業について……各役員から意見
　を聞いた

19. 第4回　三役会開催
　１月21日（木）15：00～　協会事務所において開
催。本日開催される賀詞交歓会並びに次回の役員会
の議題に関して以下の事項が検討された。
①平成27年度 収支予想
②事務局職員人事について
③任意団体一本化対策案
④賀詞交歓会運営次第
⑤次回三役会
⑥次回役員会
⑦任期満了に伴う役員候補
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1. 平成26年度　第5回役員会開催
　平成26年度第５回役員会は３月26日（木）14：00
～別府市　ホテル白菊において開催され、以下の報
告、審議がなされた。

★報告事項として
①本部常任理事会報告（3/18）
　イ. 平成26年度 事業報告（協会本部）
　ロ. スーパーオークション実施報告（出品数102件
　　 落札数17件）
②本部流通委員会報告
　イ. 流通アンケート集計　　
　ロ. 企業登録制度の検討　　
　ハ. ブロック制・地区本部制・地方部会制の検討
　ニ. 流通問題意見交換　　　　
　ホ. スーパーオークション出品依頼
　へ. 油脂類協同購入の検討
③平成26年度末会員（九州支部）
　会員数 90社　賛助会会員数 34社
④盗難報告　平成26年度（2月末現在）…累計15件
⑤各県支部現状報告……添付資料参照
⑥レンタル九州（42号）……950冊印刷
　配布数893冊
⑦平成27年度店舗数（予算用）……84社（大手会
　員６社を除く）店舗数 352店舗
　九州地区大手会員店舗数 112店舗
★審議事項として
①三役会検討事項の承認（別途項目分を除く）
　イ. 事務局職員（２名）継続雇用承認……事務引
　　継期間１カ月を追加
　ロ. 副支部長担当業務提案
②平成26年度　収支予想（２月末決算時点）
③平成27年度　予算案承認……本部提出予算として
　使用（九州支部予算）
④平成27年度　事業計画案承認……オークション・
　自衛隊との協定加味
⑤その他総会関係資料承認……①事業報告　②役員
　変更　③会則改定（名称変更）
⑥永年勤続表彰者承認……20年勤続以上16名、10
　年勤続以上18名

⑦総会時記念講演者候補承認……三遊亭歌奴氏

2. 平成27年度 第１回三役会開催（総務合同）
　第１回三役会は平成27年４月21日（火）16：30～
八仙閣にて開催され、以下の事項が検討された。
①確定決算について　　
②決算資料監査提出について　　
③総会運営について　

3. 平成26年度決算監査実施
　平成26年度決算監査は平成27年４月22日（水）
13：30～　協会事務局にて行われ決算書、帳簿、
添付書類、預金通帳、現金残高など監査の結果、正
確に処理されていると認められ、総会に諮問される
こととなった。

4. 平成27年度　第１回役員会開催
　平成27年度第１回役員会は５月20日（水）午前
11：00～　八仙閣にて開催され、午後からの総会
を控え次の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①総会議案書内容報告…第１号～第６号議案を報告
　し、総会へ諮問決定
②盗難報告（４月のみ）……１件発生
③大型台風に対する防災対策……九州整備局からの
　資料
④本部と公正取引委員会との見解報告……災害協定
　時における価格目安について
⑤大手広域会社の本部一括徴収会費配分について
　…前年同額を配分
★審議事項として

①総会運営事項……総会進行のための役割担当につ
　いて
②新規入会承認……㈱生産技術パートナーズ（賛助
　会へ入会）
③九州整備局との緊急連絡先調査及び提出……５月
　末までに整備局へ提出
以上について審議され、それぞれ承認決定された。
★その他事項として
①次期役員会日程及び開催場所……７月16日（木）　
佐賀県担当だが変更の可能性あり

5. 口永良部島火山噴火災害応急対策機械器具等
　 協力要請について
　５月30日（土）10：00　九州整備局防災課より口
永良部島噴火（５月29日　9：59噴火）による応急
対策支援機械等の協力要請があった場合の対応機械
器具について提出要請があり、鹿児島県支部へ機械
等の明細提出を依頼し、15：00に鹿児島県支部よ
り整備局に提出した。
機械等の主なものは以下の通り
　①発電機（200KVA・100KVA）②簡易トイレ　
　③テント　④投光機　⑤ハウス　⑥トラック
　⑦貯水タンクほか

6. 平成27年度　可搬形発電機整備技術者講習会
　 開催
　６月10日（水）～12日（金）の３日間、福岡市中央
区福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験
及び更新講習会が行われた。

　㈱デンヨーの石川講師など４氏による新規講習は
早朝から夕方まで長時間にわたり行われた。
 また、11日には新規講習者の試験が行われた。12
日の更新講習には日本車輌製造㈱の植講師が担当。
今年の新規講習者は59名（非会員６名含む）、更新
講習者は58名（非会員８名含む）。なお、新規合格
者発表は８月５日（水）に各社宛通知。更新者につい
ては６月12日（金）講習終了後、新資格証を交付した。
なお、８月５日に発表された新規合格者は九州会員
53名全員が合格した。

7. 平成27年度　広報委員会開催
　平成27年７月7日（火）15：30～　会報「レンタ
ル九州」43号編集に関する委員会が新広報委員のも
と協会事務所会議室に於いて開催された。（広報委
員 １名欠席）
　表紙、メイン記事、各県支部便り並びにカメラ散
歩、おすすめスポット、オピニオン、随筆などの担
当支部及び担当委員を決定した。
　原稿締切りは11月27日（金）、発行は２月上旬を
予定。

8. 平成27年度　第2回役員会開催
　平成27年７月16日（木）14：00～　ベストウェス
タンプレミアホテル長崎において第２回役員会を開
催した。議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部総会（5/26）
②協会本部常任理事会（7/9）
　イ. 各支部と任意団体との一本化について
　　 ……一本化目標平成27年度末
　ロ. 登録制度の検討について
　ハ. 各支部事務局の現状と課題について
　　 ……会計処理・WEB会議・メールアドレス
　ニ. 各委員会報告……流通・教育研修・総務（実
　　 態調査・自衛隊との協力・団体保険）
③会員動向　４月に１社退会（㈱ユース）　6月末
　会員数 89社・賛助会 35社
④盗難報告（６月末現在）……１件発生
⑤可発講習会……既述６参照
⑥広報委員会……既述７参照
⑦整備技能士学科講習……７月22日（水）アークホテ
　ル福岡にて開催
⑧第49回総会関係収支報告
⑨災害支援関係連絡網……九州整備局防災課へ５月
　末に提出

★審議事項として
①特別積立金取崩及び交付について
　……１社 50,000円交付承認
②任意団体一本化について……7/9協会本部案につ
　いて８月４日に臨時役員会開催する

③管理者教育講習会日程……三役会にて日程検討
④大手広域会社懇談会日程……三役会にて日程検討
⑤協会副会長北野氏の祝賀会参加……２名参加を承
　認
★その他事項として
①会員会社のメールアドレス本部への提出について
　……事務局取りまとめ本部へ提出
②日経リサーチアンケート調査提出について
　……支部長より協力要請した

9. 平成27年度 整備技能士（学科）事前講習会
　７月22日（水）9：30～　アークホテルロイヤル
福岡において整備技能士受験のための事前講習会
（学科）を開催し、福岡レンタル㈲など九州北部の
会員６名が受講した。
　講師はヤンマー建機㈱の片山栄治氏・水落勝美氏
の２名が担当し、過去に出題された問題を中心に解
説、解答形式で行われた。試験日は８月30日（日）に
全国で行われる。

10. 第2回　三役会（総務合同）開催
　８月４日（火）10：00～　八仙閣において開催。
以下の事項が検討された。
①管理者教育講習会日程
②大手広域懇談会日程　　
③任意法人（九州リース協）の資金残について
④大手会費の協会本部からの配分

11. 第1回　臨時役員会開催
　８月４日（火）13：30～　八仙閣において開催。
協会本部常任理事会（7/9）において議題として取
り上げられた【任意法人の一本化】
並びに余剰金の寄付金処理、事務局の取扱い等につ
いて協会本部への質問事項をまとめるために開催し、
以下の項目について審議した。
①各県支部より意見集約……一本化には反対しない
　が寄付金処理は問題（休眠組織へ）
②50周年記念事業資金の確保について……4～5百
　万円は確保しておきたい
③事務局の統一について……協会本部の意見を尊重

　する（規則・給与規程・事務所契約）
④検討委員会立ち上げについて……今後検討する
⑤次回は協会本部のしかるべき役員の出席を得て意
　見を取り交わす

12. 第2回　臨時役員会開催
　９月９日（水）12：00～　八仙閣において開催
　協会本部より角口会長・西村専務理事出席。前回
の臨時役員会において取りまとめた質問事項を各県
支部長より質問した。

主な議題としては以下の通り
①協会本部角口会長・西村専務理事挨拶
②一本化についての趣旨・経過・沿革について専務
　理事より報告
③各県支部長からの質問
　その結果、以下のことが明確とは言えないが推測
　された。
　①協会法人内（本部組織内）と協会法人外（本部
　　組織に包含されない組織）の明確化
　　……九州支部の一部として活動する組織のみ一
　　　　本化（各県の任意団体は含まれない）

　②即統一することが困難な事情がある場合は当面
　　休眠状態とすることで了解する
　③余剰金は当面休眠法人で確保することを了解す
　　る（協会本部への繰入は延期する）
　④各県の組織については協議会（東京方式）とす
　　るか各県を束ねる別組織（大阪方式）とするか
　　検討してほしい（各県建設機械レンタル協会と
　　しないことが望ましい）
　⑤事務局等の統一化については現状では困難なた
　　め当面各支部の規則を踏襲してよい
　⑥休眠組織の収支・余剰金はなるべく少なくして
　　ほしい（ゼロに近いことが望ましい）

13. 第3回　三役会（総務合同）開催
　10月９日（金）13：00～　八仙閣（銀香梅）にお
いて開催。次回の役員会の議題に関して以下の事項
が検討された。
①大手広域会社との懇談会日程・場所・会費
②可発講習会試験合格者一覧
③管理者教育講習会日程・場所・会費・懇親会
④平成28年 賀詞交歓会日程・場所・会費
⑤第50回　定期総会日程・場所・会費・記念講演候
　補
⑥レンタル料のカード決済について

14. 大手広域会社との懇談会開催
　10月9日（金）16：30～　ハイアットリージェン
シー福岡において開催。中野支部長の挨拶の後、以
下の議題について懇談した。
①協会本部の動向について
　イ. 業界ビジョン方向性　
　ロ. 自衛隊との合意書　
　ハ. 支部一本化について
②一本化に対する東京支部の対応について
③レンタル料のカード決済について
④各会社の営業状況報告ほか
　イ. 全般的に状況は厳しい（単価減・稼働減）
　ロ. ４次規制機械の単価維持に努力
　ハ. 民間投資回復に期待　
　ニ. 情報化機械・高所作業車の稼働に期待

　ホ. 情報交換会議への大手会社出席願（各県支部）
　へ. 大手共々助合う精神で努力

15. 平成27年度　第3回役員会開催
　10月29日（木）14：00～　熊本市　料亭　白菊に
おいて第３回役員会を開催した。議題として以下の
事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部常任理事会（10/28）……支部長欠席の
　ため次回報告となった。
②会員動向（9月末）……89社
③盗難報告（27年度累計）……６件発生
④大手広域懇談会報告……既述14参照
⑤平成27年度 上期収支報告……収入 12,284千円
　支出 10,485千円　損益 1,799千円
⑥可発技能士試験合格者報告……既述６参照
⑦団体総合保険加入促進
⑧平成28年 経済センサス調査協力依頼
★審議事項として
①役員変更承認……渡邉博行氏（㈱ニシケン）理事
　に就任
②レンタル料カード決済について……個々の会員に
　て検討（大手は数社採用している）
③管理者教育講習会について
　イ. 日程：11月26日　
　ロ. 場所：熊本　
　ハ. 会費2,000円　
　ニ. 懇親会3,000円
④平成28年 賀詞交歓会……１月21日（木）18：00～
　八仙閣（福岡）

⑤第50回九州支部総会……５月18日（水）15：00～
　八仙閣（福岡）
　イ. 役員会　13：00～　
　ロ. 懇親会　18：00～　
　ハ. 記念講演：ナシ
★その他事項として
①各県の任意団体名称変更について……今後検討する
②大型車両の通行適正化について……今後検討する

16. 管理者教育講習会
　11月26日（木）14：00～　熊本市国際交流会館に
おいて管理者教育講習会を開催し、会員の経営者及
び幹部社員45名が熱心に受講した。
①講師：寅　太郎氏（建機レンタル協会常任理事・
　㈱レンタルのニッケン常務執行役員）
②講義内容：イ. レンタル業の現況について
　　　　　　ロ. 営業管理とコンプライアンス
③会　費：１名2,000円
④懇親会：１名3,000円（不足分は協会九州支部
　　　　　負担）　場所：城見櫓 17：30～

17. 協会本部WEB会議（流通委員会）
　12月11日（金）13：30～　協会本部主催の流通委
員会会議（WEB会議）が行われ、今回、峰平副支
部長が対応して、以下の事項が検討された。
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①登録制度の取組みについて
②レンタカー貸渡代行基本契約
③油脂類の協同購入について
④スーパーオークションについて
⑤国土交通省（稲垣所長）の提言に対する意見交換

18. 第4回　役員会開催
　12月21日（月）14：00～　鹿児島レクストンホテ
ルにおいて第４回役員会を開催し、議題として以下
の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①協会本部常任理事会（10/28）
　イ. オークション継続……平成28年以降も継続す
　　 る
　ロ. 支部・任意団体との統一……任意団体の財産
　　 処分は自由
　ハ. 支部規程……総務委員会にて協議していく
　ニ. 各委員会報告……流通・教育・総務の各委員
　　 会から報告
　ホ. 支部事務局業務……オークション手数料収入
　　 は事務代行収入へ
②流通委員会（12/11）……前述 17参照
③会員動向……正会員 89社　賛助会員 35社
④盗難報告（４～11月）……10件発生
⑤管理者教育講習会収支……収入259千円
　支出404千円　損益▲145千円
⑥会報広告収入（11月末現在）……600千円
⑦会費未納会社（11月末現在）……４社

★審議事項として
①賀詞交歓会運用・段取り（1/21）
　イ. 進行次第……挨拶・乾杯・中締め
　ロ. 参加会費……1人目 5,000円　2人目以降 8,000
　　 円
　ハ. 宿泊・旅費……協会補助ナシ
②第４回三役会……１月21日（木）15：00～　協会
　事務所
③第５回三役会……３月11日（金）12：00～　八仙
　閣（銀香梅）

④平成28年度予算事前提出
　イ. 役員会承認前に三役会にて決定し本部へ提出
　　 する
　ロ. 次回役員会（３月下旬）にて予算承認を得る
⑤次回役員会……３月24日（木）14：00～　宮崎県
　担当
★その他事項として
①協会本部臨時役員会開催……神奈川支部吸収合併
②九州協会50周年事業について……各役員から意見
　を聞いた

19. 第4回　三役会開催
　１月21日（木）15：00～　協会事務所において開
催。本日開催される賀詞交歓会並びに次回の役員会
の議題に関して以下の事項が検討された。
①平成27年度 収支予想
②事務局職員人事について
③任意団体一本化対策案
④賀詞交歓会運営次第
⑤次回三役会
⑥次回役員会
⑦任期満了に伴う役員候補
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1. 平成26年度　第5回役員会開催
　平成26年度第５回役員会は３月26日（木）14：00
～別府市　ホテル白菊において開催され、以下の報
告、審議がなされた。

★報告事項として
①本部常任理事会報告（3/18）
　イ. 平成26年度 事業報告（協会本部）
　ロ. スーパーオークション実施報告（出品数102件
　　 落札数17件）
②本部流通委員会報告
　イ. 流通アンケート集計　　
　ロ. 企業登録制度の検討　　
　ハ. ブロック制・地区本部制・地方部会制の検討
　ニ. 流通問題意見交換　　　　
　ホ. スーパーオークション出品依頼
　へ. 油脂類協同購入の検討
③平成26年度末会員（九州支部）
　会員数 90社　賛助会会員数 34社
④盗難報告　平成26年度（2月末現在）…累計15件
⑤各県支部現状報告……添付資料参照
⑥レンタル九州（42号）……950冊印刷
　配布数893冊
⑦平成27年度店舗数（予算用）……84社（大手会
　員６社を除く）店舗数 352店舗
　九州地区大手会員店舗数 112店舗
★審議事項として
①三役会検討事項の承認（別途項目分を除く）
　イ. 事務局職員（２名）継続雇用承認……事務引
　　継期間１カ月を追加
　ロ. 副支部長担当業務提案
②平成26年度　収支予想（２月末決算時点）
③平成27年度　予算案承認……本部提出予算として
　使用（九州支部予算）
④平成27年度　事業計画案承認……オークション・
　自衛隊との協定加味
⑤その他総会関係資料承認……①事業報告　②役員
　変更　③会則改定（名称変更）
⑥永年勤続表彰者承認……20年勤続以上16名、10
　年勤続以上18名

⑦総会時記念講演者候補承認……三遊亭歌奴氏

2. 平成27年度 第１回三役会開催（総務合同）
　第１回三役会は平成27年４月21日（火）16：30～
八仙閣にて開催され、以下の事項が検討された。
①確定決算について　　
②決算資料監査提出について　　
③総会運営について　

3. 平成26年度決算監査実施
　平成26年度決算監査は平成27年４月22日（水）
13：30～　協会事務局にて行われ決算書、帳簿、
添付書類、預金通帳、現金残高など監査の結果、正
確に処理されていると認められ、総会に諮問される
こととなった。

4. 平成27年度　第１回役員会開催
　平成27年度第１回役員会は５月20日（水）午前
11：00～　八仙閣にて開催され、午後からの総会
を控え次の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①総会議案書内容報告…第１号～第６号議案を報告
　し、総会へ諮問決定
②盗難報告（４月のみ）……１件発生
③大型台風に対する防災対策……九州整備局からの
　資料
④本部と公正取引委員会との見解報告……災害協定
　時における価格目安について
⑤大手広域会社の本部一括徴収会費配分について
　…前年同額を配分
★審議事項として

①総会運営事項……総会進行のための役割担当につ
　いて
②新規入会承認……㈱生産技術パートナーズ（賛助
　会へ入会）
③九州整備局との緊急連絡先調査及び提出……５月
　末までに整備局へ提出
以上について審議され、それぞれ承認決定された。
★その他事項として
①次期役員会日程及び開催場所……７月16日（木）　
佐賀県担当だが変更の可能性あり

5. 口永良部島火山噴火災害応急対策機械器具等
　 協力要請について
　５月30日（土）10：00　九州整備局防災課より口
永良部島噴火（５月29日　9：59噴火）による応急
対策支援機械等の協力要請があった場合の対応機械
器具について提出要請があり、鹿児島県支部へ機械
等の明細提出を依頼し、15：00に鹿児島県支部よ
り整備局に提出した。
機械等の主なものは以下の通り
　①発電機（200KVA・100KVA）②簡易トイレ　
　③テント　④投光機　⑤ハウス　⑥トラック
　⑦貯水タンクほか

6. 平成27年度　可搬形発電機整備技術者講習会
　 開催
　６月10日（水）～12日（金）の３日間、福岡市中央
区福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験
及び更新講習会が行われた。

　㈱デンヨーの石川講師など４氏による新規講習は
早朝から夕方まで長時間にわたり行われた。
 また、11日には新規講習者の試験が行われた。12
日の更新講習には日本車輌製造㈱の植講師が担当。
今年の新規講習者は59名（非会員６名含む）、更新
講習者は58名（非会員８名含む）。なお、新規合格
者発表は８月５日（水）に各社宛通知。更新者につい
ては６月12日（金）講習終了後、新資格証を交付した。
なお、８月５日に発表された新規合格者は九州会員
53名全員が合格した。

7. 平成27年度　広報委員会開催
　平成27年７月7日（火）15：30～　会報「レンタ
ル九州」43号編集に関する委員会が新広報委員のも
と協会事務所会議室に於いて開催された。（広報委
員 １名欠席）
　表紙、メイン記事、各県支部便り並びにカメラ散
歩、おすすめスポット、オピニオン、随筆などの担
当支部及び担当委員を決定した。
　原稿締切りは11月27日（金）、発行は２月上旬を
予定。

8. 平成27年度　第2回役員会開催
　平成27年７月16日（木）14：00～　ベストウェス
タンプレミアホテル長崎において第２回役員会を開
催した。議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部総会（5/26）
②協会本部常任理事会（7/9）
　イ. 各支部と任意団体との一本化について
　　 ……一本化目標平成27年度末
　ロ. 登録制度の検討について
　ハ. 各支部事務局の現状と課題について
　　 ……会計処理・WEB会議・メールアドレス
　ニ. 各委員会報告……流通・教育研修・総務（実
　　 態調査・自衛隊との協力・団体保険）
③会員動向　４月に１社退会（㈱ユース）　6月末
　会員数 89社・賛助会 35社
④盗難報告（６月末現在）……１件発生
⑤可発講習会……既述６参照
⑥広報委員会……既述７参照
⑦整備技能士学科講習……７月22日（水）アークホテ
　ル福岡にて開催
⑧第49回総会関係収支報告
⑨災害支援関係連絡網……九州整備局防災課へ５月
　末に提出

★審議事項として
①特別積立金取崩及び交付について
　……１社 50,000円交付承認
②任意団体一本化について……7/9協会本部案につ
　いて８月４日に臨時役員会開催する

③管理者教育講習会日程……三役会にて日程検討
④大手広域会社懇談会日程……三役会にて日程検討
⑤協会副会長北野氏の祝賀会参加……２名参加を承
　認
★その他事項として
①会員会社のメールアドレス本部への提出について
　……事務局取りまとめ本部へ提出
②日経リサーチアンケート調査提出について
　……支部長より協力要請した

9. 平成27年度 整備技能士（学科）事前講習会
　７月22日（水）9：30～　アークホテルロイヤル
福岡において整備技能士受験のための事前講習会
（学科）を開催し、福岡レンタル㈲など九州北部の
会員６名が受講した。
　講師はヤンマー建機㈱の片山栄治氏・水落勝美氏
の２名が担当し、過去に出題された問題を中心に解
説、解答形式で行われた。試験日は８月30日（日）に
全国で行われる。

10. 第2回　三役会（総務合同）開催
　８月４日（火）10：00～　八仙閣において開催。
以下の事項が検討された。
①管理者教育講習会日程
②大手広域懇談会日程　　
③任意法人（九州リース協）の資金残について
④大手会費の協会本部からの配分

11. 第1回　臨時役員会開催
　８月４日（火）13：30～　八仙閣において開催。
協会本部常任理事会（7/9）において議題として取
り上げられた【任意法人の一本化】
並びに余剰金の寄付金処理、事務局の取扱い等につ
いて協会本部への質問事項をまとめるために開催し、
以下の項目について審議した。
①各県支部より意見集約……一本化には反対しない
　が寄付金処理は問題（休眠組織へ）
②50周年記念事業資金の確保について……4～5百
　万円は確保しておきたい
③事務局の統一について……協会本部の意見を尊重

　する（規則・給与規程・事務所契約）
④検討委員会立ち上げについて……今後検討する
⑤次回は協会本部のしかるべき役員の出席を得て意
　見を取り交わす

12. 第2回　臨時役員会開催
　９月９日（水）12：00～　八仙閣において開催
　協会本部より角口会長・西村専務理事出席。前回
の臨時役員会において取りまとめた質問事項を各県
支部長より質問した。

主な議題としては以下の通り
①協会本部角口会長・西村専務理事挨拶
②一本化についての趣旨・経過・沿革について専務
　理事より報告
③各県支部長からの質問
　その結果、以下のことが明確とは言えないが推測
　された。
　①協会法人内（本部組織内）と協会法人外（本部
　　組織に包含されない組織）の明確化
　　……九州支部の一部として活動する組織のみ一
　　　　本化（各県の任意団体は含まれない）

　②即統一することが困難な事情がある場合は当面
　　休眠状態とすることで了解する
　③余剰金は当面休眠法人で確保することを了解す
　　る（協会本部への繰入は延期する）
　④各県の組織については協議会（東京方式）とす
　　るか各県を束ねる別組織（大阪方式）とするか
　　検討してほしい（各県建設機械レンタル協会と
　　しないことが望ましい）
　⑤事務局等の統一化については現状では困難なた
　　め当面各支部の規則を踏襲してよい
　⑥休眠組織の収支・余剰金はなるべく少なくして
　　ほしい（ゼロに近いことが望ましい）

13. 第3回　三役会（総務合同）開催
　10月９日（金）13：00～　八仙閣（銀香梅）にお
いて開催。次回の役員会の議題に関して以下の事項
が検討された。
①大手広域会社との懇談会日程・場所・会費
②可発講習会試験合格者一覧
③管理者教育講習会日程・場所・会費・懇親会
④平成28年 賀詞交歓会日程・場所・会費
⑤第50回　定期総会日程・場所・会費・記念講演候
　補
⑥レンタル料のカード決済について

14. 大手広域会社との懇談会開催
　10月9日（金）16：30～　ハイアットリージェン
シー福岡において開催。中野支部長の挨拶の後、以
下の議題について懇談した。
①協会本部の動向について
　イ. 業界ビジョン方向性　
　ロ. 自衛隊との合意書　
　ハ. 支部一本化について
②一本化に対する東京支部の対応について
③レンタル料のカード決済について
④各会社の営業状況報告ほか
　イ. 全般的に状況は厳しい（単価減・稼働減）
　ロ. ４次規制機械の単価維持に努力
　ハ. 民間投資回復に期待　
　ニ. 情報化機械・高所作業車の稼働に期待

　ホ. 情報交換会議への大手会社出席願（各県支部）
　へ. 大手共々助合う精神で努力

15. 平成27年度　第3回役員会開催
　10月29日（木）14：00～　熊本市　料亭　白菊に
おいて第３回役員会を開催した。議題として以下の
事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部常任理事会（10/28）……支部長欠席の
　ため次回報告となった。
②会員動向（9月末）……89社
③盗難報告（27年度累計）……６件発生
④大手広域懇談会報告……既述14参照
⑤平成27年度 上期収支報告……収入 12,284千円
　支出 10,485千円　損益 1,799千円
⑥可発技能士試験合格者報告……既述６参照
⑦団体総合保険加入促進
⑧平成28年 経済センサス調査協力依頼
★審議事項として
①役員変更承認……渡邉博行氏（㈱ニシケン）理事
　に就任
②レンタル料カード決済について……個々の会員に
　て検討（大手は数社採用している）
③管理者教育講習会について
　イ. 日程：11月26日　
　ロ. 場所：熊本　
　ハ. 会費2,000円　
　ニ. 懇親会3,000円
④平成28年 賀詞交歓会……１月21日（木）18：00～
　八仙閣（福岡）

⑤第50回九州支部総会……５月18日（水）15：00～
　八仙閣（福岡）
　イ. 役員会　13：00～　
　ロ. 懇親会　18：00～　
　ハ. 記念講演：ナシ
★その他事項として
①各県の任意団体名称変更について……今後検討する
②大型車両の通行適正化について……今後検討する

16. 管理者教育講習会
　11月26日（木）14：00～　熊本市国際交流会館に
おいて管理者教育講習会を開催し、会員の経営者及
び幹部社員45名が熱心に受講した。
①講師：寅　太郎氏（建機レンタル協会常任理事・
　㈱レンタルのニッケン常務執行役員）
②講義内容：イ. レンタル業の現況について
　　　　　　ロ. 営業管理とコンプライアンス
③会　費：１名2,000円
④懇親会：１名3,000円（不足分は協会九州支部
　　　　　負担）　場所：城見櫓 17：30～

17. 協会本部WEB会議（流通委員会）
　12月11日（金）13：30～　協会本部主催の流通委
員会会議（WEB会議）が行われ、今回、峰平副支
部長が対応して、以下の事項が検討された。
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①登録制度の取組みについて
②レンタカー貸渡代行基本契約
③油脂類の協同購入について
④スーパーオークションについて
⑤国土交通省（稲垣所長）の提言に対する意見交換

18. 第4回　役員会開催
　12月21日（月）14：00～　鹿児島レクストンホテ
ルにおいて第４回役員会を開催し、議題として以下
の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①協会本部常任理事会（10/28）
　イ. オークション継続……平成28年以降も継続す
　　 る
　ロ. 支部・任意団体との統一……任意団体の財産
　　 処分は自由
　ハ. 支部規程……総務委員会にて協議していく
　ニ. 各委員会報告……流通・教育・総務の各委員
　　 会から報告
　ホ. 支部事務局業務……オークション手数料収入
　　 は事務代行収入へ
②流通委員会（12/11）……前述 17参照
③会員動向……正会員 89社　賛助会員 35社
④盗難報告（４～11月）……10件発生
⑤管理者教育講習会収支……収入259千円
　支出404千円　損益▲145千円
⑥会報広告収入（11月末現在）……600千円
⑦会費未納会社（11月末現在）……４社

★審議事項として
①賀詞交歓会運用・段取り（1/21）
　イ. 進行次第……挨拶・乾杯・中締め
　ロ. 参加会費……1人目 5,000円　2人目以降 8,000
　　 円
　ハ. 宿泊・旅費……協会補助ナシ
②第４回三役会……１月21日（木）15：00～　協会
　事務所
③第５回三役会……３月11日（金）12：00～　八仙
　閣（銀香梅）

④平成28年度予算事前提出
　イ. 役員会承認前に三役会にて決定し本部へ提出
　　 する
　ロ. 次回役員会（３月下旬）にて予算承認を得る
⑤次回役員会……３月24日（木）14：00～　宮崎県
　担当
★その他事項として
①協会本部臨時役員会開催……神奈川支部吸収合併
②九州協会50周年事業について……各役員から意見
　を聞いた

19. 第4回　三役会開催
　１月21日（木）15：00～　協会事務所において開
催。本日開催される賀詞交歓会並びに次回の役員会
の議題に関して以下の事項が検討された。
①平成27年度 収支予想
②事務局職員人事について
③任意団体一本化対策案
④賀詞交歓会運営次第
⑤次回三役会
⑥次回役員会
⑦任期満了に伴う役員候補
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1. 平成26年度　第5回役員会開催
　平成26年度第５回役員会は３月26日（木）14：00
～別府市　ホテル白菊において開催され、以下の報
告、審議がなされた。

★報告事項として
①本部常任理事会報告（3/18）
　イ. 平成26年度 事業報告（協会本部）
　ロ. スーパーオークション実施報告（出品数102件
　　 落札数17件）
②本部流通委員会報告
　イ. 流通アンケート集計　　
　ロ. 企業登録制度の検討　　
　ハ. ブロック制・地区本部制・地方部会制の検討
　ニ. 流通問題意見交換　　　　
　ホ. スーパーオークション出品依頼
　へ. 油脂類協同購入の検討
③平成26年度末会員（九州支部）
　会員数 90社　賛助会会員数 34社
④盗難報告　平成26年度（2月末現在）…累計15件
⑤各県支部現状報告……添付資料参照
⑥レンタル九州（42号）……950冊印刷
　配布数893冊
⑦平成27年度店舗数（予算用）……84社（大手会
　員６社を除く）店舗数 352店舗
　九州地区大手会員店舗数 112店舗
★審議事項として
①三役会検討事項の承認（別途項目分を除く）
　イ. 事務局職員（２名）継続雇用承認……事務引
　　継期間１カ月を追加
　ロ. 副支部長担当業務提案
②平成26年度　収支予想（２月末決算時点）
③平成27年度　予算案承認……本部提出予算として
　使用（九州支部予算）
④平成27年度　事業計画案承認……オークション・
　自衛隊との協定加味
⑤その他総会関係資料承認……①事業報告　②役員
　変更　③会則改定（名称変更）
⑥永年勤続表彰者承認……20年勤続以上16名、10
　年勤続以上18名

⑦総会時記念講演者候補承認……三遊亭歌奴氏

2. 平成27年度 第１回三役会開催（総務合同）
　第１回三役会は平成27年４月21日（火）16：30～
八仙閣にて開催され、以下の事項が検討された。
①確定決算について　　
②決算資料監査提出について　　
③総会運営について　

3. 平成26年度決算監査実施
　平成26年度決算監査は平成27年４月22日（水）
13：30～　協会事務局にて行われ決算書、帳簿、
添付書類、預金通帳、現金残高など監査の結果、正
確に処理されていると認められ、総会に諮問される
こととなった。

4. 平成27年度　第１回役員会開催
　平成27年度第１回役員会は５月20日（水）午前
11：00～　八仙閣にて開催され、午後からの総会
を控え次の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①総会議案書内容報告…第１号～第６号議案を報告
　し、総会へ諮問決定
②盗難報告（４月のみ）……１件発生
③大型台風に対する防災対策……九州整備局からの
　資料
④本部と公正取引委員会との見解報告……災害協定
　時における価格目安について
⑤大手広域会社の本部一括徴収会費配分について
　…前年同額を配分
★審議事項として

①総会運営事項……総会進行のための役割担当につ
　いて
②新規入会承認……㈱生産技術パートナーズ（賛助
　会へ入会）
③九州整備局との緊急連絡先調査及び提出……５月
　末までに整備局へ提出
以上について審議され、それぞれ承認決定された。
★その他事項として
①次期役員会日程及び開催場所……７月16日（木）　
佐賀県担当だが変更の可能性あり

5. 口永良部島火山噴火災害応急対策機械器具等
　 協力要請について
　５月30日（土）10：00　九州整備局防災課より口
永良部島噴火（５月29日　9：59噴火）による応急
対策支援機械等の協力要請があった場合の対応機械
器具について提出要請があり、鹿児島県支部へ機械
等の明細提出を依頼し、15：00に鹿児島県支部よ
り整備局に提出した。
機械等の主なものは以下の通り
　①発電機（200KVA・100KVA）②簡易トイレ　
　③テント　④投光機　⑤ハウス　⑥トラック
　⑦貯水タンクほか

6. 平成27年度　可搬形発電機整備技術者講習会
　 開催
　６月10日（水）～12日（金）の３日間、福岡市中央
区福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験
及び更新講習会が行われた。

　㈱デンヨーの石川講師など４氏による新規講習は
早朝から夕方まで長時間にわたり行われた。
 また、11日には新規講習者の試験が行われた。12
日の更新講習には日本車輌製造㈱の植講師が担当。
今年の新規講習者は59名（非会員６名含む）、更新
講習者は58名（非会員８名含む）。なお、新規合格
者発表は８月５日（水）に各社宛通知。更新者につい
ては６月12日（金）講習終了後、新資格証を交付した。
なお、８月５日に発表された新規合格者は九州会員
53名全員が合格した。

7. 平成27年度　広報委員会開催
　平成27年７月7日（火）15：30～　会報「レンタ
ル九州」43号編集に関する委員会が新広報委員のも
と協会事務所会議室に於いて開催された。（広報委
員 １名欠席）
　表紙、メイン記事、各県支部便り並びにカメラ散
歩、おすすめスポット、オピニオン、随筆などの担
当支部及び担当委員を決定した。
　原稿締切りは11月27日（金）、発行は２月上旬を
予定。

8. 平成27年度　第2回役員会開催
　平成27年７月16日（木）14：00～　ベストウェス
タンプレミアホテル長崎において第２回役員会を開
催した。議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部総会（5/26）
②協会本部常任理事会（7/9）
　イ. 各支部と任意団体との一本化について
　　 ……一本化目標平成27年度末
　ロ. 登録制度の検討について
　ハ. 各支部事務局の現状と課題について
　　 ……会計処理・WEB会議・メールアドレス
　ニ. 各委員会報告……流通・教育研修・総務（実
　　 態調査・自衛隊との協力・団体保険）
③会員動向　４月に１社退会（㈱ユース）　6月末
　会員数 89社・賛助会 35社
④盗難報告（６月末現在）……１件発生
⑤可発講習会……既述６参照
⑥広報委員会……既述７参照
⑦整備技能士学科講習……７月22日（水）アークホテ
　ル福岡にて開催
⑧第49回総会関係収支報告
⑨災害支援関係連絡網……九州整備局防災課へ５月
　末に提出

★審議事項として
①特別積立金取崩及び交付について
　……１社 50,000円交付承認
②任意団体一本化について……7/9協会本部案につ
　いて８月４日に臨時役員会開催する

③管理者教育講習会日程……三役会にて日程検討
④大手広域会社懇談会日程……三役会にて日程検討
⑤協会副会長北野氏の祝賀会参加……２名参加を承
　認
★その他事項として
①会員会社のメールアドレス本部への提出について
　……事務局取りまとめ本部へ提出
②日経リサーチアンケート調査提出について
　……支部長より協力要請した

9. 平成27年度 整備技能士（学科）事前講習会
　７月22日（水）9：30～　アークホテルロイヤル
福岡において整備技能士受験のための事前講習会
（学科）を開催し、福岡レンタル㈲など九州北部の
会員６名が受講した。
　講師はヤンマー建機㈱の片山栄治氏・水落勝美氏
の２名が担当し、過去に出題された問題を中心に解
説、解答形式で行われた。試験日は８月30日（日）に
全国で行われる。

10. 第2回　三役会（総務合同）開催
　８月４日（火）10：00～　八仙閣において開催。
以下の事項が検討された。
①管理者教育講習会日程
②大手広域懇談会日程　　
③任意法人（九州リース協）の資金残について
④大手会費の協会本部からの配分

11. 第1回　臨時役員会開催
　８月４日（火）13：30～　八仙閣において開催。
協会本部常任理事会（7/9）において議題として取
り上げられた【任意法人の一本化】
並びに余剰金の寄付金処理、事務局の取扱い等につ
いて協会本部への質問事項をまとめるために開催し、
以下の項目について審議した。
①各県支部より意見集約……一本化には反対しない
　が寄付金処理は問題（休眠組織へ）
②50周年記念事業資金の確保について……4～5百
　万円は確保しておきたい
③事務局の統一について……協会本部の意見を尊重

　する（規則・給与規程・事務所契約）
④検討委員会立ち上げについて……今後検討する
⑤次回は協会本部のしかるべき役員の出席を得て意
　見を取り交わす

12. 第2回　臨時役員会開催
　９月９日（水）12：00～　八仙閣において開催
　協会本部より角口会長・西村専務理事出席。前回
の臨時役員会において取りまとめた質問事項を各県
支部長より質問した。

主な議題としては以下の通り
①協会本部角口会長・西村専務理事挨拶
②一本化についての趣旨・経過・沿革について専務
　理事より報告
③各県支部長からの質問
　その結果、以下のことが明確とは言えないが推測
　された。
　①協会法人内（本部組織内）と協会法人外（本部
　　組織に包含されない組織）の明確化
　　……九州支部の一部として活動する組織のみ一
　　　　本化（各県の任意団体は含まれない）

　②即統一することが困難な事情がある場合は当面
　　休眠状態とすることで了解する
　③余剰金は当面休眠法人で確保することを了解す
　　る（協会本部への繰入は延期する）
　④各県の組織については協議会（東京方式）とす
　　るか各県を束ねる別組織（大阪方式）とするか
　　検討してほしい（各県建設機械レンタル協会と
　　しないことが望ましい）
　⑤事務局等の統一化については現状では困難なた
　　め当面各支部の規則を踏襲してよい
　⑥休眠組織の収支・余剰金はなるべく少なくして
　　ほしい（ゼロに近いことが望ましい）

13. 第3回　三役会（総務合同）開催
　10月９日（金）13：00～　八仙閣（銀香梅）にお
いて開催。次回の役員会の議題に関して以下の事項
が検討された。
①大手広域会社との懇談会日程・場所・会費
②可発講習会試験合格者一覧
③管理者教育講習会日程・場所・会費・懇親会
④平成28年 賀詞交歓会日程・場所・会費
⑤第50回　定期総会日程・場所・会費・記念講演候
　補
⑥レンタル料のカード決済について

14. 大手広域会社との懇談会開催
　10月9日（金）16：30～　ハイアットリージェン
シー福岡において開催。中野支部長の挨拶の後、以
下の議題について懇談した。
①協会本部の動向について
　イ. 業界ビジョン方向性　
　ロ. 自衛隊との合意書　
　ハ. 支部一本化について
②一本化に対する東京支部の対応について
③レンタル料のカード決済について
④各会社の営業状況報告ほか
　イ. 全般的に状況は厳しい（単価減・稼働減）
　ロ. ４次規制機械の単価維持に努力
　ハ. 民間投資回復に期待　
　ニ. 情報化機械・高所作業車の稼働に期待

　ホ. 情報交換会議への大手会社出席願（各県支部）
　へ. 大手共々助合う精神で努力

15. 平成27年度　第3回役員会開催
　10月29日（木）14：00～　熊本市　料亭　白菊に
おいて第３回役員会を開催した。議題として以下の
事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部常任理事会（10/28）……支部長欠席の
　ため次回報告となった。
②会員動向（9月末）……89社
③盗難報告（27年度累計）……６件発生
④大手広域懇談会報告……既述14参照
⑤平成27年度 上期収支報告……収入 12,284千円
　支出 10,485千円　損益 1,799千円
⑥可発技能士試験合格者報告……既述６参照
⑦団体総合保険加入促進
⑧平成28年 経済センサス調査協力依頼
★審議事項として
①役員変更承認……渡邉博行氏（㈱ニシケン）理事
　に就任
②レンタル料カード決済について……個々の会員に
　て検討（大手は数社採用している）
③管理者教育講習会について
　イ. 日程：11月26日　
　ロ. 場所：熊本　
　ハ. 会費2,000円　
　ニ. 懇親会3,000円
④平成28年 賀詞交歓会……１月21日（木）18：00～
　八仙閣（福岡）

⑤第50回九州支部総会……５月18日（水）15：00～
　八仙閣（福岡）
　イ. 役員会　13：00～　
　ロ. 懇親会　18：00～　
　ハ. 記念講演：ナシ
★その他事項として
①各県の任意団体名称変更について……今後検討する
②大型車両の通行適正化について……今後検討する

16. 管理者教育講習会
　11月26日（木）14：00～　熊本市国際交流会館に
おいて管理者教育講習会を開催し、会員の経営者及
び幹部社員45名が熱心に受講した。
①講師：寅　太郎氏（建機レンタル協会常任理事・
　㈱レンタルのニッケン常務執行役員）
②講義内容：イ. レンタル業の現況について
　　　　　　ロ. 営業管理とコンプライアンス
③会　費：１名2,000円
④懇親会：１名3,000円（不足分は協会九州支部
　　　　　負担）　場所：城見櫓 17：30～

17. 協会本部WEB会議（流通委員会）
　12月11日（金）13：30～　協会本部主催の流通委
員会会議（WEB会議）が行われ、今回、峰平副支
部長が対応して、以下の事項が検討された。
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①登録制度の取組みについて
②レンタカー貸渡代行基本契約
③油脂類の協同購入について
④スーパーオークションについて
⑤国土交通省（稲垣所長）の提言に対する意見交換

18. 第4回　役員会開催
　12月21日（月）14：00～　鹿児島レクストンホテ
ルにおいて第４回役員会を開催し、議題として以下
の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①協会本部常任理事会（10/28）
　イ. オークション継続……平成28年以降も継続す
　　 る
　ロ. 支部・任意団体との統一……任意団体の財産
　　 処分は自由
　ハ. 支部規程……総務委員会にて協議していく
　ニ. 各委員会報告……流通・教育・総務の各委員
　　 会から報告
　ホ. 支部事務局業務……オークション手数料収入
　　 は事務代行収入へ
②流通委員会（12/11）……前述 17参照
③会員動向……正会員 89社　賛助会員 35社
④盗難報告（４～11月）……10件発生
⑤管理者教育講習会収支……収入259千円
　支出404千円　損益▲145千円
⑥会報広告収入（11月末現在）……600千円
⑦会費未納会社（11月末現在）……４社

★審議事項として
①賀詞交歓会運用・段取り（1/21）
　イ. 進行次第……挨拶・乾杯・中締め
　ロ. 参加会費……1人目 5,000円　2人目以降 8,000
　　 円
　ハ. 宿泊・旅費……協会補助ナシ
②第４回三役会……１月21日（木）15：00～　協会
　事務所
③第５回三役会……３月11日（金）12：00～　八仙
　閣（銀香梅）

④平成28年度予算事前提出
　イ. 役員会承認前に三役会にて決定し本部へ提出
　　 する
　ロ. 次回役員会（３月下旬）にて予算承認を得る
⑤次回役員会……３月24日（木）14：00～　宮崎県
　担当
★その他事項として
①協会本部臨時役員会開催……神奈川支部吸収合併
②九州協会50周年事業について……各役員から意見
　を聞いた

19. 第4回　三役会開催
　１月21日（木）15：00～　協会事務所において開
催。本日開催される賀詞交歓会並びに次回の役員会
の議題に関して以下の事項が検討された。
①平成27年度 収支予想
②事務局職員人事について
③任意団体一本化対策案
④賀詞交歓会運営次第
⑤次回三役会
⑥次回役員会
⑦任期満了に伴う役員候補
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1. 平成26年度　第5回役員会開催
　平成26年度第５回役員会は３月26日（木）14：00
～別府市　ホテル白菊において開催され、以下の報
告、審議がなされた。

★報告事項として
①本部常任理事会報告（3/18）
　イ. 平成26年度 事業報告（協会本部）
　ロ. スーパーオークション実施報告（出品数102件
　　 落札数17件）
②本部流通委員会報告
　イ. 流通アンケート集計　　
　ロ. 企業登録制度の検討　　
　ハ. ブロック制・地区本部制・地方部会制の検討
　ニ. 流通問題意見交換　　　　
　ホ. スーパーオークション出品依頼
　へ. 油脂類協同購入の検討
③平成26年度末会員（九州支部）
　会員数 90社　賛助会会員数 34社
④盗難報告　平成26年度（2月末現在）…累計15件
⑤各県支部現状報告……添付資料参照
⑥レンタル九州（42号）……950冊印刷
　配布数893冊
⑦平成27年度店舗数（予算用）……84社（大手会
　員６社を除く）店舗数 352店舗
　九州地区大手会員店舗数 112店舗
★審議事項として
①三役会検討事項の承認（別途項目分を除く）
　イ. 事務局職員（２名）継続雇用承認……事務引
　　継期間１カ月を追加
　ロ. 副支部長担当業務提案
②平成26年度　収支予想（２月末決算時点）
③平成27年度　予算案承認……本部提出予算として
　使用（九州支部予算）
④平成27年度　事業計画案承認……オークション・
　自衛隊との協定加味
⑤その他総会関係資料承認……①事業報告　②役員
　変更　③会則改定（名称変更）
⑥永年勤続表彰者承認……20年勤続以上16名、10
　年勤続以上18名

⑦総会時記念講演者候補承認……三遊亭歌奴氏

2. 平成27年度 第１回三役会開催（総務合同）
　第１回三役会は平成27年４月21日（火）16：30～
八仙閣にて開催され、以下の事項が検討された。
①確定決算について　　
②決算資料監査提出について　　
③総会運営について　

3. 平成26年度決算監査実施
　平成26年度決算監査は平成27年４月22日（水）
13：30～　協会事務局にて行われ決算書、帳簿、
添付書類、預金通帳、現金残高など監査の結果、正
確に処理されていると認められ、総会に諮問される
こととなった。

4. 平成27年度　第１回役員会開催
　平成27年度第１回役員会は５月20日（水）午前
11：00～　八仙閣にて開催され、午後からの総会
を控え次の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①総会議案書内容報告…第１号～第６号議案を報告
　し、総会へ諮問決定
②盗難報告（４月のみ）……１件発生
③大型台風に対する防災対策……九州整備局からの
　資料
④本部と公正取引委員会との見解報告……災害協定
　時における価格目安について
⑤大手広域会社の本部一括徴収会費配分について
　…前年同額を配分
★審議事項として

①総会運営事項……総会進行のための役割担当につ
　いて
②新規入会承認……㈱生産技術パートナーズ（賛助
　会へ入会）
③九州整備局との緊急連絡先調査及び提出……５月
　末までに整備局へ提出
以上について審議され、それぞれ承認決定された。
★その他事項として
①次期役員会日程及び開催場所……７月16日（木）　
佐賀県担当だが変更の可能性あり

5. 口永良部島火山噴火災害応急対策機械器具等
　 協力要請について
　５月30日（土）10：00　九州整備局防災課より口
永良部島噴火（５月29日　9：59噴火）による応急
対策支援機械等の協力要請があった場合の対応機械
器具について提出要請があり、鹿児島県支部へ機械
等の明細提出を依頼し、15：00に鹿児島県支部よ
り整備局に提出した。
機械等の主なものは以下の通り
　①発電機（200KVA・100KVA）②簡易トイレ　
　③テント　④投光機　⑤ハウス　⑥トラック
　⑦貯水タンクほか

6. 平成27年度　可搬形発電機整備技術者講習会
　 開催
　６月10日（水）～12日（金）の３日間、福岡市中央
区福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験
及び更新講習会が行われた。

　㈱デンヨーの石川講師など４氏による新規講習は
早朝から夕方まで長時間にわたり行われた。
 また、11日には新規講習者の試験が行われた。12
日の更新講習には日本車輌製造㈱の植講師が担当。
今年の新規講習者は59名（非会員６名含む）、更新
講習者は58名（非会員８名含む）。なお、新規合格
者発表は８月５日（水）に各社宛通知。更新者につい
ては６月12日（金）講習終了後、新資格証を交付した。
なお、８月５日に発表された新規合格者は九州会員
53名全員が合格した。

7. 平成27年度　広報委員会開催
　平成27年７月7日（火）15：30～　会報「レンタ
ル九州」43号編集に関する委員会が新広報委員のも
と協会事務所会議室に於いて開催された。（広報委
員 １名欠席）
　表紙、メイン記事、各県支部便り並びにカメラ散
歩、おすすめスポット、オピニオン、随筆などの担
当支部及び担当委員を決定した。
　原稿締切りは11月27日（金）、発行は２月上旬を
予定。

8. 平成27年度　第2回役員会開催
　平成27年７月16日（木）14：00～　ベストウェス
タンプレミアホテル長崎において第２回役員会を開
催した。議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部総会（5/26）
②協会本部常任理事会（7/9）
　イ. 各支部と任意団体との一本化について
　　 ……一本化目標平成27年度末
　ロ. 登録制度の検討について
　ハ. 各支部事務局の現状と課題について
　　 ……会計処理・WEB会議・メールアドレス
　ニ. 各委員会報告……流通・教育研修・総務（実
　　 態調査・自衛隊との協力・団体保険）
③会員動向　４月に１社退会（㈱ユース）　6月末
　会員数 89社・賛助会 35社
④盗難報告（６月末現在）……１件発生
⑤可発講習会……既述６参照
⑥広報委員会……既述７参照
⑦整備技能士学科講習……７月22日（水）アークホテ
　ル福岡にて開催
⑧第49回総会関係収支報告
⑨災害支援関係連絡網……九州整備局防災課へ５月
　末に提出

★審議事項として
①特別積立金取崩及び交付について
　……１社 50,000円交付承認
②任意団体一本化について……7/9協会本部案につ
　いて８月４日に臨時役員会開催する

③管理者教育講習会日程……三役会にて日程検討
④大手広域会社懇談会日程……三役会にて日程検討
⑤協会副会長北野氏の祝賀会参加……２名参加を承
　認
★その他事項として
①会員会社のメールアドレス本部への提出について
　……事務局取りまとめ本部へ提出
②日経リサーチアンケート調査提出について
　……支部長より協力要請した

9. 平成27年度 整備技能士（学科）事前講習会
　７月22日（水）9：30～　アークホテルロイヤル
福岡において整備技能士受験のための事前講習会
（学科）を開催し、福岡レンタル㈲など九州北部の
会員６名が受講した。
　講師はヤンマー建機㈱の片山栄治氏・水落勝美氏
の２名が担当し、過去に出題された問題を中心に解
説、解答形式で行われた。試験日は８月30日（日）に
全国で行われる。

10. 第2回　三役会（総務合同）開催
　８月４日（火）10：00～　八仙閣において開催。
以下の事項が検討された。
①管理者教育講習会日程
②大手広域懇談会日程　　
③任意法人（九州リース協）の資金残について
④大手会費の協会本部からの配分

11. 第1回　臨時役員会開催
　８月４日（火）13：30～　八仙閣において開催。
協会本部常任理事会（7/9）において議題として取
り上げられた【任意法人の一本化】
並びに余剰金の寄付金処理、事務局の取扱い等につ
いて協会本部への質問事項をまとめるために開催し、
以下の項目について審議した。
①各県支部より意見集約……一本化には反対しない
　が寄付金処理は問題（休眠組織へ）
②50周年記念事業資金の確保について……4～5百
　万円は確保しておきたい
③事務局の統一について……協会本部の意見を尊重

　する（規則・給与規程・事務所契約）
④検討委員会立ち上げについて……今後検討する
⑤次回は協会本部のしかるべき役員の出席を得て意
　見を取り交わす

12. 第2回　臨時役員会開催
　９月９日（水）12：00～　八仙閣において開催
　協会本部より角口会長・西村専務理事出席。前回
の臨時役員会において取りまとめた質問事項を各県
支部長より質問した。

主な議題としては以下の通り
①協会本部角口会長・西村専務理事挨拶
②一本化についての趣旨・経過・沿革について専務
　理事より報告
③各県支部長からの質問
　その結果、以下のことが明確とは言えないが推測
　された。
　①協会法人内（本部組織内）と協会法人外（本部
　　組織に包含されない組織）の明確化
　　……九州支部の一部として活動する組織のみ一
　　　　本化（各県の任意団体は含まれない）

　②即統一することが困難な事情がある場合は当面
　　休眠状態とすることで了解する
　③余剰金は当面休眠法人で確保することを了解す
　　る（協会本部への繰入は延期する）
　④各県の組織については協議会（東京方式）とす
　　るか各県を束ねる別組織（大阪方式）とするか
　　検討してほしい（各県建設機械レンタル協会と
　　しないことが望ましい）
　⑤事務局等の統一化については現状では困難なた
　　め当面各支部の規則を踏襲してよい
　⑥休眠組織の収支・余剰金はなるべく少なくして
　　ほしい（ゼロに近いことが望ましい）

13. 第3回　三役会（総務合同）開催
　10月９日（金）13：00～　八仙閣（銀香梅）にお
いて開催。次回の役員会の議題に関して以下の事項
が検討された。
①大手広域会社との懇談会日程・場所・会費
②可発講習会試験合格者一覧
③管理者教育講習会日程・場所・会費・懇親会
④平成28年 賀詞交歓会日程・場所・会費
⑤第50回　定期総会日程・場所・会費・記念講演候
　補
⑥レンタル料のカード決済について

14. 大手広域会社との懇談会開催
　10月9日（金）16：30～　ハイアットリージェン
シー福岡において開催。中野支部長の挨拶の後、以
下の議題について懇談した。
①協会本部の動向について
　イ. 業界ビジョン方向性　
　ロ. 自衛隊との合意書　
　ハ. 支部一本化について
②一本化に対する東京支部の対応について
③レンタル料のカード決済について
④各会社の営業状況報告ほか
　イ. 全般的に状況は厳しい（単価減・稼働減）
　ロ. ４次規制機械の単価維持に努力
　ハ. 民間投資回復に期待　
　ニ. 情報化機械・高所作業車の稼働に期待

　ホ. 情報交換会議への大手会社出席願（各県支部）
　へ. 大手共々助合う精神で努力

15. 平成27年度　第3回役員会開催
　10月29日（木）14：00～　熊本市　料亭　白菊に
おいて第３回役員会を開催した。議題として以下の
事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部常任理事会（10/28）……支部長欠席の
　ため次回報告となった。
②会員動向（9月末）……89社
③盗難報告（27年度累計）……６件発生
④大手広域懇談会報告……既述14参照
⑤平成27年度 上期収支報告……収入 12,284千円
　支出 10,485千円　損益 1,799千円
⑥可発技能士試験合格者報告……既述６参照
⑦団体総合保険加入促進
⑧平成28年 経済センサス調査協力依頼
★審議事項として
①役員変更承認……渡邉博行氏（㈱ニシケン）理事
　に就任
②レンタル料カード決済について……個々の会員に
　て検討（大手は数社採用している）
③管理者教育講習会について
　イ. 日程：11月26日　
　ロ. 場所：熊本　
　ハ. 会費2,000円　
　ニ. 懇親会3,000円
④平成28年 賀詞交歓会……１月21日（木）18：00～
　八仙閣（福岡）

⑤第50回九州支部総会……５月18日（水）15：00～
　八仙閣（福岡）
　イ. 役員会　13：00～　
　ロ. 懇親会　18：00～　
　ハ. 記念講演：ナシ
★その他事項として
①各県の任意団体名称変更について……今後検討する
②大型車両の通行適正化について……今後検討する

16. 管理者教育講習会
　11月26日（木）14：00～　熊本市国際交流会館に
おいて管理者教育講習会を開催し、会員の経営者及
び幹部社員45名が熱心に受講した。
①講師：寅　太郎氏（建機レンタル協会常任理事・
　㈱レンタルのニッケン常務執行役員）
②講義内容：イ. レンタル業の現況について
　　　　　　ロ. 営業管理とコンプライアンス
③会　費：１名2,000円
④懇親会：１名3,000円（不足分は協会九州支部
　　　　　負担）　場所：城見櫓 17：30～

17. 協会本部WEB会議（流通委員会）
　12月11日（金）13：30～　協会本部主催の流通委
員会会議（WEB会議）が行われ、今回、峰平副支
部長が対応して、以下の事項が検討された。
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①登録制度の取組みについて
②レンタカー貸渡代行基本契約
③油脂類の協同購入について
④スーパーオークションについて
⑤国土交通省（稲垣所長）の提言に対する意見交換

18. 第4回　役員会開催
　12月21日（月）14：00～　鹿児島レクストンホテ
ルにおいて第４回役員会を開催し、議題として以下
の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①協会本部常任理事会（10/28）
　イ. オークション継続……平成28年以降も継続す
　　 る
　ロ. 支部・任意団体との統一……任意団体の財産
　　 処分は自由
　ハ. 支部規程……総務委員会にて協議していく
　ニ. 各委員会報告……流通・教育・総務の各委員
　　 会から報告
　ホ. 支部事務局業務……オークション手数料収入
　　 は事務代行収入へ
②流通委員会（12/11）……前述 17参照
③会員動向……正会員 89社　賛助会員 35社
④盗難報告（４～11月）……10件発生
⑤管理者教育講習会収支……収入259千円
　支出404千円　損益▲145千円
⑥会報広告収入（11月末現在）……600千円
⑦会費未納会社（11月末現在）……４社

★審議事項として
①賀詞交歓会運用・段取り（1/21）
　イ. 進行次第……挨拶・乾杯・中締め
　ロ. 参加会費……1人目 5,000円　2人目以降 8,000
　　 円
　ハ. 宿泊・旅費……協会補助ナシ
②第４回三役会……１月21日（木）15：00～　協会
　事務所
③第５回三役会……３月11日（金）12：00～　八仙
　閣（銀香梅）

④平成28年度予算事前提出
　イ. 役員会承認前に三役会にて決定し本部へ提出
　　 する
　ロ. 次回役員会（３月下旬）にて予算承認を得る
⑤次回役員会……３月24日（木）14：00～　宮崎県
　担当
★その他事項として
①協会本部臨時役員会開催……神奈川支部吸収合併
②九州協会50周年事業について……各役員から意見
　を聞いた

19. 第4回　三役会開催
　１月21日（木）15：00～　協会事務所において開
催。本日開催される賀詞交歓会並びに次回の役員会
の議題に関して以下の事項が検討された。
①平成27年度 収支予想
②事務局職員人事について
③任意団体一本化対策案
④賀詞交歓会運営次第
⑤次回三役会
⑥次回役員会
⑦任期満了に伴う役員候補
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1. 平成26年度　第5回役員会開催
　平成26年度第５回役員会は３月26日（木）14：00
～別府市　ホテル白菊において開催され、以下の報
告、審議がなされた。

★報告事項として
①本部常任理事会報告（3/18）
　イ. 平成26年度 事業報告（協会本部）
　ロ. スーパーオークション実施報告（出品数102件
　　 落札数17件）
②本部流通委員会報告
　イ. 流通アンケート集計　　
　ロ. 企業登録制度の検討　　
　ハ. ブロック制・地区本部制・地方部会制の検討
　ニ. 流通問題意見交換　　　　
　ホ. スーパーオークション出品依頼
　へ. 油脂類協同購入の検討
③平成26年度末会員（九州支部）
　会員数 90社　賛助会会員数 34社
④盗難報告　平成26年度（2月末現在）…累計15件
⑤各県支部現状報告……添付資料参照
⑥レンタル九州（42号）……950冊印刷
　配布数893冊
⑦平成27年度店舗数（予算用）……84社（大手会
　員６社を除く）店舗数 352店舗
　九州地区大手会員店舗数 112店舗
★審議事項として
①三役会検討事項の承認（別途項目分を除く）
　イ. 事務局職員（２名）継続雇用承認……事務引
　　継期間１カ月を追加
　ロ. 副支部長担当業務提案
②平成26年度　収支予想（２月末決算時点）
③平成27年度　予算案承認……本部提出予算として
　使用（九州支部予算）
④平成27年度　事業計画案承認……オークション・
　自衛隊との協定加味
⑤その他総会関係資料承認……①事業報告　②役員
　変更　③会則改定（名称変更）
⑥永年勤続表彰者承認……20年勤続以上16名、10
　年勤続以上18名

⑦総会時記念講演者候補承認……三遊亭歌奴氏

2. 平成27年度 第１回三役会開催（総務合同）
　第１回三役会は平成27年４月21日（火）16：30～
八仙閣にて開催され、以下の事項が検討された。
①確定決算について　　
②決算資料監査提出について　　
③総会運営について　

3. 平成26年度決算監査実施
　平成26年度決算監査は平成27年４月22日（水）
13：30～　協会事務局にて行われ決算書、帳簿、
添付書類、預金通帳、現金残高など監査の結果、正
確に処理されていると認められ、総会に諮問される
こととなった。

4. 平成27年度　第１回役員会開催
　平成27年度第１回役員会は５月20日（水）午前
11：00～　八仙閣にて開催され、午後からの総会
を控え次の項目が報告・審議された。
★報告事項として
①総会議案書内容報告…第１号～第６号議案を報告
　し、総会へ諮問決定
②盗難報告（４月のみ）……１件発生
③大型台風に対する防災対策……九州整備局からの
　資料
④本部と公正取引委員会との見解報告……災害協定
　時における価格目安について
⑤大手広域会社の本部一括徴収会費配分について
　…前年同額を配分
★審議事項として

①総会運営事項……総会進行のための役割担当につ
　いて
②新規入会承認……㈱生産技術パートナーズ（賛助
　会へ入会）
③九州整備局との緊急連絡先調査及び提出……５月
　末までに整備局へ提出
以上について審議され、それぞれ承認決定された。
★その他事項として
①次期役員会日程及び開催場所……７月16日（木）　
佐賀県担当だが変更の可能性あり

5. 口永良部島火山噴火災害応急対策機械器具等
　 協力要請について
　５月30日（土）10：00　九州整備局防災課より口
永良部島噴火（５月29日　9：59噴火）による応急
対策支援機械等の協力要請があった場合の対応機械
器具について提出要請があり、鹿児島県支部へ機械
等の明細提出を依頼し、15：00に鹿児島県支部よ
り整備局に提出した。
機械等の主なものは以下の通り
　①発電機（200KVA・100KVA）②簡易トイレ　
　③テント　④投光機　⑤ハウス　⑥トラック
　⑦貯水タンクほか

6. 平成27年度　可搬形発電機整備技術者講習会
　 開催
　６月10日（水）～12日（金）の３日間、福岡市中央
区福岡ガーデンパレスにおいて、新規講習会・試験
及び更新講習会が行われた。

　㈱デンヨーの石川講師など４氏による新規講習は
早朝から夕方まで長時間にわたり行われた。
 また、11日には新規講習者の試験が行われた。12
日の更新講習には日本車輌製造㈱の植講師が担当。
今年の新規講習者は59名（非会員６名含む）、更新
講習者は58名（非会員８名含む）。なお、新規合格
者発表は８月５日（水）に各社宛通知。更新者につい
ては６月12日（金）講習終了後、新資格証を交付した。
なお、８月５日に発表された新規合格者は九州会員
53名全員が合格した。

7. 平成27年度　広報委員会開催
　平成27年７月7日（火）15：30～　会報「レンタ
ル九州」43号編集に関する委員会が新広報委員のも
と協会事務所会議室に於いて開催された。（広報委
員 １名欠席）
　表紙、メイン記事、各県支部便り並びにカメラ散
歩、おすすめスポット、オピニオン、随筆などの担
当支部及び担当委員を決定した。
　原稿締切りは11月27日（金）、発行は２月上旬を
予定。

8. 平成27年度　第2回役員会開催
　平成27年７月16日（木）14：00～　ベストウェス
タンプレミアホテル長崎において第２回役員会を開
催した。議題として以下の事項が報告、審議された。
★報告事項として
①協会本部総会（5/26）
②協会本部常任理事会（7/9）
　イ. 各支部と任意団体との一本化について
　　 ……一本化目標平成27年度末
　ロ. 登録制度の検討について
　ハ. 各支部事務局の現状と課題について
　　 ……会計処理・WEB会議・メールアドレス
　ニ. 各委員会報告……流通・教育研修・総務（実
　　 態調査・自衛隊との協力・団体保険）
③会員動向　４月に１社退会（㈱ユース）　6月末
　会員数 89社・賛助会 35社
④盗難報告（６月末現在）……１件発生
⑤可発講習会……既述６参照
⑥広報委員会……既述７参照
⑦整備技能士学科講習……７月22日（水）アークホテ
　ル福岡にて開催
⑧第49回総会関係収支報告
⑨災害支援関係連絡網……九州整備局防災課へ５月
　末に提出

★審議事項として
①特別積立金取崩及び交付について
　……１社 50,000円交付承認
②任意団体一本化について……7/9協会本部案につ
　いて８月４日に臨時役員会開催する

③管理者教育講習会日程……三役会にて日程検討
④大手広域会社懇談会日程……三役会にて日程検討
⑤協会副会長北野氏の祝賀会参加……２名参加を承
　認
★その他事項として
①会員会社のメールアドレス本部への提出について
　……事務局取りまとめ本部へ提出
②日経リサーチアンケート調査提出について
　……支部長より協力要請した

9. 平成27年度 整備技能士（学科）事前講習会
　７月22日（水）9：30～　アークホテルロイヤル
福岡において整備技能士受験のための事前講習会
（学科）を開催し、福岡レンタル㈲など九州北部の
会員６名が受講した。
　講師はヤンマー建機㈱の片山栄治氏・水落勝美氏
の２名が担当し、過去に出題された問題を中心に解
説、解答形式で行われた。試験日は８月30日（日）に
全国で行われる。

10. 第2回　三役会（総務合同）開催
　８月４日（火）10：00～　八仙閣において開催。
以下の事項が検討された。
①管理者教育講習会日程
②大手広域懇談会日程　　
③任意法人（九州リース協）の資金残について
④大手会費の協会本部からの配分

11. 第1回　臨時役員会開催
　８月４日（火）13：30～　八仙閣において開催。
協会本部常任理事会（7/9）において議題として取
り上げられた【任意法人の一本化】
並びに余剰金の寄付金処理、事務局の取扱い等につ
いて協会本部への質問事項をまとめるために開催し、
以下の項目について審議した。
①各県支部より意見集約……一本化には反対しない
　が寄付金処理は問題（休眠組織へ）
②50周年記念事業資金の確保について……4～5百
　万円は確保しておきたい
③事務局の統一について……協会本部の意見を尊重

　する（規則・給与規程・事務所契約）
④検討委員会立ち上げについて……今後検討する
⑤次回は協会本部のしかるべき役員の出席を得て意
　見を取り交わす

12. 第2回　臨時役員会開催
　９月９日（水）12：00～　八仙閣において開催
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の臨時役員会において取りまとめた質問事項を各県
支部長より質問した。
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②一本化についての趣旨・経過・沿革について専務
　理事より報告
③各県支部長からの質問
　その結果、以下のことが明確とは言えないが推測
　された。
　①協会法人内（本部組織内）と協会法人外（本部
　　組織に包含されない組織）の明確化
　　……九州支部の一部として活動する組織のみ一
　　　　本化（各県の任意団体は含まれない）

　②即統一することが困難な事情がある場合は当面
　　休眠状態とすることで了解する
　③余剰金は当面休眠法人で確保することを了解す
　　る（協会本部への繰入は延期する）
　④各県の組織については協議会（東京方式）とす
　　るか各県を束ねる別組織（大阪方式）とするか
　　検討してほしい（各県建設機械レンタル協会と
　　しないことが望ましい）
　⑤事務局等の統一化については現状では困難なた
　　め当面各支部の規則を踏襲してよい
　⑥休眠組織の収支・余剰金はなるべく少なくして
　　ほしい（ゼロに近いことが望ましい）

13. 第3回　三役会（総務合同）開催
　10月９日（金）13：00～　八仙閣（銀香梅）にお
いて開催。次回の役員会の議題に関して以下の事項
が検討された。
①大手広域会社との懇談会日程・場所・会費
②可発講習会試験合格者一覧
③管理者教育講習会日程・場所・会費・懇親会
④平成28年 賀詞交歓会日程・場所・会費
⑤第50回　定期総会日程・場所・会費・記念講演候
　補
⑥レンタル料のカード決済について

14. 大手広域会社との懇談会開催
　10月9日（金）16：30～　ハイアットリージェン
シー福岡において開催。中野支部長の挨拶の後、以
下の議題について懇談した。
①協会本部の動向について
　イ. 業界ビジョン方向性　
　ロ. 自衛隊との合意書　
　ハ. 支部一本化について
②一本化に対する東京支部の対応について
③レンタル料のカード決済について
④各会社の営業状況報告ほか
　イ. 全般的に状況は厳しい（単価減・稼働減）
　ロ. ４次規制機械の単価維持に努力
　ハ. 民間投資回復に期待　
　ニ. 情報化機械・高所作業車の稼働に期待

　ホ. 情報交換会議への大手会社出席願（各県支部）
　へ. 大手共々助合う精神で努力
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①協会本部常任理事会（10/28）……支部長欠席の
　ため次回報告となった。
②会員動向（9月末）……89社
③盗難報告（27年度累計）……６件発生
④大手広域懇談会報告……既述14参照
⑤平成27年度 上期収支報告……収入 12,284千円
　支出 10,485千円　損益 1,799千円
⑥可発技能士試験合格者報告……既述６参照
⑦団体総合保険加入促進
⑧平成28年 経済センサス調査協力依頼
★審議事項として
①役員変更承認……渡邉博行氏（㈱ニシケン）理事
　に就任
②レンタル料カード決済について……個々の会員に
　て検討（大手は数社採用している）
③管理者教育講習会について
　イ. 日程：11月26日　
　ロ. 場所：熊本　
　ハ. 会費2,000円　
　ニ. 懇親会3,000円
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　八仙閣（福岡）

⑤第50回九州支部総会……５月18日（水）15：00～
　八仙閣（福岡）
　イ. 役員会　13：00～　
　ロ. 懇親会　18：00～　
　ハ. 記念講演：ナシ
★その他事項として
①各県の任意団体名称変更について……今後検討する
②大型車両の通行適正化について……今後検討する
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④懇親会：１名3,000円（不足分は協会九州支部
　　　　　負担）　場所：城見櫓 17：30～
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協 会 か ら の お 知 ら せ
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⑤国土交通省（稲垣所長）の提言に対する意見交換
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　　 は事務代行収入へ
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①賀詞交歓会運用・段取り（1/21）
　イ. 進行次第……挨拶・乾杯・中締め
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①平成27年度 収支予想
②事務局職員人事について
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④賀詞交歓会運営次第
⑤次回三役会
⑥次回役員会
⑦任期満了に伴う役員候補
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所在地／宮崎県東諸県郡綾町大字南俣５６９１番地１
電　話／０９８５－７７－２０５５
《アクセス》

７,２００人

九州自動車道　高原I.C→国道268号→高岡町→綾町（60分）
東九州自動車道　宮崎西I.C→国道10号→綾町（30分）

７,２００人

仮00 仮00

照葉樹林都市 宮崎県綾町カメラ
散歩
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仮00 仮00

おすすめ
スポット

　1394年の築城以来、600年もの間この町を見下ろしてきた杵築城。模擬天守とはい
え、城跡にそびえる三層の天守閣は在りし日のこの城の姿を偲ばせます。現在では山上
が城山公園として整備され一般にも開放されていて、市内のあちこちで発見された国東
塔など貴重な石造物を野外展示している石造物公園もあります。

　上級武士たちの屋敷跡が並ぶ北台武家屋敷通り。中で
も酢屋の坂近くにある大原邸は、家老屋敷として、その
暮らし向きや風情が今でも漂う貴重な建築遺産です。
華やかであるどころかむしろ、質素で堅実、それでいて
格式の高さが随所に見えるなど、ここが身分の高い家老
宅であったことの証が建物の隅々に残されています。

　杵築観光の大きなテーマの一つが“和服の似
合う町”。小京都とも呼ばれてきたこの城下町
は、街並みのいたるところで江戸の風情が香
り、訪れる人を江戸の時間旅行にいざなう魅力
を放つ。楽しいのは、こうした“気分”をまち
づくりとして後押ししている所。希望者には着
物が貸し出され、それに伴う様々なサービスも
用意されています。

　小屋でなければ味わえない舞台の魅力、一度
味わってしまうと忘れられない大衆演劇の魅力
が今注目を集めています。月替わりで入れ替わ
る劇団、その演目も毎日入れ替わる。お客さん
の喝采が役者魂に火をつければ、舞台はますま
すヒートアップします。

　三神象は、平安時代後期（11世紀）に作られ、宇佐神宮の
御神体として祀られていましたが、11世紀に行われた宇佐神
宮のご神体入れ替え神事「行幸会（ぎょうこうえ）」のおりに
奈多宮に遷されたと言われています。（国指定重要文化財）

　見晴らしのいい高台に
ある人気の温泉宿泊施
設。広い敷地に、洋室・
和室・離れのお部屋やレ
ストランなど、自然の中
でゆっくりと過ごせる場
所です。宿泊はお部屋タ
イプによって、お値段も
様々。 静かな山間の景
色を四季のうつろいとと
もに感じることが出来ま
す。　北台の武家屋敷と商人の町をつなぐ土塀と石垣が

印象的な酢屋の坂は、石畳が非常に美しい坂道。

城下町杵築（きつき）へようこそ!

杵築城

大原邸

着物で町歩き

杵築衆楽観

山香温泉　風の郷

奈多宮三神象

酢屋の坂

●資料提供・お問い合わせは

一般社団法人杵築市観光協会
大分県杵築市大字杵築665-172
ＴＥＬ0978-63-0100
ＦＡＸ0978-63-0112
公式ＨＰ　http://www.kit-suki.com

大分県
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ＴＥＬ0978-63-0100
ＦＡＸ0978-63-0112
公式ＨＰ　http://www.kit-suki.com

大分県
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仮00

会員紹介
第９回 ユアサ商事株式会社 九州建機部

＊概要
●所在地：福岡市博多区住吉5丁目5番1号
●電話番号・ファックス
　TEL（092）474-6431　FAX（092）474-6008
●創　業：寛文6年（1666年）3月
●設　立：大正8年（1919年）6月25日
●事業所及び社員数：国内31か所、856名（単体）

賛助会員

会員紹介 第9回／ユアサ商事株式会社 九州建機部

　九州建機部は、現在九州チーム11

名、沖縄チーム２名にて、九州全域と

沖縄地区、山口県一部をテリトリーと

して営業活動しています｡

　九州支社は1961年祇園にて出張所

開設、1963年 支店に昇格、1964年 

天神三洋ビルに移転、1975年 支社に

昇格、1988年6月4日 現博多区住吉に

移転､現在に至ります。

　毎年開催されている「グランドフェ

ア」は今年で37回目となります｡

　お客様、仕入先様に御世話になって

いるのは勿論ですが、諸先輩の作って

きた歴史を守りながら、また社内でよ

く言われる「老舗は常に新しい」とい

う言葉を理解しながら、よりよく繋い

でいけるよう部員一同頑張りたいと思

います。

＊沿革
1666年　湯淺庄九郎が京都にて創業
1688年　屋号を「やまずみ」に制定
1940年　商号変更 湯淺金物株式会社
1969年 「やまずみ会」発足
1977年 「炭協会」発足

1978年　商号変更 湯浅商事株式会社
　　　　　第一回「グランドフェア」開催
1992年　旧湯浅商事と旧ユアサ産業が合併
　　　　　商号変更 ユアサ商事株式会社
2016年　創業350年を迎える

九州チーム

沖縄チーム
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仮00

オピニオン

経営分析セミナーに参加して
国東重販㈱　財前　薫

　先日商工会が主催するセミナーに行ってきまし
た。題は「儲かる会社の仕組みづくり!　いまい
ちど基礎から学ぶ『決算書の見方』」。ちょうど会
社の全体会議と時間が重なり、営業成績の悪い私
は、喜んで弟とともに参加する事にしました。
「経営者の息子として、経理の関係も勉強してお
きたい」と許可を求めると、すぐに了承を頂きま
した。私はこの会社が昔から大好きです。
　講師の先生は大分銀行OBの方で、今は新たに
会社を設立され、財務分析や融資関係の本も執筆
していてとても優秀です。落ち着いた話し方にも
かかわらず、声に力強さがあり、夜7時から2時
間の講演でも全く眠くなりませんでした。内容も
とても興味深く、「銀行マンは企業のどこに注目
しているのか」を詳しく教えて頂いたので、大き
く3点のポイントをご紹介しようと思います。
※まずは貸借対照表を見る
　長期安全性を分析するためには、バランスシー
トの自己資本比率・固定長期適合率、短期的な安
定性は流動比率が注目されるとの事。
　自己資本比率とは、純資産÷総資本×100 で
求められますが、30％以上でかなり優良企業と
言われます。普通建機のレンタル業は、莫大な資
産を保有せねばならず、必然的に他業種より数値
が低くなります。業種による違いはありますが、
10％はほしいといわれています。
　固定長期適合率とは、固定資産に投資した資金
の源泉が長期資金でどれだけまかなわれているか
を見るための指標です。固定資産÷（自己資本＋
固定負債）×100 で求められます。
　この比率が低いほど、長期安定性が高いです。
100％以上は固定資産の一部を流動資産で手当
てしている事を意味し、問題があります。多くの
場合は50～80％くらいです。
　流動比率は、「商品の仕入等の際に発生する債
務（買掛金・支払手形）」や「1年以内に返済し
なければならない短期借入金」の支払いに充てる
ことのできる流動資産（1年以内に現金化できる
資産）がどのくらいあるのかをみる経営指標です。
100％以上なければ安全性は厳しいとみます。

130%以上で良好です。
　上記比率の推移を年度ごとにみれば、支払い能
力の移り変わりも分かりやすくなります。この
長・短期的な安定性は、銀行としても一番に注目
しているようです。「決算書をみて3分で企業の
概要を理解し、気の利いたセリフの一つも出ない
といかん」と先生もはなしておりました。
※キャッシュ・フロー経営を意識しているか
　業種によっては、運転資金があまり必要ない場
合もあります。例えば売掛金・棚卸資産が少額の
飲食業が代表的です。しかし建機のレンタル業は、
売掛金・受取手形、固定資産等の関係から莫大な
運転資金が必要になります。キャッシュ・フロー
経営とは、利益以外にも現金収支を重視した経営
管理を行い、会社が実際に使えるお金をどうやっ
て増やすか考える経営です。毎期キャッシュ・フ
ロー計算書を作り、銀行に提出できるようであれ
ば、信用力・信頼関係が良くなるそうです。
※会社の将来に備えているのか?
　中小企業のライフサイクルは、一般的に30年
で一つの節目を迎えると言われています。30～
40歳で起業した経営者が30年経ち、体力的にも
業績を上げ続ける事が難しくなるのが代表的な例
です。（断っておきますが、あくまで一般的な話
としてです。弊社の社長は会社内でもいまだに
トップクラスのバイタリティがあります。）
　そうなると世代交代という大イベントが発生し、
少なからずうまくいかない企業も出てきます。
　銀行はこの企業の将来性に非常に興味を持って
います。そもそも安定した経営基盤を引き継ぐ2
代目・3代目は、一から会社を興す企業家よりも
ローリスクです。組織の活性化、経営革新が起こ
れば、これからもよい顧客となり続けます。

　以上「決算書の内容」・「資金繰り管理」・「企業
の将来性」は銀行にとって、まず注目すべき大き
な指標となるようです。日頃、銀行員の方と話す
機会の少ない私にとって、「こんな風に企業を見
ているんだな」と大変勉強になりました。

仮00

オピニオン

「休日の過ごし方した」
三光クボタ建機㈱　青木浩二

　毎週の休みや季節ごとの連休の過ごし方が子供

が小さい頃は、キャンプや釣り、旅行と子供中心

で休日を計画し、自分なりに楽しんでいたが子供

の成長と共に休日の過ごし方が変わってきました。

　中年の今、しっかりとした休養もしたいし、で

も家で仕事の疲れを癒やしたくて昼ごろまで寝て

いると何にもしなかったともったいない気持ちに

なっても時間は戻ってこない。

　会社でも、同僚に休日は何をすると聞いて

も・・・で終わる。結局みんな何をしているのだ

ろう。

　ゴルフやランニング、スポーツはしないし、釣

りや読書・映画鑑賞・温泉 etc

　趣味がないと思いつつ今年の正月、子供の合格

祈願のお参りに福岡の太宰府天満宮に行くことに

なり、合格祈願が終わりお守りを買うところで、

御朱印帳なるものが目に入ってきました。

　御朱印とは、神社や寺院が実施している参拝者

向けの押印で、僧侶や神職が寺院・神社やご本尊

の名称・日付などを墨書することが多く、それを

収集することのようで、書かれていた御朱印の墨

色と朱色のコントラストが美しく、さっそく太宰

府天満宮オリジナルの御朱印帳を購入しました。

　いままで、神社に行くことは正月の初詣でしか

行くことがなかったが、御朱印を集めるように

なってからは、普段は敬遠しがちな神社に対して、

御朱印を頂く以外に神社の歴史や建造物に関する

ことにも興味を持ったりするようになってきまし

た。

　ドライブをしながら色んな神社を探し、今流行

のパワースポットや近くのおいしい食べ物も食べ

て、有意義な休日の過ごし方を自分なりに見つけ

ました。

　みなさんは、どんな休日を過ごされています

か？

【拝礼の仕方】

（二礼二拍一礼）

手水舎（てみずや）という場所で、
身を清めます。

拝殿前にて最初軽くおじぎをする。

お賽銭を入れ、鈴を鳴らす。

２回深く礼をする。

２回拍手をする。

１回深く礼をする。

最後に軽くおじぎをして退く。

仮00

オピニオン

アジアの将来を見すえて
ユアサ商事㈱　上田弘之

　新年あけましておめでとうございます。
　趣味でよく海外旅行をします。行くたびに、仕
事柄国内と海外の建設業事情の違いなど感じるの
で、今回はそのことについて考えてみました。
　国内では、昨年は大手企業の過去最高益という
新聞記事をよく見かけましたが、ほとんどの企業
は輸出によるもので、円安の為替の影響を受けて
いるものが多く、国内内需は非常に厳しい状況が
続いています。建設業界において、東京オリン
ピック・東北復興・リニア工事など目立つものの
東高西低感を感じずにはいられません。
　平成27年度の全国の建設投資は前年度比
5.5％減の48兆4,600億円（建築投資：10.3％
増、土木投資：11.4％減）の見通しになってい
ます。国内の建設投資は平成4年度の84兆円を
ピークに平成22年度には半減してきました。
　九州地区では平成27年度の平均建設投資は前
年度比13.9％減になる見通しで、全国平均を
8.4％も下回っています。特に福岡県・沖縄県以
外では前年度比を大幅減少し、非常に厳しい状況
が続く見通しです。
　ここ2～3年はアベノミクスにより非常に期待
感を持つことが出来ましたが、昨年末からは政府
が掲げている地方創生を感じることが出来ません。
今後、日本は人口減少していくなか、「衣・食・
住」の産業は頭打ちになるであろうし、新たなイ
ンフラ整備も必要としなくなってくることが予想
されます。
　50年前の日本は第二次ベビーブームの人口増
加によって、この小さな島国で1億人を超え、
「衣・食・住」の産業は自然と成長してきました。
リーマンショック以降、日本経済は海外の動きに
大きく左右されるようになってきたように思われ
ます。
　海外においては、2015～20年の世界全体の
名目GDP年平均成長率は5.4％、アジア全体では
7.3％、ASEANでは8.2％の見通しになっていま
す。
　2015～20年のアジアの主な国の実質GDP年
平均成長率は、日本：0.7％、中国：6.2％、韓
国：3.5％、インド：7.6％です。ASEANの主な
国では、ミャンマー：8.0％、フィリピン：
6.5％、ベトナム：6.1％、インドネシア：
5.7％、マレーシア：4.9％、タイ：3.3％、シ
ンガポール：3.2％の見通しです。（2015年10
月：IMFレポートより）

　そこで、目を向けるべきはアジアの後進国の人
口増加国だと思います。
　今後、生産年齢人口の割合が多くなってくる国
はインド、フィリピンをはじめ、インドネシア、
ベトナム、中国、タイ、シンガポール、韓国が挙
げられ、特にASEAN諸国に目を向けるべきだと
思います。日系企業が多く進出しているタイ、イ
ンドネシア、ベトナム、英語圏のフィリピン、こ
れから注目のミャンマーなど魅力のある国だと思
います。
　先日、バンコクに行く機会があり、バンコク週
報に目を通すと、あるハウスメーカーが工場内の
検査室・ミーティングルーム・事務所など、工場
外ではガードマンハウス・事務所・休憩所などに
ハウスを販売しているとの記事をみました。今後
は特に需要の多い休憩所をユニットハウスでレン
タル対応することを視野に入れているとのことです。
　フィリピンでは人口増加・経済成長に伴って、
コンドミニアムの建設やマニラ湾沿岸の東南アジ
ア最大のカジノ開発、インフラ整備など、またセ
ブでは日本人のリタイアメント向けのホテルコン
ドミニアム・総合施設の建設やコールセンターの
建設など建設ラッシュです。コールセンターは英
語圏の為、世界最大数になっています。
　10年前の建築現場では竹の足場を組んでいま
したが、最近では鋼製足場しか見なくなりました。
重機はキャタピラー・ボルボ・現代（韓国）・三
一（中国製）が多く、発電機・コンプレッサーな
どは非常に古く、ミニバックホーはほとんど見る
ことがありません。
　特にフィリピンはタイに次ぐ親日国で、車はト
ヨタ車が多く日産・ホンダ・三菱とほとんどが日
本車です。日本食ブームでタイのバンコクにも匹
敵します。
　まだアジアの後進国ではレンタルの歴史がなく、
現在進出されている日本企業もありますが、レン
タルのノウハウもって、東南アジアに活躍の場を
向けることにまだまだ未知の可能性を感じます。
　弊社ではドイツとマレーシアに現地法人を置き、
中古販売のYUMAC事業部と共に海外のお客様と
のコンタクトをもっています。東南アジアは2年
前に現地法人を置いたマレーシアより進出してい
ます。今後も趣味と実益を兼ねながら、何か良い
ネタがないかを探しながら、旅行を楽しみたいと
思います。
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運転資金が必要になります。キャッシュ・フロー
経営とは、利益以外にも現金収支を重視した経営
管理を行い、会社が実際に使えるお金をどうやっ
て増やすか考える経営です。毎期キャッシュ・フ
ロー計算書を作り、銀行に提出できるようであれ
ば、信用力・信頼関係が良くなるそうです。
※会社の将来に備えているのか?
　中小企業のライフサイクルは、一般的に30年
で一つの節目を迎えると言われています。30～
40歳で起業した経営者が30年経ち、体力的にも
業績を上げ続ける事が難しくなるのが代表的な例
です。（断っておきますが、あくまで一般的な話
としてです。弊社の社長は会社内でもいまだに
トップクラスのバイタリティがあります。）
　そうなると世代交代という大イベントが発生し、
少なからずうまくいかない企業も出てきます。
　銀行はこの企業の将来性に非常に興味を持って
います。そもそも安定した経営基盤を引き継ぐ2
代目・3代目は、一から会社を興す企業家よりも
ローリスクです。組織の活性化、経営革新が起こ
れば、これからもよい顧客となり続けます。

　以上「決算書の内容」・「資金繰り管理」・「企業
の将来性」は銀行にとって、まず注目すべき大き
な指標となるようです。日頃、銀行員の方と話す
機会の少ない私にとって、「こんな風に企業を見
ているんだな」と大変勉強になりました。

仮00

オピニオン

「休日の過ごし方した」
三光クボタ建機㈱　青木浩二

　毎週の休みや季節ごとの連休の過ごし方が子供

が小さい頃は、キャンプや釣り、旅行と子供中心

で休日を計画し、自分なりに楽しんでいたが子供

の成長と共に休日の過ごし方が変わってきました。

　中年の今、しっかりとした休養もしたいし、で

も家で仕事の疲れを癒やしたくて昼ごろまで寝て

いると何にもしなかったともったいない気持ちに

なっても時間は戻ってこない。

　会社でも、同僚に休日は何をすると聞いて

も・・・で終わる。結局みんな何をしているのだ

ろう。

　ゴルフやランニング、スポーツはしないし、釣

りや読書・映画鑑賞・温泉 etc

　趣味がないと思いつつ今年の正月、子供の合格

祈願のお参りに福岡の太宰府天満宮に行くことに

なり、合格祈願が終わりお守りを買うところで、

御朱印帳なるものが目に入ってきました。

　御朱印とは、神社や寺院が実施している参拝者

向けの押印で、僧侶や神職が寺院・神社やご本尊

の名称・日付などを墨書することが多く、それを

収集することのようで、書かれていた御朱印の墨

色と朱色のコントラストが美しく、さっそく太宰

府天満宮オリジナルの御朱印帳を購入しました。

　いままで、神社に行くことは正月の初詣でしか

行くことがなかったが、御朱印を集めるように

なってからは、普段は敬遠しがちな神社に対して、

御朱印を頂く以外に神社の歴史や建造物に関する

ことにも興味を持ったりするようになってきまし

た。

　ドライブをしながら色んな神社を探し、今流行

のパワースポットや近くのおいしい食べ物も食べ

て、有意義な休日の過ごし方を自分なりに見つけ

ました。

　みなさんは、どんな休日を過ごされています

か？

【拝礼の仕方】

（二礼二拍一礼）

手水舎（てみずや）という場所で、
身を清めます。

拝殿前にて最初軽くおじぎをする。

お賽銭を入れ、鈴を鳴らす。

２回深く礼をする。

２回拍手をする。

１回深く礼をする。

最後に軽くおじぎをして退く。

仮00

オピニオン

アジアの将来を見すえて
ユアサ商事㈱　上田弘之

　新年あけましておめでとうございます。
　趣味でよく海外旅行をします。行くたびに、仕
事柄国内と海外の建設業事情の違いなど感じるの
で、今回はそのことについて考えてみました。
　国内では、昨年は大手企業の過去最高益という
新聞記事をよく見かけましたが、ほとんどの企業
は輸出によるもので、円安の為替の影響を受けて
いるものが多く、国内内需は非常に厳しい状況が
続いています。建設業界において、東京オリン
ピック・東北復興・リニア工事など目立つものの
東高西低感を感じずにはいられません。
　平成27年度の全国の建設投資は前年度比
5.5％減の48兆4,600億円（建築投資：10.3％
増、土木投資：11.4％減）の見通しになってい
ます。国内の建設投資は平成4年度の84兆円を
ピークに平成22年度には半減してきました。
　九州地区では平成27年度の平均建設投資は前
年度比13.9％減になる見通しで、全国平均を
8.4％も下回っています。特に福岡県・沖縄県以
外では前年度比を大幅減少し、非常に厳しい状況
が続く見通しです。
　ここ2～3年はアベノミクスにより非常に期待
感を持つことが出来ましたが、昨年末からは政府
が掲げている地方創生を感じることが出来ません。
今後、日本は人口減少していくなか、「衣・食・
住」の産業は頭打ちになるであろうし、新たなイ
ンフラ整備も必要としなくなってくることが予想
されます。
　50年前の日本は第二次ベビーブームの人口増
加によって、この小さな島国で1億人を超え、
「衣・食・住」の産業は自然と成長してきました。
リーマンショック以降、日本経済は海外の動きに
大きく左右されるようになってきたように思われ
ます。
　海外においては、2015～20年の世界全体の
名目GDP年平均成長率は5.4％、アジア全体では
7.3％、ASEANでは8.2％の見通しになっていま
す。
　2015～20年のアジアの主な国の実質GDP年
平均成長率は、日本：0.7％、中国：6.2％、韓
国：3.5％、インド：7.6％です。ASEANの主な
国では、ミャンマー：8.0％、フィリピン：
6.5％、ベトナム：6.1％、インドネシア：
5.7％、マレーシア：4.9％、タイ：3.3％、シ
ンガポール：3.2％の見通しです。（2015年10
月：IMFレポートより）

　そこで、目を向けるべきはアジアの後進国の人
口増加国だと思います。
　今後、生産年齢人口の割合が多くなってくる国
はインド、フィリピンをはじめ、インドネシア、
ベトナム、中国、タイ、シンガポール、韓国が挙
げられ、特にASEAN諸国に目を向けるべきだと
思います。日系企業が多く進出しているタイ、イ
ンドネシア、ベトナム、英語圏のフィリピン、こ
れから注目のミャンマーなど魅力のある国だと思
います。
　先日、バンコクに行く機会があり、バンコク週
報に目を通すと、あるハウスメーカーが工場内の
検査室・ミーティングルーム・事務所など、工場
外ではガードマンハウス・事務所・休憩所などに
ハウスを販売しているとの記事をみました。今後
は特に需要の多い休憩所をユニットハウスでレン
タル対応することを視野に入れているとのことです。
　フィリピンでは人口増加・経済成長に伴って、
コンドミニアムの建設やマニラ湾沿岸の東南アジ
ア最大のカジノ開発、インフラ整備など、またセ
ブでは日本人のリタイアメント向けのホテルコン
ドミニアム・総合施設の建設やコールセンターの
建設など建設ラッシュです。コールセンターは英
語圏の為、世界最大数になっています。
　10年前の建築現場では竹の足場を組んでいま
したが、最近では鋼製足場しか見なくなりました。
重機はキャタピラー・ボルボ・現代（韓国）・三
一（中国製）が多く、発電機・コンプレッサーな
どは非常に古く、ミニバックホーはほとんど見る
ことがありません。
　特にフィリピンはタイに次ぐ親日国で、車はト
ヨタ車が多く日産・ホンダ・三菱とほとんどが日
本車です。日本食ブームでタイのバンコクにも匹
敵します。
　まだアジアの後進国ではレンタルの歴史がなく、
現在進出されている日本企業もありますが、レン
タルのノウハウもって、東南アジアに活躍の場を
向けることにまだまだ未知の可能性を感じます。
　弊社ではドイツとマレーシアに現地法人を置き、
中古販売のYUMAC事業部と共に海外のお客様と
のコンタクトをもっています。東南アジアは2年
前に現地法人を置いたマレーシアより進出してい
ます。今後も趣味と実益を兼ねながら、何か良い
ネタがないかを探しながら、旅行を楽しみたいと
思います。

35



仮00

オピニオン

経営分析セミナーに参加して
国東重販㈱　財前　薫
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外ではガードマンハウス・事務所・休憩所などに
ハウスを販売しているとの記事をみました。今後
は特に需要の多い休憩所をユニットハウスでレン
タル対応することを視野に入れているとのことです。
　フィリピンでは人口増加・経済成長に伴って、
コンドミニアムの建設やマニラ湾沿岸の東南アジ
ア最大のカジノ開発、インフラ整備など、またセ
ブでは日本人のリタイアメント向けのホテルコン
ドミニアム・総合施設の建設やコールセンターの
建設など建設ラッシュです。コールセンターは英
語圏の為、世界最大数になっています。
　10年前の建築現場では竹の足場を組んでいま
したが、最近では鋼製足場しか見なくなりました。
重機はキャタピラー・ボルボ・現代（韓国）・三
一（中国製）が多く、発電機・コンプレッサーな
どは非常に古く、ミニバックホーはほとんど見る
ことがありません。
　特にフィリピンはタイに次ぐ親日国で、車はト
ヨタ車が多く日産・ホンダ・三菱とほとんどが日
本車です。日本食ブームでタイのバンコクにも匹
敵します。
　まだアジアの後進国ではレンタルの歴史がなく、
現在進出されている日本企業もありますが、レン
タルのノウハウもって、東南アジアに活躍の場を
向けることにまだまだ未知の可能性を感じます。
　弊社ではドイツとマレーシアに現地法人を置き、
中古販売のYUMAC事業部と共に海外のお客様と
のコンタクトをもっています。東南アジアは2年
前に現地法人を置いたマレーシアより進出してい
ます。今後も趣味と実益を兼ねながら、何か良い
ネタがないかを探しながら、旅行を楽しみたいと
思います。
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経営分析セミナーに参加して
国東重販㈱　財前　薫

　先日商工会が主催するセミナーに行ってきまし
た。題は「儲かる会社の仕組みづくり!　いまい
ちど基礎から学ぶ『決算書の見方』」。ちょうど会
社の全体会議と時間が重なり、営業成績の悪い私
は、喜んで弟とともに参加する事にしました。
「経営者の息子として、経理の関係も勉強してお
きたい」と許可を求めると、すぐに了承を頂きま
した。私はこの会社が昔から大好きです。
　講師の先生は大分銀行OBの方で、今は新たに
会社を設立され、財務分析や融資関係の本も執筆
していてとても優秀です。落ち着いた話し方にも
かかわらず、声に力強さがあり、夜7時から2時
間の講演でも全く眠くなりませんでした。内容も
とても興味深く、「銀行マンは企業のどこに注目
しているのか」を詳しく教えて頂いたので、大き
く3点のポイントをご紹介しようと思います。
※まずは貸借対照表を見る
　長期安全性を分析するためには、バランスシー
トの自己資本比率・固定長期適合率、短期的な安
定性は流動比率が注目されるとの事。
　自己資本比率とは、純資産÷総資本×100 で
求められますが、30％以上でかなり優良企業と
言われます。普通建機のレンタル業は、莫大な資
産を保有せねばならず、必然的に他業種より数値
が低くなります。業種による違いはありますが、
10％はほしいといわれています。
　固定長期適合率とは、固定資産に投資した資金
の源泉が長期資金でどれだけまかなわれているか
を見るための指標です。固定資産÷（自己資本＋
固定負債）×100 で求められます。
　この比率が低いほど、長期安定性が高いです。
100％以上は固定資産の一部を流動資産で手当
てしている事を意味し、問題があります。多くの
場合は50～80％くらいです。
　流動比率は、「商品の仕入等の際に発生する債
務（買掛金・支払手形）」や「1年以内に返済し
なければならない短期借入金」の支払いに充てる
ことのできる流動資産（1年以内に現金化できる
資産）がどのくらいあるのかをみる経営指標です。
100％以上なければ安全性は厳しいとみます。

130%以上で良好です。
　上記比率の推移を年度ごとにみれば、支払い能
力の移り変わりも分かりやすくなります。この
長・短期的な安定性は、銀行としても一番に注目
しているようです。「決算書をみて3分で企業の
概要を理解し、気の利いたセリフの一つも出ない
といかん」と先生もはなしておりました。
※キャッシュ・フロー経営を意識しているか
　業種によっては、運転資金があまり必要ない場
合もあります。例えば売掛金・棚卸資産が少額の
飲食業が代表的です。しかし建機のレンタル業は、
売掛金・受取手形、固定資産等の関係から莫大な
運転資金が必要になります。キャッシュ・フロー
経営とは、利益以外にも現金収支を重視した経営
管理を行い、会社が実際に使えるお金をどうやっ
て増やすか考える経営です。毎期キャッシュ・フ
ロー計算書を作り、銀行に提出できるようであれ
ば、信用力・信頼関係が良くなるそうです。
※会社の将来に備えているのか?
　中小企業のライフサイクルは、一般的に30年
で一つの節目を迎えると言われています。30～
40歳で起業した経営者が30年経ち、体力的にも
業績を上げ続ける事が難しくなるのが代表的な例
です。（断っておきますが、あくまで一般的な話
としてです。弊社の社長は会社内でもいまだに
トップクラスのバイタリティがあります。）
　そうなると世代交代という大イベントが発生し、
少なからずうまくいかない企業も出てきます。
　銀行はこの企業の将来性に非常に興味を持って
います。そもそも安定した経営基盤を引き継ぐ2
代目・3代目は、一から会社を興す企業家よりも
ローリスクです。組織の活性化、経営革新が起こ
れば、これからもよい顧客となり続けます。

　以上「決算書の内容」・「資金繰り管理」・「企業
の将来性」は銀行にとって、まず注目すべき大き
な指標となるようです。日頃、銀行員の方と話す
機会の少ない私にとって、「こんな風に企業を見
ているんだな」と大変勉強になりました。
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「休日の過ごし方した」
三光クボタ建機㈱　青木浩二

　毎週の休みや季節ごとの連休の過ごし方が子供

が小さい頃は、キャンプや釣り、旅行と子供中心

で休日を計画し、自分なりに楽しんでいたが子供

の成長と共に休日の過ごし方が変わってきました。

　中年の今、しっかりとした休養もしたいし、で

も家で仕事の疲れを癒やしたくて昼ごろまで寝て

いると何にもしなかったともったいない気持ちに

なっても時間は戻ってこない。

　会社でも、同僚に休日は何をすると聞いて

も・・・で終わる。結局みんな何をしているのだ

ろう。

　ゴルフやランニング、スポーツはしないし、釣

りや読書・映画鑑賞・温泉 etc

　趣味がないと思いつつ今年の正月、子供の合格

祈願のお参りに福岡の太宰府天満宮に行くことに

なり、合格祈願が終わりお守りを買うところで、

御朱印帳なるものが目に入ってきました。

　御朱印とは、神社や寺院が実施している参拝者

向けの押印で、僧侶や神職が寺院・神社やご本尊

の名称・日付などを墨書することが多く、それを

収集することのようで、書かれていた御朱印の墨

色と朱色のコントラストが美しく、さっそく太宰

府天満宮オリジナルの御朱印帳を購入しました。

　いままで、神社に行くことは正月の初詣でしか

行くことがなかったが、御朱印を集めるように

なってからは、普段は敬遠しがちな神社に対して、

御朱印を頂く以外に神社の歴史や建造物に関する

ことにも興味を持ったりするようになってきまし

た。

　ドライブをしながら色んな神社を探し、今流行

のパワースポットや近くのおいしい食べ物も食べ

て、有意義な休日の過ごし方を自分なりに見つけ

ました。

　みなさんは、どんな休日を過ごされています

か？

【拝礼の仕方】

（二礼二拍一礼）

手水舎（てみずや）という場所で、
身を清めます。

拝殿前にて最初軽くおじぎをする。

お賽銭を入れ、鈴を鳴らす。

２回深く礼をする。

２回拍手をする。

１回深く礼をする。

最後に軽くおじぎをして退く。
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アジアの将来を見すえて
ユアサ商事㈱　上田弘之

　新年あけましておめでとうございます。
　趣味でよく海外旅行をします。行くたびに、仕
事柄国内と海外の建設業事情の違いなど感じるの
で、今回はそのことについて考えてみました。
　国内では、昨年は大手企業の過去最高益という
新聞記事をよく見かけましたが、ほとんどの企業
は輸出によるもので、円安の為替の影響を受けて
いるものが多く、国内内需は非常に厳しい状況が
続いています。建設業界において、東京オリン
ピック・東北復興・リニア工事など目立つものの
東高西低感を感じずにはいられません。
　平成27年度の全国の建設投資は前年度比
5.5％減の48兆4,600億円（建築投資：10.3％
増、土木投資：11.4％減）の見通しになってい
ます。国内の建設投資は平成4年度の84兆円を
ピークに平成22年度には半減してきました。
　九州地区では平成27年度の平均建設投資は前
年度比13.9％減になる見通しで、全国平均を
8.4％も下回っています。特に福岡県・沖縄県以
外では前年度比を大幅減少し、非常に厳しい状況
が続く見通しです。
　ここ2～3年はアベノミクスにより非常に期待
感を持つことが出来ましたが、昨年末からは政府
が掲げている地方創生を感じることが出来ません。
今後、日本は人口減少していくなか、「衣・食・
住」の産業は頭打ちになるであろうし、新たなイ
ンフラ整備も必要としなくなってくることが予想
されます。
　50年前の日本は第二次ベビーブームの人口増
加によって、この小さな島国で1億人を超え、
「衣・食・住」の産業は自然と成長してきました。
リーマンショック以降、日本経済は海外の動きに
大きく左右されるようになってきたように思われ
ます。
　海外においては、2015～20年の世界全体の
名目GDP年平均成長率は5.4％、アジア全体では
7.3％、ASEANでは8.2％の見通しになっていま
す。
　2015～20年のアジアの主な国の実質GDP年
平均成長率は、日本：0.7％、中国：6.2％、韓
国：3.5％、インド：7.6％です。ASEANの主な
国では、ミャンマー：8.0％、フィリピン：
6.5％、ベトナム：6.1％、インドネシア：
5.7％、マレーシア：4.9％、タイ：3.3％、シ
ンガポール：3.2％の見通しです。（2015年10
月：IMFレポートより）

　そこで、目を向けるべきはアジアの後進国の人
口増加国だと思います。
　今後、生産年齢人口の割合が多くなってくる国
はインド、フィリピンをはじめ、インドネシア、
ベトナム、中国、タイ、シンガポール、韓国が挙
げられ、特にASEAN諸国に目を向けるべきだと
思います。日系企業が多く進出しているタイ、イ
ンドネシア、ベトナム、英語圏のフィリピン、こ
れから注目のミャンマーなど魅力のある国だと思
います。
　先日、バンコクに行く機会があり、バンコク週
報に目を通すと、あるハウスメーカーが工場内の
検査室・ミーティングルーム・事務所など、工場
外ではガードマンハウス・事務所・休憩所などに
ハウスを販売しているとの記事をみました。今後
は特に需要の多い休憩所をユニットハウスでレン
タル対応することを視野に入れているとのことです。
　フィリピンでは人口増加・経済成長に伴って、
コンドミニアムの建設やマニラ湾沿岸の東南アジ
ア最大のカジノ開発、インフラ整備など、またセ
ブでは日本人のリタイアメント向けのホテルコン
ドミニアム・総合施設の建設やコールセンターの
建設など建設ラッシュです。コールセンターは英
語圏の為、世界最大数になっています。
　10年前の建築現場では竹の足場を組んでいま
したが、最近では鋼製足場しか見なくなりました。
重機はキャタピラー・ボルボ・現代（韓国）・三
一（中国製）が多く、発電機・コンプレッサーな
どは非常に古く、ミニバックホーはほとんど見る
ことがありません。
　特にフィリピンはタイに次ぐ親日国で、車はト
ヨタ車が多く日産・ホンダ・三菱とほとんどが日
本車です。日本食ブームでタイのバンコクにも匹
敵します。
　まだアジアの後進国ではレンタルの歴史がなく、
現在進出されている日本企業もありますが、レン
タルのノウハウもって、東南アジアに活躍の場を
向けることにまだまだ未知の可能性を感じます。
　弊社ではドイツとマレーシアに現地法人を置き、
中古販売のYUMAC事業部と共に海外のお客様と
のコンタクトをもっています。東南アジアは2年
前に現地法人を置いたマレーシアより進出してい
ます。今後も趣味と実益を兼ねながら、何か良い
ネタがないかを探しながら、旅行を楽しみたいと
思います。
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　韓国政府は中東呼吸器症候群（MERS）の終

息を事実上宣言した。　発生から約３カ月、患

者数は186人に達し、うち36人が亡くなった。

　衛生状態が悪くない韓国で、感染がここまで

広がったのはなぜか？　背景を探ると、安全や

安心よりも実利を優先してきた韓国社会の病巣

が見られる。（８月19日 日本経済新聞朝刊）

1．MERS（中東呼吸器症候群）とは
　中東のアラビア半島をはじめとする中東地域

で見られる病気です。2012年に初めて確認され

たウィルスです。

　日本では、現在のところまだMERSの患者が

発生したことはありません。しかし、中東地区

に滞在中、感染した人が帰国してから発症する

例がアメリカ、ヨ－ロッパ、アジア、北アフリ

カなどで見られていますので、日本も注意が必

要です。

2．MERSの原因となるコロナウィルスとは
　このウィルスの感染経路は、正確にはわかっ

ていませんが、ヒトコブラクダが感染源の一つ

だと考えられています。ヒトコブラクダとの接

触がない人への感染も多く見られますが、人か

ら人への感染は患者から医療従事者・患者の家

族などに限定されていると考えられています。

　現在、韓国でMERSの患者が確認されていま

すが、WTOの報道官は、現時点では感染力に変

化はないとしています。

　ところで【MERS】という名前を聞いて、

2003年に世界中で大流行した【SARS】（サ―ズ）

（重症呼吸器症候群）を思い浮かべる人がいると

思われますが、実はSARSの原因となった病原

体は、MERSと同じコロナウィルスの中間なの

です。

　ただし、この二つはあくまでも違う病気です。

遠縁のようなものと考えれば良いかと思います。

3．MERSの症状
　MERSの患者に表れる主な症状は、発熱、せ

き、息切れなどの急性かつ重症な呼吸器症状で

す。下痢など消化器の症状を伴う患者も多くい

ます。また、腎不全の症状が出る場合もありま

す。

　MERSコロナウィルスに感染しても、軽症で

済む又は症状が現れないという人もいます。一

方で、高齢者や基礎疾患がある人（糖尿病・慢

性肺疾患・免疫不全など）は、重症化しやすい

傾向があります。

4．MERSの治療法
　MERSに対する特別な治療法は今のところ見

つかっていません。予防のためのワクチンもま

だありません。それぞれの症状に応じて、対処

療法を行うこととなります。そのため、早めの

治療がとても重要です。

5．MERSの感染を防ぐには
①基本的な衛生対策を怠らないこと

　イ．加熱していない肉は食べないこと

　ロ．不衛生な環境での食品摂取を避けること

　ハ．野菜・果実は清潔な水で洗うこと

　ニ．野生動物や農場の動物に不用意に触れな

　　いこと

　ホ．ラクダとの接触を避け、ラクダの周辺に

　　いるときは、石鹸などで手を丁寧に洗うこ

　　と

　へ．未殺菌のラクダの乳は飲まないこと

などに気をつけるよう心がけること。

　ラクダは威嚇行動でツバを吐きます。接触が

なくても近くに行ったときは消毒するようにし

て下さい。

②症状のある人との濃厚な接触を避けること

　MERSウィルスの正確な感染源が分かってい

ませんので、家族や医療従事者などに接触する

ことなどで感染することがあります。呼吸器感

染を防ぐためにも咳やくしゃみなどの症状があ

る人との接触は避けるようにしましょう。

③体調不良が見られたらすぐに医療機関にかか

　ること

　中東地区に滞在中に咳やくしゃみなどの症状

が現れた場合、他の人との接触を出来るだけ避

け、咳に対するエチケットを守って下さい。

　イ．マスクを着用する

　ロ．咳やくしゃみをするときは、口を押さえ

　　るか、他の人から顔をそむける。

　ハ．使用済みのティッシュぺ－パ－などは、

　　ゴミ箱に捨て、必ず、手を洗うこと

　帰国後に何らかの症状が見られたら、すぐに

空港などの検疫所に相談して下さい。帰国後14

日以内に症状が現れた場合、受診する医療機関

に事前に連絡を入れ、中東地区に滞在していた

ことを必ず伝えること。症状がある間は、前述

の咳エチケットを守ってください。日本政府が

行っている対策については、インタ－ネットで

確認して下さい。

6．最後に
　現在、世界で1,000人以上確認されている

MERS。近隣の韓国での感染に不安を感じてい

る人も多いと思います。ただ、不安になるので

はなく、正しい知識を身につけ、どうしたら感

染を防げるかを考えることが大切です。

※出典・・・日本経済新聞ほか

健康
一口メモ MERS（中東　　呼吸器症候群）
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　韓国政府は中東呼吸器症候群（MERS）の終

息を事実上宣言した。　発生から約３カ月、患

者数は186人に達し、うち36人が亡くなった。

　衛生状態が悪くない韓国で、感染がここまで

広がったのはなぜか？　背景を探ると、安全や

安心よりも実利を優先してきた韓国社会の病巣

が見られる。（８月19日 日本経済新聞朝刊）

1．MERS（中東呼吸器症候群）とは
　中東のアラビア半島をはじめとする中東地域

で見られる病気です。2012年に初めて確認され

たウィルスです。

　日本では、現在のところまだMERSの患者が

発生したことはありません。しかし、中東地区

に滞在中、感染した人が帰国してから発症する

例がアメリカ、ヨ－ロッパ、アジア、北アフリ

カなどで見られていますので、日本も注意が必

要です。

2．MERSの原因となるコロナウィルスとは
　このウィルスの感染経路は、正確にはわかっ

ていませんが、ヒトコブラクダが感染源の一つ

だと考えられています。ヒトコブラクダとの接

触がない人への感染も多く見られますが、人か

ら人への感染は患者から医療従事者・患者の家

族などに限定されていると考えられています。

　現在、韓国でMERSの患者が確認されていま

すが、WTOの報道官は、現時点では感染力に変

化はないとしています。

　ところで【MERS】という名前を聞いて、

2003年に世界中で大流行した【SARS】（サ―ズ）

（重症呼吸器症候群）を思い浮かべる人がいると

思われますが、実はSARSの原因となった病原

体は、MERSと同じコロナウィルスの中間なの

です。

　ただし、この二つはあくまでも違う病気です。

遠縁のようなものと考えれば良いかと思います。

3．MERSの症状
　MERSの患者に表れる主な症状は、発熱、せ

き、息切れなどの急性かつ重症な呼吸器症状で

す。下痢など消化器の症状を伴う患者も多くい

ます。また、腎不全の症状が出る場合もありま

す。

　MERSコロナウィルスに感染しても、軽症で

済む又は症状が現れないという人もいます。一

方で、高齢者や基礎疾患がある人（糖尿病・慢

性肺疾患・免疫不全など）は、重症化しやすい

傾向があります。

4．MERSの治療法
　MERSに対する特別な治療法は今のところ見

つかっていません。予防のためのワクチンもま

だありません。それぞれの症状に応じて、対処

療法を行うこととなります。そのため、早めの

治療がとても重要です。

5．MERSの感染を防ぐには
①基本的な衛生対策を怠らないこと

　イ．加熱していない肉は食べないこと

　ロ．不衛生な環境での食品摂取を避けること

　ハ．野菜・果実は清潔な水で洗うこと

　ニ．野生動物や農場の動物に不用意に触れな

　　いこと

　ホ．ラクダとの接触を避け、ラクダの周辺に

　　いるときは、石鹸などで手を丁寧に洗うこ

　　と

　へ．未殺菌のラクダの乳は飲まないこと

などに気をつけるよう心がけること。

　ラクダは威嚇行動でツバを吐きます。接触が

なくても近くに行ったときは消毒するようにし

て下さい。

②症状のある人との濃厚な接触を避けること

　MERSウィルスの正確な感染源が分かってい

ませんので、家族や医療従事者などに接触する

ことなどで感染することがあります。呼吸器感

染を防ぐためにも咳やくしゃみなどの症状があ

る人との接触は避けるようにしましょう。

③体調不良が見られたらすぐに医療機関にかか

　ること

　中東地区に滞在中に咳やくしゃみなどの症状

が現れた場合、他の人との接触を出来るだけ避

け、咳に対するエチケットを守って下さい。

　イ．マスクを着用する

　ロ．咳やくしゃみをするときは、口を押さえ

　　るか、他の人から顔をそむける。

　ハ．使用済みのティッシュぺ－パ－などは、

　　ゴミ箱に捨て、必ず、手を洗うこと

　帰国後に何らかの症状が見られたら、すぐに

空港などの検疫所に相談して下さい。帰国後14

日以内に症状が現れた場合、受診する医療機関

に事前に連絡を入れ、中東地区に滞在していた

ことを必ず伝えること。症状がある間は、前述

の咳エチケットを守ってください。日本政府が

行っている対策については、インタ－ネットで

確認して下さい。

6．最後に
　現在、世界で1,000人以上確認されている

MERS。近隣の韓国での感染に不安を感じてい

る人も多いと思います。ただ、不安になるので

はなく、正しい知識を身につけ、どうしたら感

染を防げるかを考えることが大切です。

※出典・・・日本経済新聞ほか

健康
一口メモ MERS（中東　　呼吸器症候群）
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■訃報

会 員 消 息 （平成27年1月～平成27年12月末）

（敬称略）

〔正会員〕

94032　㈱レ・デ・モ 代表取締役　谷川　啓介

　　　　　　（Ｈ27.2.1入会） 〒861-0553　熊本県山鹿市石1403

 TEL 0968-42-1238　FAX 0968-44-7227

〔賛助会員〕

　　　 　㈱生産技術パートナーズ 代表取締役社長　阿部　　進

　　　　　　（Ｈ27.5.20入会） 〒100-0014　東京都千代田区永田町2-14-2

 TEL 03-6206-6441　FAX 03-6206-1176

〔正会員〕

92001　㈱ソクト 新代表　代表取締役社長　内田　芳治

94027　㈱ワタナベ 新代表　代表取締役　渡邉　洋一

91064　コマツレンタル㈱ 新代表　営業部長　村上　数哉

91082　長浜産業㈱ 新代表　所長　平田　欣也

91041　㈱レックス 新住所　〒830-1221　福岡県三井郡大刀洗町大字高樋
 　　　　　　　　　　　 2222-7

91072　㈱日商機械　福岡リースセンター 新代表　所長　神﨑　栄豪

《入会》

《商号・住所・人事》

〔賛助会員〕

　　　　伊藤忠建機㈱　 新代表　福岡支店長　青野　竜司

　　　　AIU損害保険㈱ 新代表　本部長兼福岡支店長　福島　法郎

　　　　西日本コベルコ建機㈱ 新代表　九州支社長　福岡　勝人

　　　　デンヨー㈱　西日本営業部 新代表　九州営業所長　福永　隆

　　　　㈱日立建機カミーノ 新代表　九州営業所長　山根　貴之

　　　　丸紅セーフネット㈱ 新代表　九州支店長　野澤　裕次郎

〔正会員〕
92006　㈱ユース　Ｈ27.4.1（佐賀県支部）　～建機レンタル業廃業

〔賛助会員〕
　　　　退会ナシ

《退会》

●大分県支部会員
　　㈲雑賀リース　代表取締役社長　織戸　剛殿の御尊父　荒人様（89歳）
　　平成27年1月15日　ご逝去になられました。
●熊本県支部会員
　　㈱ワタナベ　代表取締役社長　渡邉　洋殿（68歳）
　　平成27年2月20日　ご逝去になられました。
●福岡県支部会員
　　㈱ニシケン　代表取締役会長　水田明義殿のご令室　洋子様（71歳）
　　平成27年4月12日　ご逝去になられました。
●賛助会員
　　㈱サニーハウス　代表取締役　横山　裕殿のご令室　いく子様（63歳）
　　平成27年9月13日　ご逝去になられました。

　　　　　　　謹んでご冥福をお祈り申し上げます　　　　合掌

※お願い　変更事項は協会ホームページ修正のため必ず事務局までご連絡ください。
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※お願い　変更事項は協会ホームページ修正のため必ず事務局までご連絡ください。
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二
人
の
文
豪

仮00 仮00

佐
藤
末
喜

昭
和
16
年
生

日
新
火
災
海
上
保
険（
株
）を
常
務

取
締
役
で
退
任
、平
成
12
年
か
ら
郷

里
大
分
に
永
住
、無
農
薬
野
菜
の
栽

培
の
傍
ら
地
方
史
の
研
究
が
趣
味
。

　
小
倉
に
出
た
つ
い
で
に
松
本
清
張
記
念
館
に
行
っ
た
。
小
倉
城
址
公
園

の
一
隅
に
立
つ
館
は
低
層
の
瓦
葺
き
の
大
屋
根
が
連
な
り
、
静
か
な
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
入
館
し
て
す
ぐ
目
に
入
る
約
七
〇
〇
冊
の
著
書

を
並
べ
た
巨
大
な
パ
ネ
ル
や
、
清
張
の
生
涯
の
年
譜
や
当
時
の
ニ
ュ
ー
ス

映
像
等
で
構
成
す
る
長
さ
二
十
二
㎡
の
巨
大
な
年
表
も
迫
力
十
分
。
東

京
・
杉
並
の
自
宅
を
忠
実
に
再
現
し
た
、
書
斎
・
書
庫
・
応
接
間
な
ど
の

展
示
物
、
中
で
も
そ
の
蔵
書
の
量
に
驚
か
さ
れ
る
。
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
に
な
っ
た
作
品
の
映
像
ホ
ー
ル
も
見
ご
た
え
が
あ
る
。
そ
の
日
は
特
別

企
画
展
「
眩
人
│
松
本
清
張
と
東
西
文
化
交
流
」
を
や
っ
て
い
た
。
作
家

と
し
て
は
異
例
の
四
二
歳
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
、
現
役
の
ま
ま
八
二
歳
で
没

す
る
ま
で
、
絶
え
間
な
い
努
力
が
天
稟
を
開
花
さ
せ
て
清
張
を
、
戦
後
の

日
本
文
学
の
巨
人
た
ら
し
め
た
。
清
張
の
出
生
地
を
小
倉
と
す
る
も
の
が

多
い
が
、
彼
自
身
は
「
広
島
で
生
ま
れ
、
出
生
届
は
小
倉
で
出
し
た
」
と

述
べ
て
い
る
。
家
が
貧
し
か
っ
た
の
で
上
級
学
校
へ
は
行
け
ず
、
高
等
小

学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
給
仕
と
し
て
就
職
、
以
後
幾
多
の
辛
酸
を
な
め

て
よ
う
や
く
二
八
歳
に
な
っ
て
朝
日
新
聞
西
部
本
社
の
広
告
部
社
員
に
な

る
こ
と
が
出
来
た
。
苦
し
い
生
活
は
依
然
と
し
て
続
く
が
、
こ
の
苦
難
に

満
ち
た
小
倉
で
の
体
験
が
清
張
作
品
の
根
底
に
あ
る
。
八
歳
か
ら
四
四
歳

ま
で
を
過
ご
し
た
小
倉
は
清
張
に
と
っ
て
ま
さ
に
原
点
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。

　
明
治
三
十
一
年
日
清
戦
争
後
に
新
設
さ
れ
た
六
師
団
の
一
つ
と
し
て
、

小
倉
に
第
十
二
師
団
の
司
令
部
が
お
か
れ
た
。
小
倉
城
址
公
園
の
中
に
当

時
の
正
門
跡
が
あ
り
、
建
物
の
あ
っ
た
付
近
に
は
「
第
十
二
師
団
司
令
部

跡
」
の
碑
が
あ
る
。
清
張
記
念
館
と
は
目
と
鼻
の
距
離
で
あ
る
。

　
明
治
三
十
二
年
、
陸
軍
第
十
二
師
団
の
軍
医
部
長
と
し
て
赴
任
し
て
き

た
森
鴎
外
は
、
小
倉
に
在
住
し
た
約
三
年
間
に
通
称
小
倉
日
記
と
呼
ば
れ

る
日
記
を
つ
け
て
い
た
。
小
倉
日
記
の
中
に
は
、
小
倉
に
い
た
時
の
鴎
外

の
様
子
や
、
当
時
の
小
倉
の
人
々
の
生
活
の
様
子
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い

る
。
ま
た
「
独
身
」
や
「
鶏
」
な
ど
の
作
品
は
、
鴎
外
の
小
倉
時
代
が
モ

デ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
森
鴎
外
と
い
え
ば
、
東
京
大
学
医
学
部
卒
、
軍
医

総
監
に
ま
で
上
り
詰
め
た
超
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
文
学
の
上
で
は
夏
目
漱

石
と
並
び
称
さ
れ
る
明
治
の
文
豪
で
あ
る
。
学
歴
も
な
く
、
下
積
み
の
世

界
に
長
ら
く
苦
労
す
る
貧
し
い
青
年
に
と
っ
て
鴎
外
は
ま
さ
に
憧
れ
で
あ

り
高
嶺
の
花
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
清
張
は
地
元
小
倉
を
舞
台
に
、
こ
の
小
倉
日
記
の
行
方
を
探
す
こ
と
に

生
涯
を
さ
さ
げ
た
田
上
耕
作
と
い
う
実
在
の
人
物
を
主
人
公
と
し
て
描
い

た
「
或
る
小
倉
日
記
伝
」
で
第
二
八
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
。
清
張
四
二

歳
、
昭
和
二
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
受
賞
を
期
に
上
京
、
し
ば
ら
く

は
朝
日
新
聞
社
に
勤
め
な
が
ら
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
き　
続
け
る
が
、
井

上
靖
に
勧
め
ら
れ
て
、
昭
和
三
一
年
専
業
作
家
と
し
て
歩
み
始
め
た
清
張

に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。
エ
ッ
セ
イ
や
対
談
な
ど
を
読
ん
で

み
た
感
想
で
あ
る
が
、
清
張
は
漱
石
よ
り
も
鴎
外
を
、
芥
川
竜
之
介
よ
り

も
菊
池
寛
を
、
よ
り
親
し
く
関
心
深
く
見
て
い
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ

れ
る
。

　
清
張
は
森
鴎
外
に
つ
い
て
「
歴
史
小
説
を
書
こ
う
と
し
て
、
お
手
本
と

し
て
鴎
外
に
関
心
を
持
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
鴎
外
の
思
想
や
文
学
に

共
感
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
文
体
を
好
個
の
手
本
と
思
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
偶
々
田
上
耕
作
の
こ
と
を
知
っ
て
小
説
化
し
た
が
、
別
に
鴎

外
に
私
淑
し
た
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。」
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し

清
張
の
鴎
外
に
対
す
る
思
い
は
そ
ん
な
淡
い
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と

筆
者
は
思
う
。
鴎
外
が
代
表
作
「
澁
江
抽
斎
」
な
ど
の
歴
史
小
説
の
制
作

過
程
で
み
せ
た
物
事
へ
の
執
拗
な
追
究
の
姿
勢
、
あ
く
ま
で
自
分
で
調
べ

る
態
度
を
清
張
は
学
び
、
身
に
つ
け
た
の
で
あ
る
。
清
張
の
一
番
最
後
に

出
版
さ
れ
た
作
品
は
「
両
像
・
森
鴎
外
」
で
あ
る
。
当
初
は
「
二
医
官

傳
」
と
い
う
題
で
雑
誌
「
文
芸
春
秋
」
に
七
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た

も
の
を
加
筆
改
題
し
た
も
の
で
あ
る
。
清
張
の
長
年
に
わ
た
る
膨
大
な
著

作
の
締
め
く
く
り
が
、
鴎
外
の
評
伝
で
あ
っ
た
こ
と
は
単
な
る
偶
然
で
は

な
い
。
出
世
作
と
な
っ
た
の
は
鴎
外
の
小
倉
日
記
に
か
か
わ
る
「
或
る
小

倉
日
記
伝
」
で
あ
り
、
清
張
は
デ
ビ
ユ
ー
の
こ
ろ
か
ら
鴎
外
を
強
く
意
識

し
深
い
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
清
張
の
研
究
者
た
ち
が
最

も
疑
問
に
思
う
こ
と
は
、
な
ぜ
鴎
外
に
そ
ん
な
に
深
い
関
心
を
持
ち
続
け

た
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
ら
し
い
が
、
解
明
は
さ
れ
て
い
な
い
。
と
も
あ

れ
ま
さ
に
鴎
外
に
始
ま
り
鴎
外
で
終
わ
る
作
家
生
活
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
小
倉
と
い
う
地
方
都
市
を
舞
台
に
、
二
人
の
文
豪
の
時
空
を
超
え
た

め
ぐ
り
あ
い
は
天
の
配
剤
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

平
成
四
年
八
月
、
千
名
を
超
す
献
花
者
が
参
列
し
た
昭
和
の
文
豪
の

「
お
別
れ
会
」
で
長
男
陽
一
氏
は
、「
あ
る
雑
誌
に
松
本
清
張
は
天
才
で
あ

る
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
父
は
天
才
で
は
な
く
、
努
力
の
人

で
し
た
。
あ
え
て
天
才
と
い
う
言
葉
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
な
ら
、
父
は

努
力
の
天
才
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
て
い
る
。
「
努
力
の
天

才
」
と
は
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。

随
筆
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の
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醸
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マ
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の
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清
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清
張
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出
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、
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の
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が
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は
目
と
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の
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。
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の
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と
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は
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に
は
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時
の
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や
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書
か
れ
て
い

る
。
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に
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え
ば
、
東
京
大
学
医
学
部
卒
、
軍
医

総
監
に
ま
で
上
り
詰
め
た
超
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
文
学
の
上
で
は
夏
目
漱

石
と
並
び
称
さ
れ
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台
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、
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の
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を
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と
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る
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記
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第
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を
受
賞
し
た
。
清
張
四
二

歳
、
昭
和
二
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
受
賞
を
期
に
上
京
、
し
ば
ら
く

は
朝
日
新
聞
社
に
勤
め
な
が
ら
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
き　
続
け
る
が
、
井

上
靖
に
勧
め
ら
れ
て
、
昭
和
三
一
年
専
業
作
家
と
し
て
歩
み
始
め
た
清
張

に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。
エ
ッ
セ
イ
や
対
談
な
ど
を
読
ん
で

み
た
感
想
で
あ
る
が
、
清
張
は
漱
石
よ
り
も
鴎
外
を
、
芥
川
竜
之
介
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史
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あ
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、
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外
に
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淑
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た
か
ら
と
い
う
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け
で
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い
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と
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る
。
し
か
し

清
張
の
鴎
外
に
対
す
る
思
い
は
そ
ん
な
淡
い
も
の
で
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な
い
で
あ
ろ
う
と
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者
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表
作
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史
小
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追
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の
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、
あ
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ま
で
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を
清
張
は
学
び
、
身
に
つ
け
た
の
で
あ
る
。
清
張
の
一
番
最
後
に

出
版
さ
れ
た
作
品
は
「
両
像
・
森
鴎
外
」
で
あ
る
。
当
初
は
「
二
医
官

傳
」
と
い
う
題
で
雑
誌
「
文
芸
春
秋
」
に
七
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た

も
の
を
加
筆
改
題
し
た
も
の
で
あ
る
。
清
張
の
長
年
に
わ
た
る
膨
大
な
著

作
の
締
め
く
く
り
が
、
鴎
外
の
評
伝
で
あ
っ
た
こ
と
は
単
な
る
偶
然
で
は

な
い
。
出
世
作
と
な
っ
た
の
は
鴎
外
の
小
倉
日
記
に
か
か
わ
る
「
或
る
小

倉
日
記
伝
」
で
あ
り
、
清
張
は
デ
ビ
ユ
ー
の
こ
ろ
か
ら
鴎
外
を
強
く
意
識

し
深
い
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
清
張
の
研
究
者
た
ち
が
最

も
疑
問
に
思
う
こ
と
は
、
な
ぜ
鴎
外
に
そ
ん
な
に
深
い
関
心
を
持
ち
続
け

た
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
ら
し
い
が
、
解
明
は
さ
れ
て
い
な
い
。
と
も
あ

れ
ま
さ
に
鴎
外
に
始
ま
り
鴎
外
で
終
わ
る
作
家
生
活
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
小
倉
と
い
う
地
方
都
市
を
舞
台
に
、
二
人
の
文
豪
の
時
空
を
超
え
た

め
ぐ
り
あ
い
は
天
の
配
剤
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

平
成
四
年
八
月
、
千
名
を
超
す
献
花
者
が
参
列
し
た
昭
和
の
文
豪
の

「
お
別
れ
会
」
で
長
男
陽
一
氏
は
、「
あ
る
雑
誌
に
松
本
清
張
は
天
才
で
あ

る
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
父
は
天
才
で
は
な
く
、
努
力
の
人

で
し
た
。
あ
え
て
天
才
と
い
う
言
葉
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
な
ら
、
父
は

努
力
の
天
才
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
て
い
る
。
「
努
力
の
天

才
」
と
は
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。

随
筆

二
人
の
文
豪

仮00 仮00

佐
藤
末
喜

昭
和
16
年
生

日
新
火
災
海
上
保
険（
株
）を
常
務

取
締
役
で
退
任
、平
成
12
年
か
ら
郷

里
大
分
に
永
住
、無
農
薬
野
菜
の
栽

培
の
傍
ら
地
方
史
の
研
究
が
趣
味
。

　
小
倉
に
出
た
つ
い
で
に
松
本
清
張
記
念
館
に
行
っ
た
。
小
倉
城
址
公
園

の
一
隅
に
立
つ
館
は
低
層
の
瓦
葺
き
の
大
屋
根
が
連
な
り
、
静
か
な
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
入
館
し
て
す
ぐ
目
に
入
る
約
七
〇
〇
冊
の
著
書

を
並
べ
た
巨
大
な
パ
ネ
ル
や
、
清
張
の
生
涯
の
年
譜
や
当
時
の
ニ
ュ
ー
ス

映
像
等
で
構
成
す
る
長
さ
二
十
二
㎡
の
巨
大
な
年
表
も
迫
力
十
分
。
東

京
・
杉
並
の
自
宅
を
忠
実
に
再
現
し
た
、
書
斎
・
書
庫
・
応
接
間
な
ど
の

展
示
物
、
中
で
も
そ
の
蔵
書
の
量
に
驚
か
さ
れ
る
。
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
に
な
っ
た
作
品
の
映
像
ホ
ー
ル
も
見
ご
た
え
が
あ
る
。
そ
の
日
は
特
別

企
画
展
「
眩
人
│
松
本
清
張
と
東
西
文
化
交
流
」
を
や
っ
て
い
た
。
作
家

と
し
て
は
異
例
の
四
二
歳
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
、
現
役
の
ま
ま
八
二
歳
で
没

す
る
ま
で
、
絶
え
間
な
い
努
力
が
天
稟
を
開
花
さ
せ
て
清
張
を
、
戦
後
の

日
本
文
学
の
巨
人
た
ら
し
め
た
。
清
張
の
出
生
地
を
小
倉
と
す
る
も
の
が

多
い
が
、
彼
自
身
は
「
広
島
で
生
ま
れ
、
出
生
届
は
小
倉
で
出
し
た
」
と

述
べ
て
い
る
。
家
が
貧
し
か
っ
た
の
で
上
級
学
校
へ
は
行
け
ず
、
高
等
小

学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
給
仕
と
し
て
就
職
、
以
後
幾
多
の
辛
酸
を
な
め

て
よ
う
や
く
二
八
歳
に
な
っ
て
朝
日
新
聞
西
部
本
社
の
広
告
部
社
員
に
な

る
こ
と
が
出
来
た
。
苦
し
い
生
活
は
依
然
と
し
て
続
く
が
、
こ
の
苦
難
に

満
ち
た
小
倉
で
の
体
験
が
清
張
作
品
の
根
底
に
あ
る
。
八
歳
か
ら
四
四
歳

ま
で
を
過
ご
し
た
小
倉
は
清
張
に
と
っ
て
ま
さ
に
原
点
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。

　
明
治
三
十
一
年
日
清
戦
争
後
に
新
設
さ
れ
た
六
師
団
の
一
つ
と
し
て
、

小
倉
に
第
十
二
師
団
の
司
令
部
が
お
か
れ
た
。
小
倉
城
址
公
園
の
中
に
当

時
の
正
門
跡
が
あ
り
、
建
物
の
あ
っ
た
付
近
に
は
「
第
十
二
師
団
司
令
部

跡
」
の
碑
が
あ
る
。
清
張
記
念
館
と
は
目
と
鼻
の
距
離
で
あ
る
。

　
明
治
三
十
二
年
、
陸
軍
第
十
二
師
団
の
軍
医
部
長
と
し
て
赴
任
し
て
き

た
森
鴎
外
は
、
小
倉
に
在
住
し
た
約
三
年
間
に
通
称
小
倉
日
記
と
呼
ば
れ

る
日
記
を
つ
け
て
い
た
。
小
倉
日
記
の
中
に
は
、
小
倉
に
い
た
時
の
鴎
外

の
様
子
や
、
当
時
の
小
倉
の
人
々
の
生
活
の
様
子
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い

る
。
ま
た
「
独
身
」
や
「
鶏
」
な
ど
の
作
品
は
、
鴎
外
の
小
倉
時
代
が
モ

デ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
森
鴎
外
と
い
え
ば
、
東
京
大
学
医
学
部
卒
、
軍
医

総
監
に
ま
で
上
り
詰
め
た
超
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
文
学
の
上
で
は
夏
目
漱

石
と
並
び
称
さ
れ
る
明
治
の
文
豪
で
あ
る
。
学
歴
も
な
く
、
下
積
み
の
世

界
に
長
ら
く
苦
労
す
る
貧
し
い
青
年
に
と
っ
て
鴎
外
は
ま
さ
に
憧
れ
で
あ

り
高
嶺
の
花
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
清
張
は
地
元
小
倉
を
舞
台
に
、
こ
の
小
倉
日
記
の
行
方
を
探
す
こ
と
に

生
涯
を
さ
さ
げ
た
田
上
耕
作
と
い
う
実
在
の
人
物
を
主
人
公
と
し
て
描
い

た
「
或
る
小
倉
日
記
伝
」
で
第
二
八
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
。
清
張
四
二

歳
、
昭
和
二
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
受
賞
を
期
に
上
京
、
し
ば
ら
く

は
朝
日
新
聞
社
に
勤
め
な
が
ら
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
き　
続
け
る
が
、
井

上
靖
に
勧
め
ら
れ
て
、
昭
和
三
一
年
専
業
作
家
と
し
て
歩
み
始
め
た
清
張

に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。
エ
ッ
セ
イ
や
対
談
な
ど
を
読
ん
で

み
た
感
想
で
あ
る
が
、
清
張
は
漱
石
よ
り
も
鴎
外
を
、
芥
川
竜
之
介
よ
り

も
菊
池
寛
を
、
よ
り
親
し
く
関
心
深
く
見
て
い
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ

れ
る
。

　
清
張
は
森
鴎
外
に
つ
い
て
「
歴
史
小
説
を
書
こ
う
と
し
て
、
お
手
本
と

し
て
鴎
外
に
関
心
を
持
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
鴎
外
の
思
想
や
文
学
に

共
感
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
文
体
を
好
個
の
手
本
と
思
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
偶
々
田
上
耕
作
の
こ
と
を
知
っ
て
小
説
化
し
た
が
、
別
に
鴎

外
に
私
淑
し
た
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。」
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し

清
張
の
鴎
外
に
対
す
る
思
い
は
そ
ん
な
淡
い
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と

筆
者
は
思
う
。
鴎
外
が
代
表
作
「
澁
江
抽
斎
」
な
ど
の
歴
史
小
説
の
制
作

過
程
で
み
せ
た
物
事
へ
の
執
拗
な
追
究
の
姿
勢
、
あ
く
ま
で
自
分
で
調
べ

る
態
度
を
清
張
は
学
び
、
身
に
つ
け
た
の
で
あ
る
。
清
張
の
一
番
最
後
に

出
版
さ
れ
た
作
品
は
「
両
像
・
森
鴎
外
」
で
あ
る
。
当
初
は
「
二
医
官

傳
」
と
い
う
題
で
雑
誌
「
文
芸
春
秋
」
に
七
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た

も
の
を
加
筆
改
題
し
た
も
の
で
あ
る
。
清
張
の
長
年
に
わ
た
る
膨
大
な
著

作
の
締
め
く
く
り
が
、
鴎
外
の
評
伝
で
あ
っ
た
こ
と
は
単
な
る
偶
然
で
は

な
い
。
出
世
作
と
な
っ
た
の
は
鴎
外
の
小
倉
日
記
に
か
か
わ
る
「
或
る
小

倉
日
記
伝
」
で
あ
り
、
清
張
は
デ
ビ
ユ
ー
の
こ
ろ
か
ら
鴎
外
を
強
く
意
識

し
深
い
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
清
張
の
研
究
者
た
ち
が
最

も
疑
問
に
思
う
こ
と
は
、
な
ぜ
鴎
外
に
そ
ん
な
に
深
い
関
心
を
持
ち
続
け

た
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
ら
し
い
が
、
解
明
は
さ
れ
て
い
な
い
。
と
も
あ

れ
ま
さ
に
鴎
外
に
始
ま
り
鴎
外
で
終
わ
る
作
家
生
活
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
小
倉
と
い
う
地
方
都
市
を
舞
台
に
、
二
人
の
文
豪
の
時
空
を
超
え
た

め
ぐ
り
あ
い
は
天
の
配
剤
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

平
成
四
年
八
月
、
千
名
を
超
す
献
花
者
が
参
列
し
た
昭
和
の
文
豪
の

「
お
別
れ
会
」
で
長
男
陽
一
氏
は
、「
あ
る
雑
誌
に
松
本
清
張
は
天
才
で
あ

る
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
父
は
天
才
で
は
な
く
、
努
力
の
人

で
し
た
。
あ
え
て
天
才
と
い
う
言
葉
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
な
ら
、
父
は

努
力
の
天
才
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
て
い
る
。
「
努
力
の
天

才
」
と
は
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。

随
筆
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九州支社/〒811-2112 福岡県糟屋郡須恵町植木1169-18 ☎092-410-3030

クラスはミニでも、技術は重機。
その実物を目にすれば、重厚感に驚かされる。

動かしてみれば、まずは静かさ、

そして性能や乗り心地に新鮮さを感じられる。

ボンネットを開けて見れば、その瞬間にかつてない

ミニであることを発見できる、重機テクノロジー、iNDr。

さらにその進化形iNDr+Eが新たに誕生。

コベルコの新型ミニ、アセラ・ジオスペック。

ボンネットの中に見る劇的進化。

MINI×
（専用仕様機）

九州北営業所（福岡）/ ☎092-410-3031　九州北営業所（大分）/ ☎097-503-5600　九州南営業所（熊本）／☎096-294-5553
九州南営業所（宮崎）/ ☎0985-24-2622　九州南営業所（鹿児島）/ ☎099-269-8875　沖縄営業所/ ☎098-869-9115

リチウムイオン
バッテリーバル－ン

屈伸ブーム Ｚ型

ハイドロパワー
キューブ

防雨型電工ドラム

アジアの産業とくらしを豊かにアジアの産業とくらしを豊かに
リチウムイオン
バッテリーバル－ン

屈伸ブーム Ｚ型

ハイドロパワー
キューブ

防雨型電工ドラム

●充電時間約２時間
●約８.５時間点灯
●ファン不要バルーン
●電源部の取出容易
●総重量約９０ｋｇ
●イベント、夜間工事に

●最大高８.５ｍ
●燃料満タン１００時間以上
●運搬が容易で超低騒音
●１０００Ｗメタルハライド
●オプション・改良・要相談

●屋外防雨型
●スタンダードな３０ｍ
●温度センサー搭載
●漏電遮断器付き
●質量７.７ｋｇ
●ユアサオリジナル
●多数の現場で活躍

●世界シェアＮｏ.１
●スリムボディ
●狭所でも活躍
●バッテリー駆動で静音
●設備、工場に最適
●上部で１００Ｖ使用可能
●メンテナンス体制

ユアサ商事㈱ 九州建機部 〒812-0018 福岡市博多区住吉5町目5番1号
TEL 092-474-6431 FAX 092-474-6008

収益向上に貢献する CAT新型油圧ショベル登場

BUILT FOR IT.
TM

312FGC 油圧ショベル
エンジン
名称
エンジン定格出力（ネット）

Cat C3.4B
52kW(70hp)

走行
走行速度（高速）
最大けん引力

5.5km/h
109.9kN

質量
運転質量 12,500kg

オフロード法2014年
基準適合

国土交通省指定
低騒音型建設機械

九州営業所：〒811-2112 福岡県粕屋郡須恵町植木 167-1
TEL：092（935）0700　FAX:092（931）2022

発電出力 (50/60Hz)：[ 三相 4線式 ]37/45kVA[ 単相 3線式 ]25/30kVA 発電出力 (50/60Hz)：[ 三相 4線式 ]50/60kVA[ 単相 3線式 ]35/40kVA

生産技術パートナーズ鳥栖営業所

広
告
掲
載
協
力
会
社
名
一
覧

株式会社鶴見製作所AIU損害保険株式会社・丸紅セーフネット株式会社

株式会社クボタ建機ジャパン キャタピラー九州株式会社

ヤンマー建機株式会社

株式会社N S D

住友建機販売株式会社 デンヨー株式会社

ユアサ商事株式会社

広
告
掲
載
協
力
会
社
名
一
覧

広告掲載ご協力に対し、
深く感謝申し上げます。
有り難うございました。

西日本コベルコ建機株式会社
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九州支社/〒811-2112 福岡県糟屋郡須恵町植木1169-18 ☎092-410-3030

クラスはミニでも、技術は重機。
その実物を目にすれば、重厚感に驚かされる。

動かしてみれば、まずは静かさ、

そして性能や乗り心地に新鮮さを感じられる。

ボンネットを開けて見れば、その瞬間にかつてない

ミニであることを発見できる、重機テクノロジー、iNDr。

さらにその進化形iNDr+Eが新たに誕生。

コベルコの新型ミニ、アセラ・ジオスペック。

ボンネットの中に見る劇的進化。

MINI×
（専用仕様機）

九州北営業所（福岡）/ ☎092-410-3031　九州北営業所（大分）/ ☎097-503-5600　九州南営業所（熊本）／☎096-294-5553
九州南営業所（宮崎）/ ☎0985-24-2622　九州南営業所（鹿児島）/ ☎099-269-8875　沖縄営業所/ ☎098-869-9115

リチウムイオン
バッテリーバル－ン

屈伸ブーム Ｚ型

ハイドロパワー
キューブ

防雨型電工ドラム

アジアの産業とくらしを豊かにアジアの産業とくらしを豊かに
リチウムイオン
バッテリーバル－ン

屈伸ブーム Ｚ型

ハイドロパワー
キューブ

防雨型電工ドラム

●充電時間約２時間
●約８.５時間点灯
●ファン不要バルーン
●電源部の取出容易
●総重量約９０ｋｇ
●イベント、夜間工事に

●最大高８.５ｍ
●燃料満タン１００時間以上
●運搬が容易で超低騒音
●１０００Ｗメタルハライド
●オプション・改良・要相談

●屋外防雨型
●スタンダードな３０ｍ
●温度センサー搭載
●漏電遮断器付き
●質量７.７ｋｇ
●ユアサオリジナル
●多数の現場で活躍

●世界シェアＮｏ.１
●スリムボディ
●狭所でも活躍
●バッテリー駆動で静音
●設備、工場に最適
●上部で１００Ｖ使用可能
●メンテナンス体制

ユアサ商事㈱ 九州建機部 〒812-0018 福岡市博多区住吉5町目5番1号
TEL 092-474-6431 FAX 092-474-6008

収益向上に貢献する 新型油圧ショベル登場
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109.9kN

質量
運転質量 12,500kg

オフロード法2014年
基準適合

国土交通省指定
低騒音型建設機械

九州営業所：〒811-2112 福岡県粕屋郡須恵町植木 167-1
TEL：092（935）0700　FAX:092（931）2022

発電出力 (50/60Hz)：[ 三相 4線式 ]37/45kVA[ 単相 3線式 ]25/30kVA 発電出力 (50/60Hz)：[ 三相 4線式 ]50/60kVA[ 単相 3線式 ]35/40kVA
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あけましておめでとうございます。　
謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

○世界経済は昨年央に起こった中国の景気減速や欧米諸国にお

ける財政問題など先行き不透明な状況もありましたが、年度

後半は、やや安定感を取り戻した状況となりました。

　一方、国内景気は企業が発表する上期決算実績では明らかに

持ち直しの兆しが見えると共に、アベノミクス第２段が打ち

出され、新たな経済政策で日本経済の回復を目指すこととな

りましたが、再度の中国経済の先行懸念が明白となり、不安

定さが残る新年の門出となりました。

○今号の「会報トップ記事」は従来と同じく新年年頭所感並び

に第49回定期総会です。

○「健康一口メモ」は昨年夏、韓国で死亡者を出したマース（中

東呼吸器症候群）を取り上げてみました。

○「カメラ散歩」は宮崎県担当で有機農業や樹林都市、大吊橋

などで有名な綾町を撮って頂きました。

○今回の「おすすめスポット」は大分県支部からの寄稿で、杵

築町を紹介して頂きました。

　杵築市は武家屋敷や商家、石畳の坂道が今でも江戸時代の風

情を残している城下町です。九州豊後路の小京都とも言われ

ており、和服姿で散策するのも一考で、着物姿が似合う歴史

的町並みとも言われています。

　約８年前に「観光おもてなし宣言」を行い、お客様へのおも

てなしを提唱した市でもあります。また、グルメでは、生き

た化石といわれるカブトガニの生息地でもあり、チリメン・

カキなどの魚介類、ジュ－シ－な杵築牛、香りとコクのきつ

き茶、ハウスみかん・ハウスイチゴなど食材の宝庫といわれ

るほど山海の幸に恵まれています。

　皆さんも一度お出かけになっては如何でしょうか。

○毎回ご担当して頂いております佐藤末喜様の随筆は【二人の

文豪】と題し努力の天才である松本清張と森鴎外とのかかわ

りについて紹介して頂きました。

○賛助会からは「賛助会だより」を始めとして、ユアサ商事㈱

の上田弘之氏に「オピニオン」【アジアの将来を見据えて】

をご担当頂きました。

○熊本県と大分県が担当することとなった「オピニオン」には、

【休日の過ごし方】、【経営分析セミナ－に参加して】と題し

て、語って頂きました。

○広報委員の方々には、今後も充実した会報情報収集、広報活

動の詳細報告等を作成・編集していただきたいと思っており

ますので、新しいご提案などありましたらお知らせください。

表紙

数え来ぬ  屋敷屋敷の  梅柳

（松尾芭蕉）

96兆円を超える本年予算に期待！

「レンタル九州」43号
発　行　日　平成28年 1月 1日
発　行　者　一般社団法人日本建設機械レンタル協会九州支部
　　　　　　九州建設機械器具リース業協会

福岡市博多区博多駅東2-9-1
東福第2ビル6階
〒812-0013　TEL 092-482-6685
　　　　　　FAX 092-452-2563
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福岡市東区松田3丁目9-2-205
〒812-0064　TEL・FAX 092-621-2199

編集後記
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九州営業所：〒811-2112 福岡県粕屋郡須恵町植木 167-1
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発電出力 (50/60Hz)：[ 三相 4線式 ]37/45kVA[ 単相 3線式 ]25/30kVA 発電出力 (50/60Hz)：[ 三相 4線式 ]50/60kVA[ 単相 3線式 ]35/40kVA
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